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人柱から復活した大聖女ですが、第二皇子の初恋に振り回されてます
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　両親や婚約者に『妹の代わりに死ね』と言われた。

　私は馬車に乗ったまま、帝宮にあるゲートで北の最果てのゲートまで瞬間移動する。

　飛行機や電車はないけれど、ほんの一瞬で遠方に移動できる移動魔法陣があるから便利だ。結界の柵や建物もひっくるめて『ゲート』と呼ばれている。難点はゲート同士でないと瞬間移動できないことだ。北の最果て、氷の泉専用のゲートがあるから問題はない。

　専用ゲートから出れば、切り立った岩や枯れ木の大群、汚染された土地に積まれた魔獣の死骸など、贅を尽くした帝宮や瀟洒な貴族街と同じ国内とは思えない景色が広がっていた。空の色まで濁っている。

　想像以上に瘴気が充満していた。大神官長以下、大神官や神官たちが必死になって浄化しているけれど、微々たる聖力では焼け石に水状態。

　皇帝陛下が危険を冒し、神聖なる氷柱の儀式の場にいた。国のために犠牲になる人柱に対する最大の配慮だ。

「シェリル嬢が何故に？」

　皇帝陛下も私が氷柱として現れたから困惑している。

「偉大なるラスミアの太陽、ウォーベックが長女、シェリル・アントニア・エ・ウォーベックが最期の挨拶をさせていただきます。柱となり、ラスミアを支えましょう」

　ここで真実をバラしても家門断絶、関係者はみんな公開処刑。

「皇后は知っておるのか？」

「皇后陛下にすべての感謝を捧げます。どうか、お伝えくださいませ。これが私の最期の望みでございます」

「よいのか？」

「要は溶けだした泉を凍らせばいいのです。どうか、大魔法師や大神官長と研究してください。私が最後の氷柱になりますように」

「あいわかった」

　大神官長以下、神官たちが人の鎖のようになって守っている場所から出た。瘴気が強い。さらに進むと瘴気がますますひどくなる。

　大魔法師以下、魔法師たちが杖を手に柵のように連なっている向こう側に、溶けかけた泉がある。……否、もう溶けている？　溶けた？

　私のお出迎えのように、人間の顔が三つある魚の魔獣が溶けた泉から誕生した。

「……ひっ」

　思わず、悲鳴が漏れるし、身体が竦む。

　騎士団長や選りすぐりの騎士たちが、いっせいに誕生したての魔獣に飛びかかった。剣が何本も魔獣を突き刺す。

　魔獣の断末魔に背筋が凍りつく。

　成敗したと思ったのも束の間、羽の生えた虎みたいな魔獣が誕生した。

　これではキリがない。

　私は覚悟を決めると、大魔法師と大神官長に先導されて、魔獣の死骸が浮かぶ泉に近づいた。クライヴ様の顔が瞼を過り、涙がポロリと滴り落ちる。

　未練を振り切るように飛び込もうとした瞬間。

「リル、どこだーっ」

　ユージン殿下の声が不吉な爆音とともに響いてきた。ゴゴゴゴゴゴゴ～ッ、という地鳴りは暴君殿下の先触れだ。

「ユージン殿下、なりませぬ。おやめくださーい」

　やんちゃ殿下に振り回されている侍従長や専属騎士たちの声も聞こえてきた。

「……だ、誰か、ユージン殿下をお止めせよーっ」

「皇帝陛下、ユージン殿下が憤慨されています。お逃げください。我らでは抑えきれませぬーっ」

「異議、異議を申し立てます。第二皇子も後見のセバーグもシェリル嬢の氷柱交替を承認しません」

「皇后陛下も承認しません。母国の大使も意義を唱えますーっ」

「意義、皇太子殿下も後見のウィールドン公爵も承認しないと承っております。お待ちくださいーっ」

　何があったのか、何をしようとしているのか、確かめなくともわかった。

　ありがとう。

　家族や婚約者に死ねと言われたのに、赤の他人、それも高貴な方々が助けようとしてくれている。

　前世、短くも空しい人生だった。

　今世、さらに短くも空しい人生だった。それでも、尊敬する皇帝陛下や皇后陛下のためになるならいい。

「ユージン殿下、リルはやんちゃな皇子様が大好きです。これからもず～っと大好きですよ。ず～っとず～っと見守っていますからね。侍従長たちを困らせないでね。どうか、お元気でお幸せに」

　私は突風のように突撃してくるユージン殿下に向かってカーテシー。

　腕白坊主、最期に嬉しかったよ。

　私は勢いよく、溶けた泉に飛びこんだ。
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　私、本当にこんなところにいていいのかな？

　豪華絢爛な帝宮で皇后陛下が主催する薔薇園のお茶会は控えめに言っても最高。

　招待されるお客様も栄誉だとわかっているから気合が入っている。

　私のお母様や妹も招待されているけれど、私は招待されていない……っと、皇后陛下の専属侍女だから当然。

　……あ、私はシェリル。

　ラスミア帝国、ウォーベック伯爵の長女よ。

　魔力の強さで皇后陛下の専属侍女に指名されたの。

　私にとって名誉なことだけど、それだけに緊張しすぎてヤバい。

　もし、ここで淑女にあるまじき粗相をしたら、私だけじゃなくて皇后陛下と家門の恥。

　格式ばったお茶会じゃないから、皇后陛下が直々に各テーブルを回って声をかけた。私は専属侍女として続きながら周囲に気を配る。

　婚約者のお母様がいるテーブルで、皇后陛下はこの上なく優艶な微笑を浮かべた。

「ダンヴァーズ公爵夫人、私が花を壺に落としても許してくださる？」

　貴族辞書で要約・私が何を言ってもいい？

「まぁ、皇后陛下、花の嵐はいかようにも」

　貴族辞書で要約・なんでも仰ってください。

「私の大切なシェリルとあなたのご子息の結婚のことですわ」

　皇后陛下が私の名前を出したから、びっくりして膝が崩れ落ちそうになった。……けど、ギリセーフ。

「我が息子とシェリル嬢の結婚をお気にかけてくださり、心より感謝します」

　未来の姑であるダンヴァーズ公爵夫人は優雅にお礼を言った。

　私もドレスを摘まんで軽く一礼。

「シェリルを嫁がせたくないの」

　皇后陛下が華麗に爆弾を落とすと、ダンヴァーズ公爵夫人の目は綺麗な弧を描いた。

「……まぁ」

「このままシェリルを手元に置いておきたいわ」

　皇后陛下の愛がひしひしと伝わってきて、私の涙腺が緩みそうになる。こんなところで泣いちゃ駄目なのに。

「我が息子とウォーベック伯爵家の縁談は、シェリル嬢が生まれる前から決まっていました。私にとってもシェリル嬢は実の娘のようなもの。そのように思っていだたき、心より御礼申し上げます」

「結婚してもシェリルの席は空けておくわ」

「ご配慮、痛み入ります」

「今のシェリルはとても美しい。花嫁姿を楽しみにしているわ」

　皇后陛下がダンヴァーズ公爵夫人から、私に視線を流して言った。首席侍女を始めとするほかの専属侍女や招待客たちの視線も私に集中する。

「シェリル嬢、結婚式を楽しみにしていますわ」

「シェリル様、クライヴ様とお幸せになってくださいましね」

　私は貴族的なスマイルを浮かべ、宮廷式のお辞儀をした。

　このうえなく優雅一時。

「ひっ、ひーっ」

「きゃーっ」

　薔薇の垣根の向こう側から聞こえてきた悲鳴で、至上の優雅が一瞬で木っ端微塵。

　何が起こったのか、誰もわからない。

　けれど、何が原因か、誰もがわかっている。

「ユージン殿下がーっ」

　案の定、絢爛な帝宮を震撼させる第二皇子の名前が出た。皇后陛下や招待客たちはいっせいに息を呑む。

「……だ、第二皇子様が……誰か、お止めしてーっ」

「近衛騎士、殿下をお止めしろー」

「……ほ、誉れ高きラスミアの近衛が何をしておるーっ」

「……ま、魔力の壁も柵も盾も破壊されました。ユージン殿下の魔力が強すぎますーっ」

「近衛隊長、気絶されましたーっ」

　第二皇子の魔力が強すぎて、近衛騎士団も太刀打ちできない。対抗できるラスミア帝国騎士団長や副団長は魔獣討伐に出たまま。

「ウォーベック伯爵令嬢、どちらにおわす？」

　ご指名、いただきました。

　あの声は瞳と髪の色がライムグリーンの近衛連隊長。

「シェリル様、どうかお助けください。ユージン殿下が南宮を破壊されました……ひっ、ひーっ」

　風に乗って響いてきた絶叫に愕然としたのは私だけではない。ゴゥゥゥゥゥゥゥ～ッ、という不気味な地響きとともに竜巻が薔薇のアーチの向こう側に見えた。

　優雅なお茶会が一瞬で阿鼻叫喚の巷。

　私は皇后陛下の盾になるように立つ。

　ユージン殿下は魔力の強さが突出し、早くも皇帝陛下を超えている。おそらく、帝国随一の魔力を持っているだろう。けれど、おとなしい兄殿下とは違って乱暴なクソガキ……元気がありあまっている皇子だ。

　幼いながらも、小さな暴君として恐れられている。今までに泣かした乳母や侍女は数知れず、第二皇子付きの従者は逃げられ続けて定まらない。

「ウォーベック伯爵令嬢、このままだと皇太子宮や東南棟も危険です。助けてください」

　近衛連隊長や第二皇子の侍従たちが、今にも昇天しそうな顔で飛びこんできた。私の顔を見て、文句を零したのは第二皇子の侍従長だ。

「ウォーベック伯爵令嬢、こんなところにいらしたのですか」

「侍従長、セバーグ小公爵、皇后陛下の御前です」

　首席侍女が一喝すると、皇后陛下は扇を優雅に振った。

「構いませぬ。……シェリル、ユージンのことを頼みました」

「お任せください。ユージン殿下は活発なだけです。始祖も大聖女である姉君を振り回すほどのやんちゃだったと伝えられています」

　ここで小さな暴君を鎮めなければ、私が専属侍女になった意味がない。

　私はドレスを摘まんで猛ダッシュ。

　淑女としてアウト。

　けど、構っていられない。

　ユージン殿下、おいたがすぎる。












　ラスミアの栄華を凝縮したような宮殿は、小さな暴君のせいで大パニック。

「第二皇子殿下の魔力は強すぎる。脅威だ」

　気障な宮廷貴族もアバンチュールに熱心な貴婦人も、第二皇子に対する恐怖心を隠さなかった。

「ユージン殿下には魔物が取り憑いているのではないですか？」

「滅多なことを申すな」

「皇太子殿下は聞き分けがよろしいのに弟殿下は異常です。まさしく、魔物そのもの」

「私も弟殿下は魔物の生まれ変わりだと思えてならない」

「アカデミーの博士から聞きましたが、ユージン殿下のご生誕とともに魔獣が増えたそうです」

　そんなの、同じ兄弟でも性格は違って当然。

　私と妹も性格は全然違ったし、お父さんと伯父ちゃんの性格も違ったし……っと、これは現世じゃなくて前世の家族。

　私には前世の記憶がある。

　日本の令和で短い人生を終えた。人目を気にして、怖がってばかりの生涯だ。親ガチャに失敗したわけではないけれど、成功したわけではない。サラリーマンと専業主婦の家庭に生まれた長女だ。ただ、弟妹は元読者モデルの母親に似たのに、私は残念な父親に似た残念な子だった。正直に言えばブス。

『ブスは何をしてもブス』

　子供の頃からさんざん言われた言葉が、棘となって心に突き刺さったまま。

　肺炎をこじらせて呆気なく亡くなった後、すぐに転生したことはわかった。異世界の西洋ヨーロッパみたいな大帝国の伯爵家の長女として転生した時、親ガチャに成功したと思った。鏡で見る自分の姿には感動した。

　可愛い、って。

　成長して可愛いという形容は似合わなくなった。前世同様、身長も平均男性の身長を超しているし、悪女タイプの顔立ちだけど、綺麗だと思う。金髪碧眼が多い帝国では希少価値の高いピンクブロンドだし、瞳は淡い水色っていうか空色っていうか、綺麗なベビーブルー。

　だから、前世と違って堂々としていられる。……これって卑屈？　けど、女にとって容姿は大きい。傷ついたまま転生しているからね。

　強い魔力もオプションみたいについていた。

　魔力ってやばい。

　魔法使いになったような気分。

　貴族はだいたい魔力持ちだけど、私の魔力は皇族レベルらしい。水と風と土、の三種も使える上に防御力が計測できないぐらい高かった。

　前世と違って私を馬鹿にする人はいない。『ブスが頑張ってもブス』だの『ブスが努力してもドブスになるだけ』だの、『成績がよくてもブスはブス』だの、ほざく奴もいない。

　だから、思う存分、努力することもできた。そりゃ、陰口を叩く宮廷人は多いけれど、認めてくれる人も多いから嬉しい。皇后陛下はいつも正当な評価を下さるし、さりげなく庇ってくださる。

　皇后陛下のためなら、いくらでも頑張っちゃう……え？

　時計台が飛んでいる？

　嘘でしょう？

　ホウキに小さな天使……じゃない、ホウキに小さな子供が乗っている？

　……いた、やんちゃ殿下、発見。

「ユージン殿下、お覚悟」

　私は神経を集中させ、手に水と風の魔力を集めた。水を氷にして魔力の網を作り、ホウキで飛ぶ第二皇子に向かって放つ。

　捕獲成功……え？　失敗？　渾身の網を破られた？　けど、逃げない？　えぇぇぇぇぇ？　腕白坊主がこっちに突っ込んでくる？

「リル、お前が悪いーっ」

　バッ、とユージン殿下はホウキから飛び降りて私に掴みかかった。

　倒れる？

　……いや、こんなところで崩れたら女が廃る。

　下半身に力をこめ、ユージン殿下を抱き留めた。ちょっとよろめいたけれど、何とか踏み留まる。ハイヒールを履いていたら危なかった。

　周囲の面々から感服されるけど、ご立腹の暴君を宥めなければならない。問題はこれからよ。

「ユージン殿下、リルの何が悪いのですか？」

　私がユージン殿下をあやすように抱いた。私の名前が上手く発音できず、省略して呼ぶのが可愛い。ルックスも天使みたいに愛らしい。正直、あまりにも性格とのギャップがありすぎる。

「お前、お前、お前、よくもーっ」

　つぶらな瞳が怒りに燃えている。きついぐらいのサファイアブルーの瞳も綺麗だな。

「はいはい、殿下はいい子、いい子。リルが悪いんですね？」

　私に飛び蹴りを交わされて悔しがった時とはちょっと違う？　私に押さえ込まれてジタバタした時とも違う感じ？

「嫁」

　小さな口から飛びだした言葉にびっくり。

「嫁？　そんな宮廷菓子がありましたか？」

『貴婦人の溜め息』という小さな変形エクレアとか『姫君の口づけ』というフルーツ入りマシュマロとか、雅な名前がついた繊細な宮廷菓子が浮かぶ。どれも美味しいのよ。

「違うーっ」

　頬を真っ赤にして短い手足をジタバタさせる姿が可愛い。けど、落としそうで危険だ。ユージン殿下の専属騎士に渡そうとしたけれど拒否された。

　ちょっと、職務怠慢じゃね？

　……ま、ユージン殿下の魔力が強すぎるから仕方がないか。

　魔力持ちでなかったら、ユージン殿下が無意識のうちに放つ魔力に耐えられなくて失神する。

「どうされました？　いつも言っているでしょう？　ちゃんと仰せになってくださらないと、リルも侍従たちもわかりません」

　いい子いい子、と私が諭すように言うと、ユージン殿下は悔しそうに聞いてきた。

「嫁に行くのか？」

「はい」

　生まれる前から、私の婚約者は決まっていた。一つ年上の婚約者が初恋だ。前世で一度も彼氏ができなかった私にとって唯一の男性。

「どちて？」

　時折、幼児言葉になるのが可愛い。

「子供の頃から決められていました」

　臣下序列第一位の公爵家と伯爵家では家格がつり合わないけれど、四代前にうちの家門に皇女が降嫁しているからおかしくはない。その四代前の縁で、ダンヴァーズ公爵家とウォーベック伯爵家の縁談は決まっていた。どちらも男しか生まれなかったり、年齢が釣り合わなかったり、クライヴ様と私の代でようやく実る。

　生まれる前から決まっていた婚約者にも姑にも舅にもなんの文句もない。

「どちて？」

「貴族の結婚はそういうものです。私の結婚は父が決めます。殿下のお母様の結婚も祖父様が決められました」

　皇后陛下は海を挟んで何度も武力衝突を繰り返した大国の第三王女だ。五歳の時に同盟とともに婚約が整えられた。典型的な政略結婚だけど、夫婦仲はとてもいい。

「なんで？」

　ラスミア帝国は大陸の諸国にも特別視される大聖女の国だ。島国だから、他国の脅威は少ないけれど、自然災害や魔獣被害は凄まじい。

「ユージン殿下のお嫁さんもそろそろ決まるでしょう」

「俺の嫁？」

「そうです」

「ふんっ？」

　これ、わかってないな？

　ラスミアは大聖女ウィレミナが聖力で魔獣誕生の泉を封印し、永久凍土を溶かし、大地を蘇らせたから築くことができた大帝国だ。生涯、独身を貫き、仲の良かった弟を初代皇帝として即位させた。

　大聖女ウィレミナ以後、聖女はほんの数えられるほど。

　初代皇帝の孫が聖女認定された後、ひとりも出ていない。

　だが、血筋に稀有な魔力を持つ皇子は輩出され続けている。現在、小さな暴君として畏怖される第二皇子のように。

　列強にとって第二皇子との婚姻は願ってもみない良縁だから、すでに駆け引きが始まっている。まだ皇太子殿下の婚約者も決まっていないのに。

「ユージン殿下の花嫁候補の肖像画がたくさん届いています。ご覧になっていないのですか？」

　私はユージン殿下をゆらゆら揺らしつつ、あどけない顔を覗きこんだ。

「リル、嫁にちてやる」

　ふんっ、とユージン殿下は真っ赤な顔で鼻を鳴らした。

　……やだ、やんちゃ坊主、可愛い。

　胸きゅん。

「まぁ、光栄です。ただ、殿下を待っていたら、リルはお婆ちゃんになってしまいますから」

　成人年齢は十五歳だ。女性なら貴族でも平民でも、十五歳から十八歳で結婚するケースが多い。十九歳で行き遅れ。

「俺が嫁にちてやる」

　ユージン殿下は大声で言いながら、私の腕から飛び降りた。

「光栄ですが、皇帝陛下や皇后陛下、議会もお許しにはなりません」

「ぶっ飛ばす」

　ユージン殿下が小さな拳を振り上げた途端、白い雲が浮かぶ青い空から苛烈な稲妻が走った。周囲の騎士たちが低い呻き声を漏らす。

「ユージン殿下、ぶっ飛ばしてはいけません」

「ぶっ飛ばしてくる」

「だ、駄目ですーっ」

　タッタッタッタッ、とユージン殿下が小さな腕を振って駆けだし、私は淑女仮面を脱ぎ捨てて追う。専属騎士も近衛騎士たちも悲愴感を漂わせながら追う。

　現在の帝宮あるある。つまり、第二皇子あるある。












　ユージン殿下を捕獲し、私の膝で拘束して……や、私の膝でおやつを食べさせた。疲れていたらしく、木の実入りのプディングに顔からダイビング。

　寝顔はマジ天使。

　豪快な鼾は巷のオヤジレベル。

　二十五人目の乳母がユージン殿下を抱き、寝室に運んだ。一時の休息だ。専属騎士たちは安堵の息をつく。

「シェリル嬢に婚約者がいると知り、魔力を爆発……感情を爆発させました」

　ユージン殿下の侍従長に切々と言われ、再び胸きゅん。

「まぁ」

「なんとかしてください」

　ユージン殿下、私を気に入ってくれたみたいで嬉しい。初めて会った時なんて髪の毛を掴まれて食べられそうになったから。

「私に言われても」

「結婚しないでください」

「何を仰せになられますか」

　前世、友人だと思っていた人たちの結婚式に一度も呼ばれることはなかった。お祝いの場にブスを呼びたくなかったみたい。お祝いだけ取られたけどね。妹と弟の結婚式はみじめだったものよ。『姉がこの容姿なので、子供の頃からさんざん整形を疑われましたが、整形していません』なんていう思い出のムービーを流したものね。それも、私を司会者の隣に立たせたまま。

　私はお祝いの場を盛り上げるため、馬鹿みたいに道化になるしかなかった。私と同じ顔のお父さんは、ほかの親戚と一緒に笑っているだけ。

「せめて、ユージン殿下がご自分の魔力をコントロールできるようになるまで、結婚はお待ちください」

　侍従長以下、憔悴しきった侍従や専属騎士、専属侍女たちにも懇願される。哀愁が半端ないけど、私は首を大きく振った。

「私はウォーベックの娘です」

　私の結婚は父が決める。貴族の鉄則だから、すぐに謝罪された。

「失礼しました」

「ユージン殿下は元気がありあまっているだけです。暴君ではありません」

　私が知る限り、やんちゃ殿下は弱い者いじめはしない。気に入らないことがあると相手が誰であっても暴れるけれど。

「……は、シェリル嬢の言葉に救われました」

　仕えている第二皇子が魔物扱いされ、心を痛めていたのだろう。最近、皇太子殿下側との確執も聞く。帝宮全体でぎくしゃくしている感じ。

「ユージン殿下、お寂しいのだと思います」

　どんなに生意気でもまだまだ幼い子供だ。母親が恋しいに決まっている。なのに、母親は皇后陛下だ。公務に忙しくて、第二皇子に充てる時間がない。皇太子殿下と違っていい子にしていられないから同席できる場もないし。

「……はい？」

「皇后陛下と会う時間は取れませんか？」

「皇后陛下に断られています。ユージン殿下を嫌って、皇后陛下が避けられていると聞いています」

　侍従長に冷厳な顔で言われ、私は目を吊り上げた。

「そんなことはありません。皇后陛下はユージン殿下を案じていらっしゃいます」

　それ、それだ、その噂。

　皇后陛下も耳にして苦しんでいたのよ。

「皇后陛下はユージン殿下を嫌って遠ざけ、皇太子殿下を溺愛しています」

　侍従長に同意するかのように、専属騎士や専属侍女たちが相槌を打った。皇后陛下への鬱憤がだいぶ溜まっているみたい？

「皇太子殿下の体調が優れないから、お気にかけていらっしゃいます。私の名にかけて誓いますが、皇后陛下は兄殿下も弟殿下も同じように愛していらっしゃいます」

　皇太子殿下は生まれつき、身体が弱いし、魔力も皇族最低レベル。頻繁に体調を崩し、皇后陛下が幾度となくつき添った。誤解されていたとは露知らず。

「皇后陛下のお気に入りの専属侍女殿、本当ですか？」

　私が皇后陛下のお気に入りということは周知の事実。

　それね、お気に入りの理由は私がユージン殿下の相手をできるからよ。

「いったい誰からそのようなことをお聞きになられました？」

「帝宮の噂です」

「噂の出所を詳しく調べてください。ユージン殿下と皇后陛下の仲を裂こうとする勢力があります」

　私が宮廷話法を無視して直接話法で言うと、侍従長も思いあたるふしがあるようだ。帝宮という華麗なる魔窟の闇を知っているからだろう。

「シェリル嬢、皇后陛下のお心を確かめていただけますか？」

「かしこまりました」

　皇后陛下の専属侍女の一日はまだ終わらない。












　皇后陛下主催の茶会は幕を下ろし、何事もなかったかのような空気が流れている。大聖女ウィレミナの大きな肖像画が飾られた部屋、私が宮廷式のお辞儀をすると、皇后陛下は楽しそうに言われた。

「シェリル、私の息子はあなたを妃に迎えたいそうよ」

　すでに皇后陛下はユージン殿下による南宮爆破の理由を知っている。首席侍女たちは楽しそうに微笑んだ。

「妃になり損ねました。残念です」

　無理無理無理無理～っ。

　公爵夫人でも大変なのに、大帝国の皇子妃なんて私には無理。

「そんなにダンヴァーズ小公爵がお好きなの？」

　クライヴ様は優しいイケメンだから宮中でも人気は高い。皇帝夫妻も目をかけている。いずれ、お父様のように宰相の地位につくだろう。

「皇后陛下がもう少し早くユージン殿下を生んでくだされば……無理ですね。ご成婚前に私とクライヴ様との婚約は整いました」

「残念だわ。ユージンをどうしましょう？」

「ユージン殿下は母君にお会いできなくてお寂しいそうです。お時間を作ってくださいませんか？」

　今だ、と私は縋るような目で皇后陛下を見つめた。

「ユージンが私を嫌っているの。先日も面会を拒否したのよ」

　皇后陛下は悲しそうな顔で扇を振ると、首席侍女たちが沈痛な面持ちで相槌を打つ。これ、放置したらあかんやつ。

「麗しき花園に灼熱色の花を咲かせたいのに、霧に覆われたようです」

　貴族辞書で要約・帝宮に皇后陛下と第二皇子の仲を裂こうとする勢力がある。

「霧は風で消えるもの」

　貴族辞書で要約・私と第二皇子の仲を裂こうとする勢力を潰しなさい。

　お任せください。

　ただ、私自身は無力。なんの力もない。私は首席侍女たちの力を借り、水面下で華やかな魔窟を動き回った。

　婚約者と会う約束があったけれど、断りの連絡を入れる。クライヴ様も帝宮の不審な空気は知っているから、協力してくれた。優しくて頼りになる。昔からそうなの。

　結果、皇太子派が第二皇子の魔力を危惧し、皇后との仲に亀裂を入れようとしていた。当然、第二皇子にそんな野心はない。ただただ皇太子派による恐怖だ。

「シェリル、あなたがいなければ、私は愚かな母として名を残すところだったわ。私の名の限りの感謝を」

　皇后陛下に手を握られ、私は恐縮するしかない。

「皇后陛下、もったいないお言葉」

　今後、どうすればよいのか？

　要は皇太子側の懸念を払拭すればいい。第二皇子に殺到する縁談を止め、皇太子の縁談を先にまとめた。そうして、兄皇子と弟皇子の仲を取り持った。元々、仲は悪くない。弟がやんちゃすぎるだけ。

　それ以後、私が皇后陛下の名代として、ユージン殿下を拘束して……や、だっこして、皇太子殿下のご機嫌伺いに行くことが多くなった。

「偉大なる帝国の一番目の星に、二番目の星と帝国の月の代理がご挨拶させていただきます」

　皇太子殿下、マジ優しくて聡明な天使。

「ユージン、シェリル、ご機嫌よう」

「兄ちゃま。おやつ」

　ユージン殿下、兄に対する対抗心なんてまったくない。……って、そんなこと全然、考えていないよね。

「ユージンが好きな木苺のチョコレートを用意させた」

「ありがとう。いっぱいありがとう」

　礼儀知らずの腕白坊主に根気よく教えたら、お礼を言えるようになった。

　この兄弟は大丈夫。

　前世の妹や弟みたいに私を馬鹿にしない。『ブスと血が繋がっているだけで不幸』だの『整形疑惑をかけられるから大迷惑ブス』だの『ブスは生きているだけで罪』だの。

　当時は自分だけ醜いから仕方がないと思った。お父さんは男だし、頭はよかったし、体格がいい体育会系だったから、総合的に見て残念レベルもたいしたことなかったのよ。

　今、振り返ってみたらひどい。一度も言い返せなかった。けど、ここで前世のぶんも幸せになるね。
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　皇太子派と第二皇子派の間で不穏な空気が消えたわけではない。どうしたって、派閥はできる。けれど、以前のような卑怯な策は張り巡らされていない。……たぶん。

　皇后陛下やユージン殿下たちには引き止められたけれど、結婚式を間近に控え、私は皇后宮で与えられた部屋から下がった。帝室の紋章が入った馬車で、真っ直ぐに貴族街にあるウォーベック邸に向かう。エスコートに婚約者のクライヴ様が現れた時、夢かと思った。

「クライヴ様、お忙しいのにありがとうございます」

　クライヴ様から深紅の薔薇の花束を差しだされ、私の涙腺が緩みそうになった。免疫がないから弱いの。

　馬車の中では泣いてもいいかな？　未来の公爵夫人だったらアウト？

「婚約者のエスコートは僕の務めです。お礼を言われるまでもない」

　クライヴ様、外見も中身もイケメンすぎる。

「何度もお約束を破って申し訳ございませんでした」

　例の皇太子殿下派と第二皇子派を取り持つために奔走したから、幾度となくクライヴ様との約束を反故にしてしまった。ダンヴァーズ公爵邸やサロンで決めなければならないこともあったのに。

『俺と仕事、どっちが大事なんだ？』

　前世の先輩や同僚の彼みたいにブチ切れない。

「帝国のため、帝室のため、シェリルは時を過ごしていました。私の誇りです」

　胸きゅんしすぎてやばい。もう、目を合わせているだけでもやばい。こんなイケメンと結婚できるなんて夢みたい。……あ、クライヴ様と結婚するために前世が辛かったのかな？

　火照る頬を扇で隠しているうちに、私とクライヴ様を乗せた馬車はウォーベック伯爵邸に到着した。

　この世の贅を尽くしたような帝宮から戻ると、ウォーベック伯爵邸がやけに慎ましく見える。前世で生まれ育ったマンションとは比較の対象にさえならないのに。

　執事やメイド長とともに妹のロレッタが出迎えてくれた。愛らしい笑顔を浮かべ、私の左右の頬にお帰りのキス。

　帝宮には様々なタイプの美女がいるけれど、ロレッタが『帝国一の花』って称えられるわけがよくわかる。着飾っていなくても可愛い。ピンクブロンドとベビーブルーの瞳は最強。……うん、私も同じ色持ちだけど、顔立ちがだいぶ違うのよね。やっぱ、ロレッタと比べると私の顔は我が儘令嬢タイプ。

「お姉様、お帰りなさい。今日も暴君殿下が大暴れして、帝宮を破壊したんでしょう？　幼くても暴君は魔力拘束檻に閉じこめたほうがいいんじゃない？」

　ロレッタは天真爛漫なだけに口が過ぎる。帝宮ならばいくら可愛くても一発でアウト。

「ロレッタ、不敬罪に問われるわ」

　宰相の息子、つまり未来の夫がいるから、注意しないといけない。これ、姑による公爵夫人教育で叩きこまれた。肝心のクライヴ様はいつものように優しく微笑んでいるけれど。

「これくらいで不敬罪？」

　両親は愛らしいロレッタを溺愛して、伯爵令嬢としての淑女教育を怠った。今まで花のようなロレッタを咎める人もいなかったのだろう。けど、デビュタントを終えたから、そういうわけにはいかない。……まぁ、リアル天使のロレッタに悪意をぶつける人なんていなかったけどね。皇帝夫妻や議会の石頭たちでもロレッタには目尻が下がるもの。

「帝宮はそういうところ」

「ここは帝宮じゃないわ」

「帝宮じゃなくても気をつけて」

　私は皇后陛下の名代も務めた専属侍女で未来のダンヴァーズ公爵夫人。私の未来の舅は宰相で、未来の姑の兄は北の大国の宰相。お父様は書記官を束ねる書記長。私の弟であなたの兄は帝国アカデミーに首席で入学してぶっちぎり独走中。

　今、うちは最も帝都で注目されている家門よ。

「もぅ、そんなことはどうでもいいの。近衛騎士団長も暴君殿下に負けるんでしょう？　お姉様がまた暴君殿下を抑えこんだの？」

　私の注意なんてロレッタは聞きやしない。ただ、前世の妹のように私を馬鹿にしている気配はない。

「ロレッタ、第二皇子様です。ユージン殿下は元気がありあまっているだけ」

「魔力も元気もありあまっていることは知っているわ。皇太子殿下にわけてあげればいいのに」

　皇帝夫妻や宰相、議会のメンバーたちも、皇太子殿下を不安視している。皇太子殿下自身、コンプレックスを抱いているから切ない。

「ロレッタ、口を慎みなさい」

「お姉様もそう思わない？」

「裏表がなくて真っ直ぐなところはあなたの美点だけど……」

　私の言葉を遮るように、ロレッタは奥から現れたお父様とお母様に同意を求めた。

「お父様もお母様もそう思うわよね？」

「ロレッタ、そなたは本当に仕方のない娘ぞ」

　お父様、ロレッタにデレデレ。これ、私だったら一喝しているよね。

「ロレッタ、これじゃあ、心配で結婚させられません」

　お母様、ロレッタにあまあま。これ、私だったら説教三時間に鞭打ち三回の後、お仕置き部屋に閉じこめられるよね。

「私、結婚しないわ。ずっとお父様とお母様と一緒にいる」

　ロレッタは無邪気な笑顔を浮かべ、お父様に抱きついた。デビュタントを終えた令嬢のすることじゃない。そもそも、婚約者が決まっていないこと自体、おかしい。例外はあるけれど、貴族子女の婚約はだいたい十歳を越える前に決められる。せいぜい十二、三歳かな。

　ロレッタには帝国内外から良縁が鬼のように舞いこんだけど、本人とお父様の意志でまとまらなかった。お父様、ロレッタを手元においておきたいんだよね。

「貴族子女にそれは許されない」

　苗字を持って生まれた女子は結婚するか、修道院に行くか、ふたつにひとつ。

「特別に許して。私はお父様とお母様と離れたくないもの」

「甘やかしてしまったな」

　お父様のデレデレがバージョンアップ。

「お姉様が立派だから私はいいのよ。自慢のお姉様よ」

　ロレッタに純粋な尊敬を注がれ、私の胸が熱くなった。前世、綺麗な妹に抉られた傷が癒される。

「あぁ、シェリルは自慢の娘だ。皇后陛下と皇帝陛下から今日もお褒めの言葉をいただいた。鼻が高い」

　私はロレッタのように両親に溺愛されていない。けれども、ちゃんと愛してもらった自覚がある。生まれる前から格上の公爵家に嫁ぐことが決まっていたから、私への躾が厳しくなったことも知っている。だからこそ、皇后陛下の専属侍女として帝宮に上がることができた。ロレッタじゃいくら可愛くても無理だ。

「お父様とお母様のお導きがあったからです」

　正直、鞭の躾やお仕置き部屋監禁は虐待と思わないでもなかったけれど、あれがあるから今の私がいるのだろう。

「シェリルは安心して嫁がせることができる。準備はどうだ？」

「お母様やクライヴ様、ダンヴァーズ公爵家のおかげで滞りなく」

　私は両親からクライヴ様に視線を流し、目礼した。クライヴ様も貴公子然とした態度で一礼する。

「寂しくなるが仕方がない」

　お父様がポツリと零すと、ロレッタは目を輝かせて言った。

「お姉様もクライヴ様と一緒にうちで暮らせばいいわ」

　さすがに、ロレッタの爆弾発言は見逃せない。クライヴ様は優しくて笑っているから、私が言うしかないのよね。

「ロレッタ、私はダンヴァーズ公爵家に嫁ぎます。わかっているわね？」

「えぇ、クライヴ様ならお優しいし、真面目だし、安心だわ」

　結婚式が楽しみ、とロレッタはその場で飛び跳ねた。これ、私がやったらお母様の鞭が飛んだよね。

「私はあなたが心配です。早急に婚約者を決めましょう」

　皇后陛下の名代としてあちこち回るようになり、いやな噂を耳にするようになった。国を守るラスミア帝国騎士団もざわついているし、騎士団長や副団長、英雄騎士まで揃って留守にするのも不自然だ。

「いやよ」

「氷柱が必要になるかもしれません」

　私が意を決して告げると、両親やクライヴ様に緊張感が走った。やっぱり、何か、耳にしているんだ。

「氷柱、って何？」

　ロレッタにきょとんとした面持ちで言われ、腰を抜かしそうになったのは私だけじゃない。お父様とお母様、クライヴ様まで出自を裏切る表情を晒している。

　ロレッタ、冗談だよね？

　冗談と言ってほしいけれど、マジ？

「まさか、氷柱を知らないの？」

　貴族子女ならば読むべき古典五十八選、諳んじる詩七十八選、称えるべき人物八十八人、オールアウトは知っているけれど、いくらなんでも知らないなんてありえない。氷柱は下町の平民でも知っている帝国の基本よ。

「淑女の嗜みのひとつ？」

「……お、驚きました」

　お父様以下、ウォーベック伯爵家一同及びダンヴァーズ次期公爵は愛らしい次女に茫然自失。

　けれど、執事長がとりなし、場を変え、夕食を食べながら氷柱について説明することになった。

　乾杯の黒スグリ酒がやけに苦いのは気のせいじゃない。

「ロレッタ、質問です。ラスミア帝国を建国したのは誰ですか？」

　私が確かめるように聞くと、ロレッタは子供のように頬を膨らませた。

「馬鹿にしないで。それぐらい知っているわ。大聖女ウィレミナよ。ラスミア家出身の大聖女が聖力で魔獣を狩り、大地を蘇らせたの」

　大聖女ウィレミナが誕生する前、島国の主人は魔獣だった。伝説となった英雄騎士がどんなに魔獣を屠っても、けなげな聖女が大地を浄化しても、嘲笑うかのように次から次へと魔獣は誕生したのだ。

「そうです。つまり、北の最果てにある魔の泉を封じこめたから、大帝国を築くことができたのです」

　かつて列島の最北には魔獣が誕生する泉があった。その泉を封印しなければ魔獣は増え続け、空気も汚染され、人の住処ではなくなる。大聖女ウィレミナが自身の杖を泉に放り投げ、封印して結界を張ったのだ。結果、泉は凍りつき、魔獣は発生しなくなった。以後、総じて『氷の泉』と呼ばれるようになった。

　今も昔も氷の泉が帝国の軸だ。

　栄華の影が濃い興亡史を遡れば、幾度となく帝国崩壊を目論む輩が氷の泉を攻撃した。けれど、氷の泉は溶けなかった。しかし、封印は永遠ではなかった。

「北の最果てにある氷の泉が厄介だったのよね。大聖女ウィレミナ以前の英雄が全員、氷の泉で命尽きてしまったもの」

「それもわかっているのね」

　質問形式にしないと、ロレッタの脳内は掴めない。今までの家庭教師のように一方的に知識を詰めこもうとするやり方では駄目だ。

「だから、馬鹿にしないで。北の最果ての氷の泉は今も帝国騎士団が守っているわ。そうでしょう？」

　ロレッタは得意そうに言ったけど、私は首を大きく振った。

「氷の泉は帝国騎士団で守ることができません」

「……え？」

「大聖女ウィレミナの亡き後、魔獣が増えて災害も多くなりました。大聖女が張った北の最果ての結界も破れ、農地として蘇った土地も再び凍りついたのです。知っていますね？」

　北の最果ての結界が帝国の要だから、破れたら帝国は一瞬で破滅する。当時の大神官長や大魔法師が、どんなに手を尽くしても結界を張りなおすことができなかったという。修復もできなかったそうだ。

「……聞いたような気がする」

「どうやって、溶けだした氷の泉を凍らせたのでしょう？」

「聖女が封印した？」

「大聖女ウィレミナの姪御、つまり初代皇帝の姫に聖女が四人。孫の代で三人誕生した後、聖女は現れていません」

　大聖女ウィレミナの血が薄れるごとに聖力も魔力も弱くなっていったらしい。聖女認定されたのは七人のみ。

「……え？　お姉様みたいに魔力のすごい皇女がいたんでしょう？」

　初代皇帝の曾孫にあたる皇女セラフィーナの魔力は、桁外れだったと残されている。詩にもなり、吟遊詩人が歌い続けた。

「ロレッタ、魔力と聖力は違います。それすらも知らないの？　家庭教師は何をしていたの？」

　私がお父様やお母様に視線を流したけれど、任せた、とばかりに優雅に無視された。次女にはきつく言えない人々だから仕方がない。これ、私もロレッタを可愛く思っていなきゃぐれるからね。

「私はお姉様みたいに優秀じゃないもの。うちはお姉様が優秀だからいいのよ」

　ロレッタに無邪気に笑われると、私も溜め息をつくしかない。結局、甘ったれの妹が可愛いのよ。

　クライヴ様には宥めるように肩を抱かれた。君が優秀だから仕方がない、と耳元で囁かれて胸アツ。

「……もう……魔力では浄化できないの。浄化できるのは聖力を持つ神官と聖女だけよ。ただ、神官の力はたいしたことないの」

　大聖女の血を受け継ぐ神官も僅かな聖力は持っている。けれども、せいぜい魔に汚染された小石を浄化するぐらいの力しか持っていない。汚染された土地や空気を浄化する力は当然ながら持っていなかった。

「聖女がいなくてもなんとかなったのね？」

「氷柱のおかげでラスミアは救われました」

　氷柱に触れると胸が痛む。

「……ここで、その氷柱？」

「ロレッタ、落ち着いてよく聞いてね」

　私は両親の顔を確認してから、重苦しい歴史を語りだした。

　大聖女ウィレミナの死後、氷の泉が溶けだした時、責任を追及された当時の大神官長が言ったという。『大聖女ウィレミナの血を受け継ぐ人柱が必要』と。

　その時、そばにいた初代皇帝の曾孫にあたるセラフィーナ皇女が、周囲の圧力に押されるようにして溶けだした泉に身を投げた。

『私の命を以って帝国をお救いください』

　セラフィーナ皇女が身を投げた瞬間、泉は元通り凍りついた。結界も修復され、瘴気も消え、大地の隅から隅まで浄化されたという。

　それ以後、氷の泉が溶けかけるたび、皇族の血を受け継ぐ独身美女が泉に身を投げた。人柱という氷柱になったのだ。

「氷柱……あ、人柱のこと？」

　ロレッタはようやく理解したらしく、顔から血の気が引いていく。ラスミアという覇権国家は人柱という犠牲のうえに繁栄を築いているのだ。

「氷柱の選別は候補者の名前をあげた後、くじを引くの」

　候補者の名を書いた札を目隠しした大神官長が一枚、引く。公正な選別だ。

「シーグローヴ公爵令嬢が氷柱になったから、当分の間は無用でしょう？」

　お母様が躊躇いがちに口を挟むと、お父様も同意するように相槌を打った。

　皇太后様の妹君であるシーグローヴ公爵令嬢が氷柱になってから、五十年も経っていない。誰もが安心していた。それ故、ロレッタも婚約者を決めなかった。なのに、北の結界が破れそうになるし、魔獣が増えるし、洪水になるし、北の小島が沈んだという。何より、氷の泉も溶けかかっているらしいから猶予はない。

「お母様、氷の泉が溶けかかっていると予想されます」

　私が険しい顔つきで言うと、お母様は手を振った。

「まさか」

「内々に新しい氷柱を選びだしたと思います。ロレッタは氷柱の条件を満たしています」

「お姉様、どういうこと？」

　ロレッタに怪訝な顔で尋ねられ、私は氷柱の条件を口にした。

「氷柱は僅かなりとも大聖女の血を受け継いでいること。独身で婚約者がいないこと。恋人もいないこと。二十歳前の美女であること」

　初代氷柱のセラフィーナ皇女が氷柱の基礎になった。

「……え？」

「今の皇族に独身皇女はいらっしゃらない。各公爵家にもいない。この場合、代々の皇帝の婚外子の嫁ぎ先まで候補に挙がります」

　在りし日、身分の低い側妃を母に持つ皇女がウォーベック伯爵家に降嫁された。私とロレッタは大聖女ウィレミナの血を受け継いでいる。私は婚約者がいるから条件外だ。

「それで、私？」

「ロレッタ、氷柱は拒否できません。拒否は謀反とみなされます……お父様、書記長のお耳にも届いているはず」

　騎士団の遠征やら、傭兵雇用、領民への援助やら避難手続きやら、諸々で知っているはずなのに、どうしてそんなに呑気なの？

　いくらロレッタを嫁にやりたくなくても危険よ。

「私も聞いている」

「お父様、早急にロレッタの婚約を整えましょう。ロレッタならばいくらでも良縁が望めます」

　ロレッタとの仲を取り持ってほしいと、あちこちの宮廷貴族から懇願されて辟易していた。皇族もいたから無下にもできず、困っていたのだ。

　なのに、お父様は渋面で鴨肉を口に運んだ。

　……あ、これ、あかんやつ。

　私が肩を落とした時、クライヴ様が場を和ませるように口を挟んだ。

「魔獣が増え続けていることは事実ですが、心配しすぎです。ロレッタはそのままでいい。……ありのままのロレッタでいてほしい」

　ぱっ、とロレッタの顔が光り輝いた。

「クライヴ様もそう思う？」

「あぁ、ロレッタは今のまま無邪気なじゃじゃ馬でいい」

「じゃじゃ馬ってひどいわね」

「じゃじゃ馬の自覚がないのかな？」

「お姉様に比べたら誰でもじゃじゃ馬よ。お姉様はすごいの。皇后陛下やマナーの悪魔夫人みたいに綺麗な所作なの。私には無理よ」

「確かに、シェリルは淑女だ」

　いつしか、私を褒めるディナーになっている。これ、話をすり替えられた？　……大丈夫なのかな？　私の気にしすぎ？　宰相の息子であるクライヴ様が大丈夫というなら大丈夫よね？
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　マリッジブルー？　それ、何？　美味しいの？

　結婚式を指折り数える日々。

　あと、三日だ。

　結婚式が三日後なのに長く感じられるのは何故？

　結婚準備でクライヴ様と一緒にサロンに行って帰ってきたら、ロレッタがお父様に抱き着いて泣きじゃくっていた。お母様や使用人たちも号泣している。猫脚のテーブルには帝室の紋章入りの文書がある。皇帝陛下と大神官長のサインが連名で綴られていた。

　嫌な予感があたった。

「……氷柱にロレッタが？」

　泉の氷が溶けだし、留まる気配がないという。内々にロレッタが氷柱に選ばれ、帝宮から使者が遣わされたそうだ。

　私は膝から崩れ落ちそうになったけれど、すんでのところで踏み留まった。クライヴ様は足早にロレッタに近寄り、優しく勇気づける。

「……ク、クライヴ様、助けてーっ」

　ロレッタはお父様から離れて、クライヴ様に泣きながら抱きついた。クライヴ様も苦悶に満ちた顔で優しく抱き返す。

　宰相の息子も想定外の異常事態だったみたい。

「まさか、こんなに早く氷柱が必要になるなんて」

　お母様が嗚咽を零すと、お父様は無念そうに言った。

「こんなことになるなら、婚約させておけばよかった」

「……だ、だから、あの時、私が言った時に婚約者を決めていれば……」

　つい、私の口からポロリと漏れた。

　淑女としてはアウトだけど、誰も咎めたりはしない。お母様も鞭を取りださず、私の手を縋るように掴んだ。

「シェリル、あなたは皇后陛下だけでなく皇帝陛下の覚えもめでたいわ。妹を助ける手を打ってちょうだい」

「わかりました」

　クライヴ様がロレッタを抱いたまま、騎士のような顔で宣言した。

「ロレッタ、案じることはない。必ず、お助けする」

「……あ、あ、あ、人柱なんていや……でも、人柱にならないと謀反よね？　お父様もお母様もお姉様もお兄様も公開処刑なんでしょう？」

「ロレッタ、心配しなくてもいい。必ず、私が助ける」

　私はクライヴ様と目を合わせると、即座に面会申し込みの先触れを出した。そうして、ダンヴァーズ公爵家の馬車で帝宮に向かう。

　クライヴ様は宰相である父君の執務室へ。

「シェリル、私は父に会ってくる」

「はい。私は皇后陛下へのお目通りがかないそうです」

　急にも関わらず、皇后陛下は会ってくれた。しかし、氷柱の変更は許されない。そもそも、氷柱の変更を願うことすら謀反をみなされる。

「シェリル、あなたが妹を思う気持ちはよくわかります。なれど、風に流します」

　皇后陛下には高貴な微笑で聞かなかったことにされた。背後に控えていた首席侍女たちは同時に頷く。ロレッタと仲の良かった新入り侍女の目は潤んでいる。

「前回の氷柱から五十年も経っていません。どうしても解せないのです」

　初代氷柱の後、三百年間、泉の氷は溶けなかった。次の代も次の代も代々、三百年、もったのだ。五十年という期間が短すぎる。

「大神官長も大魔法師たちも理解できないそうですが、氷の泉が溶けかかり、魔獣が大量派生していることは確かです」

　騎士団長からの報告に目を通すことを許します、と皇后陛下は扇で首席侍女が持つ伝達の魔導具を指した。

　伝達の魔導具には想像以上の悪い状態が報告されている。明日にでも氷柱が必要な状態になるかもしれない。

「……そ、そんなことが……」

「シェリル、私はあなたの花嫁姿を楽しみにしています」

　貴族辞書で要約・氷柱のことで意義を唱えたら謀反人として処刑しなければならないの。妹のことは諦めなさい。

「皇后陛下に参列していただく結婚式を楽しみにしています」

　これ以上、皇后陛下には何も言えない。それでも、諦めるわけにはいかない。前世の記憶があるから、氷柱自体に納得がいかない。

　石油や天然ガスの代わりに魔力がエネルギーとなって、各種魔導具を働かせる世界だから、皇族の血を受け継ぐ人柱は有効な手のかもしれない。……や、どうしたって、腑に落ちない。

　ロレッタを助ける手が何かあるはず。

　私は手掛かりを求めて帝宮図書館に閉じこもった。

　けれど、真新しい情報は何もない。皇族しか閲覧することが許されない書物ならば何か掴めるかもしれない。

　……が、皇后陛下の専属侍女でも皇族専用の皇族書庫には入室できない。

　どうしよう？

　魔力で侵入したら処刑。

　皇族に変装して侵入しても処刑。

　回廊で唸っていると、聞き慣れた悲鳴が聞こえてきた。第二皇子の乳母や専属侍女、侍従長たちだ。

　腕白皇子、またやった？

　今、関わっている暇はない。

　騒動に背を向けた途端、魔力の矢が回廊の屋根を突き破った。ドカーン、という凄まじい音とともに。

　魔力混じりの砂埃が立ち込める中、天使のような第二皇子が現れた。

「リル、みっけ」

　暴れん坊、かくれんぼじゃない。

　淑女なら失神しているけど、もはやこれぐらいでビビらない。追いかけてきた乳母や専属侍女たちが腰を抜かしても慌てない。これ、第二皇子あるある。

「……ユージン殿下……」

「どちた？」

　ガバッ、とユージン殿下に飛びつかれ、私は持てる根性を振り絞って踏み留まった。こんなところで倒れている暇はない。皇族書庫に入る手を考えなきゃ……あ、これでも皇族、それも皇位継承権第二位。

「ユージン殿下、お目にかかれて光栄です。お願いがございます。どうかお力をお貸しください」

　私が真剣な顔で頼むと、ユージン殿下は目をぱちくり。

「なんだ？」

　ハニーブロンドの綺麗な髪もふわふわ靡く。

「リルはユージン殿下と一緒に皇族書庫に入りたいのです」

「いいよ。美味いんだな。邪魔する奴、ぶっ飛ばしてやる」

　こやつ、皇族書庫って食べたことのないスイーツだと思っていやがる。ぶんぶん振り回す小さなげんこつが怖い。……うわ、魔力がげんこつから漏れている。私の防御力で遮断。

「ぶっ飛ばさなくてもいいです。ただ鍵を開けてくださればいいのです」

「ふんっ、鍵をぶっ飛ばす」

「お顔を出してくだされば、担当騎士が入室させてくださいます。リルに付き合ってくださればいいのです」

「付き合ってやる」

　マナー無視の第二皇子が腕を差しだしたから、私は腕を組んだ。……ん、身長差がありすぎるから腕は組めない。手を繋いだ。……あれ？　やんちゃ殿下、照れている？　可愛い。

　いつになく愛らしいユージン殿下に癒された。もちろん、のんびり癒されているわけにはいかない。追いかけてきた侍従長たちにも止められず、一緒に皇族書庫に向かう。どうやら、私の妹が氷柱に決まったことを知っている。同情しているみたい。

　本宮の東棟にある皇族書庫の前には、出自のいい近衛騎士が警護していた。大神殿から回された神官もいる。

「皇后陛下付の専属侍女、ウォーベックが長女シェリル、ユージン殿下の入室に同行させていただきます」

　第二皇子がいるから帝室専用の書庫にあっさりと入室できた。

　国内外の蔵書が収められ、壮観だ。発禁処分になった書籍も多く、好事家ならばいくらでも高値で引き取るだろう。たぶん、ここの蔵書があれば小国のひとつやふたつ、買収できると思う。

「リル、ここをぶっ飛ばすのか？」

「ユージン殿下、ぶっ飛ばさずにリルの手を握っていてくださいませ」

「ふんっ」

　意外に素直な腕白坊主が可愛い。

　案の定、帝国図書館とは氷の泉に関する書籍の質が半端ない。大聖女ウィレミナに関する書物は膨大だから、すべて目を通していたら数年はかかる。

　私は初代氷柱になったセラフィーナ皇女に絞った。彼女の乳母や専属侍女の日記にも目を通した。運命の日に関するページはふたりとも同じ言葉が綴られていた。『おいたわしい皇女様』と。

　同時に大神官長に対する不満も宮廷の隠語で記されていた。

「氷柱を言い出した大神官長？　今にも死にそうな顔で人柱が必要だ、って言ったの？」

　思わず、口からポロリ。

「リル？　腹減った？」

　隣の椅子に座っていたやんちゃ殿下に覗きこまれた。心配そうな顔も可愛い。マジ、顔だけはリアル天使。

「……あ、ユージン殿下、申し訳ございません。お退屈ですね」

　退屈して暴れられると困る、と私は咄嗟にユージン殿下を抱き上げ、私の膝に乗せた。淑女としてアウトだけど、ユージン殿下は無邪気な笑顔を浮かべたし、侍従長以下、専属騎士たちも優しく微笑んでいる。司書は苺の紅茶と木の実入りのチョコレートを用意してくれた。どちらも、やんちゃ殿下の大好物だ。

「ふんっ。付き合ってやる」

「ありがとうございます」

　ユージン殿下、もぐもぐタイムはおとなしい。

　結局、私は侍従長や専属騎士たちの手も借り、初代氷柱や当時の大神官長について調べまくった。

　当時の大神官長の鍵付きの日記が出てきたけれど、ユージン殿下の魔力のおかげであっさり解除。

「ユージン殿下、すごい。素晴らしいです」

「ふんっ」

　ドヤ顔のやんちゃ殿下、憎いね。口の周りのチョコ塗れもポイント高いよ。私がハンカチで拭ったら、乳母や専属侍女たちは恐縮した。

　当時の大神殿長の日記を読み、不審感がますます募る。

「これ、犬公方の『生類憐みの令』と同じ臭いがする。徳川五代将軍の母親が推していたお坊様が追い詰められて、思い付きで言ったことが採用された。なんの効果もなかった。けど、こちらでは効果があった」

　徳川綱吉には世継ぎがなく、母親の桂昌院が縋った隆光僧正が苦し紛れに『前世で動物を殺傷しまくったから』とほざいた。結果、動物愛護の法令だ。天下の悪法として揶揄されている。前世、歴史オタクの血が騒いだ。

「リル、どちた？」

「表向き、大神官長は国の危機を救った偉大なる聖職者？　……すぐに身体を壊して亡くなっている……あ、次の氷柱を立てた時の大神官長もすぐに亡くなっている？　……あ、全員？　これ、偶然ですか？」

　想定外の共通点を見つけ、私の胸は弾んだ。

「リル、ぽんぽん痛いのか？」

　第二皇子に相談してもまだまだ幼くて理解できない。

　侍従長は異母弟に神官がいるから、何か思い当たることがあったようだ。小声で独り言のように漏らした。

「シェリル嬢、氷柱を決めた大神官長は一年以内に突然死します。神官ならば誰でも知っています」

「どういうこと？」

「ロレッタ嬢を氷柱に選出した大神官長も覚悟を決め、身辺整理を始めたようです。後任の大神官長も内々に選んだ模様」

　大神官長にとっても死を覚悟する氷柱？　氷柱が正しいのなら、大神官長は急死したりしないよね？　氷柱は無用、っていうシグナルじゃない？

　私は秀才と名高い侍従長と意見の一致を見た。

「何かある……って、要は泉の氷が溶けなきゃいいんでしょう？」

「さようでございます」

「魔獣が誕生する泉を凍らせればいいの」

「さようでございます」

「泉を凍らせる冷凍庫……魔導具を作ればいいんじゃない？」

　冷蔵庫や冷凍庫もないけれど、それに似たような魔導具はある。スマホやＰＣがないのは不便だけど、代用品みたいな魔導具でなんとかなるのよ。

「その手、三百五十年前に当時の大神官長と大魔法師が挑戦しました。氷柱以外、打つ手がなかったそうです」

　バッ、と侍従長は帝国史の書物を開いた。人差し指で差されたページには、無念の結果が綴られている。

「諦めるのは早いわ。大魔法師にお会いしたい。私の名前では無理だから、ユージン殿下、お力を貸してくださいますか？」

「いいよ」

　第二皇子の名前で大魔法師に会う算段をつけようとした時、緊急事態発生の鐘が帝宮に鳴り響いた。

　北の最果て、氷の泉が一気に溶けだしたという。北の結界も崩壊し、領民の避難を開始させたそうだ。魔獣の大群が帝都に向かって押し寄せているらしい。スタンピード？

　帝宮は一瞬にして厳戒態勢を取る。

　もはや、一刻の猶予もない。

　儀式の前倒しが通達された。

　クライヴ様もメンツをかなぐり捨てて駆けまわってくれたけど、ロレッタの氷柱は回避できなかった。

　打つ手なし。

　タイムアウト。












　クライヴ様とともにウォーベック伯爵邸に戻れば、使用人たちの啜り泣きとともにロレッタの泣き声が聞こえてくる。お父様の荒々しい声や護衛騎士たちの苦しそうな呻き声も。

「シェリル、そろそろ、帝室の使者が見えられるらしいわ。……皇后陛下はどのように仰せになられたの？」

　お母様が憔悴しきった顔で、私に近寄ってきた。皇后陛下の温情を期待している？

「お母様、申し訳ございません。手を尽くしたのですが……」

「ロレッタを助けてあげて」

　ぎゅっ、とお母様に手を握られ、私も伏し目がちに声を絞りだした。

「私も助けたいのですが……」

「シェリルならばロレッタを助けられるわ」

　お母様の言葉に含みを感じ、私は瞬きを繰り返した。

「お母様？」

　お母様のこんな顔、今までに見たことは一度もない。

「ロレッタを助けられるのはシェリルしかいないわ」

　まさか？

「……ど、どういうことですか？」

「氷柱はシェリルでもいいのよね？　妹のため、代わってあげて。あなたは姉でしょう？」

　心臓を氷の杭で打ち抜かれた。

　そんな感じ。

　視界も頭の中も心も身体も凍りついて、指一本、動かすことができない。

「シェリル、妹を助けられるのは姉しかいない。どうか、哀れな妹を助けてやっておくれ」

　いつしか、お父様も私の前に立ち、お母様と同じことを辛そうに言う。妹の身代わりに死んでくれ、と。

「…………」

　お父様に優しく抱きしめられ、私は自分を取り戻した。父の抱擁から逃げたいのに逃げられない。

「ロレッタが氷柱になるなど、あまりにも哀れ」

　私は哀れじゃないの？

　私は愛されていなかったの？

　妹ではなく姉ならば氷柱になってもいいの？

　私はいったい何？

　私はあなたたちの娘ではないのですか？

　口に出したいのに、ショックすぎて声すら出ない。立っていられないのに、立っているみたい。

「いかなる権力であっても、氷柱は変更できない。だが、自ら身代わりを申し出た場合に限り、氷柱は変更できる。先代の氷柱のように」

　裏の歴史を紐解けば、氷柱に選ばれた皇女が下位女官の母親を持つ異母妹を身代わりにしようとしたことがある。無駄だった。けれど、氷柱に選ばれた姉の代わり、自分が進んで身代わりになったケースはある。シーグローヴ公爵姉妹、皇太后陛下と妹君だ。

「…………」

　心臓が止まらないのが不思議。

「そなたは立派な淑女だ。哀れな妹のため、自ら身代わりを申し出てくれるな？」

「…………」

「シェリル、妹が哀れだと思うだろう。妹を救えるのは姉しかおらぬ」

　お父様の声に続き、クライヴ様の声まで聞こえてきた。

「シェリル、私からもお願いする。ロレッタの代わりに氷柱になってください」

　……クライヴ様まで？

　クライヴ様は私の婚約者よね？

　ふたりで未来を話し合いながら、結婚準備を進めていたよね？

　私の部屋には花嫁衣装が届いているのに。

　結婚式は三日後よ。

「ロレッタを氷柱にして、君と結婚することも夫婦として生活することも考えられない。どうして君が選ばれなかったのか、どうしてロレッタが犠牲になったのか、君を恨んでしまう」

　……あぁ、クライヴ様はロレッタが好きだったの？

　それで？

　……あぁ、そういえば、ロレッタを見る目は違った……あ、それでロレッタの婚約に反対していたのね。

　馬鹿……馬鹿だ、私さ……いったいどこまで馬鹿……今の今になるまで気づかなかった……あぁ、それで首席侍女たちが心配そうにクライヴ様とロレッタのことを話していたんだ……そうか……恋に目がくらんだ……。

「クライヴ様、ロレッタを愛していたのですね」

　ようやく口が動いた。

「……すまない」

　これ、何？

　夢じゃないよね？

　両親を信じていた。認められたくて必死だった。クライヴ様は心の底から好きだった。初恋だった。

　心が折れた。折れて折れて折れ切って木っ端微塵。

　このままロレッタを氷柱にしても、辛い人生が待っているだけ。

　生きている意味もない。

　もはや、何もする気になれない。家族にお別れの挨拶も返さず、迎えに来た帝室の使者に交替を告げた。

「シェリル嬢？　氷柱はロレッタ嬢です」

　帝室の使者は皇帝陛下の側近で、臣下序列第二位のシーグローヴ公爵だ。貴族らしく表情は変えないけれど、私の顔を見て驚愕していることは明らか。先代氷柱を出した家門だ。先代も直前になって氷柱が変わったものね。

「私が氷柱になります。国のため、尽くしましょう」

　妹のためではなく国のため。

　これ、精一杯の皮肉かな。

「……さすが……皇后陛下がお気に召すだけはある。……が、結婚式を控えていたと記憶しています。皇帝陛下も楽しみにしていました」

「婚約は解消されました」

「貴族の婚約解消には皇帝陛下の許可が必要です。帝室に婚約解消の願いも届けられていません」

　貴族の結婚はすべて皇帝陛下の承諾が必要だ。婚約するのも、婚約解消も、面倒な手続きを踏まなければならない。当然、お父様もクライヴ様もそんな手順を踏んでいる余裕はなかったはず。

「すべてウォーベック伯爵とダンヴァーズ小公爵にお聞きください。……一刻の猶予もないのでしょう？」

　さっさと行きましょう、とばかりに私は帝室の使者とともに馬車に乗りこむ。

　見送りのお父様はもっともらしい言い訳を並べた。ロレッタは最初から最後まで泣きっぱなしで、とうとう一度も顔を見せなかった。

　そうして、私は氷柱になった。

　最期、ユージン殿下のおかけで恨み骨髄の悪霊にならずにすみそう。
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　私は溶けた冷たい泉に沈んだ。

　その瞬間、泉は凍る。

　死んだ、と思った。

　身体は泉の真ん中ぐらいで氷漬け。

　なのに、魂は自由。

「……え？」

　どうして、眼下に凍った泉が広がっている？

　私の名前を呼びながら暴れるユージン殿下を騎士団長や精鋭たちが命がけで止めている？　皇帝陛下は危ないから隔離された？　侍従長が泉の前でへたりこんでいる？

　まぁ、溶けた泉は凍ったんだ。

　氷柱の役目は果たしたのね、と胸を撫で下ろした途端、視界が変わった。

　色とりどりの花が咲き乱れ、真っ青な空には今まで見たことのない鳥が飛んでいる。風も心地よく、瘴気はいっさい感じられない。……てか、空気が甘い？　虹色の薔薇に妖精がいる？

「シェリル。氷柱など、無用。前世の記憶があるくせに、どうして氷柱が無駄だとわからないのよ。なんのために私の血筋として転生させたの」

　大聖堂や帝宮の肖像画で見た絶世の美女が仁王立ちで怒っていた。唯一無二の大聖女ウィレミナだ。

「大聖女ウィレミナ？」

　私が素っ頓狂な声を上げると、大聖女ウィレミナはふんっ、と鼻を鳴らした。それ、ユージン殿下みたい。明るいハニーブロンドとえぐいぐらいのサファイアブルーの瞳もユージン殿下と同じ。

「そうよ。ウィレミナ」

「ここは楽園ですか？」

　死後の行き先は生前の行いによって決まるという。虹の楽園と闇の冥府、どちらかだ。無事、私は楽園に上がったんだね。よかった。

　ほっとしたのも束の間、大聖女ウィレミナに憤怒の形相で鼻先を弾かれた。

「楽園だけど、あなたには修業の場になるわ」

「どういうことですか？」

「いったいどうしてこんなことになったのか、私が聞きたいわよ。うら若き美女の生贄なんて望んでいない」

　大聖女の激憤っぷりがすごくて、周りの妖精が悲鳴を上げている。虹色の百合が宥めるように芳醇な香りを漂わせた。

　やっぱり、人柱なんていらなかったんだ。

「氷の泉が溶け、魔獣が誕生しだしたからです。どうして、助けてくださらなかったのですか？」

　大聖女が助けてくだされば問題はなかった。

　思わず、帝国民代表として意見。

「私は万能ではないの」

　ラスミア家出身のウィレミナは生前も死後も万能ではない。暗黒の時代を終わらせ、大帝国の礎を築いた大聖女は言い切った。多くを求めすぎたのかもしれない。

「氷柱……人柱を沈めた後、北の泉は凍り、結界は修復されました。結果がすべてを物語っています」

「そんなの、大きな魔石でも精巧な魔導具でも沈めればよかったのよ。新しい魔力を欲しただけ。人柱は必要なかった」

　確かに、初代氷柱である皇女セラフィーナは尋常ならざる魔力の持ち主だった。それ故、帝室は嫁がせたくなくて結婚相手を決めなかったのだ。

　皇女セラフィーナを人柱にしたから泉が凍ったのではなく、皇女セラフィーナの持っていた魔力が沈んだから泉が凍った？　そういうこと？　そんなことでよかったの？

「皇女セラフィーナ様の新しい魔力を石なり剣なりに込めて泉に投げ入れればよかったということですよね？」

「そうよ」

「……そうだったんですか」

　私はがっくりと肩を落とした。

　大聖女ウィレミナは代々の大神官長や大魔法師、皇帝たちに何度も語りかけたという。『人柱は無用』と。

　私にもしつこく語りかけたという。

　なのに、私も含めて誰もご神託を受け取ることができなかった。

　人々の心の奥、大きな災害を止めるには人柱という犠牲が必要だと染み付いていたのだろう。前世の記憶があるからなんとなくわかる。洋の東西を問わず、人柱は各地であった。

「シェリル、前世で何を学んだの？」

「ブスは何やっても無駄」

　前世、どんなに努力しても無駄だと思い知った。勉強を頑張っても、家族のために家事を頑張っても、仕事を頑張っても、すべて枕詞のように「ブス」がついた。「頭がよくてもブス」「家事はできてもブス」「仕事はできてもブス」と。「ブスのくせに笑っている。きしょい」とも。泣いても「ブスがドブスになるだけ」とも。

「違うでしょう」

　大聖女の激おこぷんぷんがグレードアップ。

「大聖女様は美しいからブスの気持ちはわからないと思います」

　私のコンプレックスはどんなに言葉を尽くしても理解できないだろう。誰かを好きになることさえできなかった。

「シェリルは美しいわ」

　大聖女ウィレミナに言われたように、シェリルは残念な子じゃない。

「……はい。自分でも綺麗だと思いますけど、駄目でした」

　異世界では綺麗に生まれついて、頑張っても報われなかった。虚無感が凄まじい。結局、私はどう生まれついても駄目なんだ。

「自分から駄目にしたんじゃない？」

　よ～く考えなさい、とばかりに人差し指を立てる。

「妹の身代わりを拒否するべきでしたか？」

「そうね」

「許されなかったと思います」

「どうして？」

　偉大なる大聖女とはいえ、イライラしてきた。答えたくもないけれど、スルーすることは許されないだろう。

「両親もクライヴ様もロレッタを選んだから」

「選ばれなくてもいいじゃない。あなたが自分で選べばよかったのよ。それだけの力はあったでしょう？」

「皇后陛下にお縋りしても家門断絶」

　自分の命は助かっても、実家が潰されたら生きていく術はない。おそらく、私も貴族の身分は剥奪される。宮廷貴族たちからも非難され、排除されるだろう。家門を売った裏切者、と。

「それが？」

「私はよくて修道院送りだと思います」

「本当にそう思う？」

「……修道院……送られた先で、氷の泉について研究する道もあったかもしれませんね」

　前世を考えれば、修道院の生活は楽だったかもしれない。伯爵令嬢としての生まれ育ちが染み付いていた。

「これじゃ、前世の記憶を持たせたまま転生させた意味がないのよ。責任を取ってちょうだい」

　大聖女ウィレミナが虹色の指輪を光らせると、傍らの泉に見覚えのある青い惑星が浮かんだ。日本列島もあるから地球だろう。

「責任？」

「その説明をすると長くなるからまた今度ね」

　大聖女ウィレミナは地球を消し、泉に帝宮を浮かばせた。皇帝陛下が威厳に満ちた態度で、氷柱の儀式が行われたことを宣言している。隣の皇后陛下はいつもの精彩を欠き、皇太子殿下は泣き腫らした目をしていた。参列しなければならない公式の場に皇位継承権第二位の皇子はいない。

「はい？」

「氷柱、この愚かな犠牲を止めるのがあなたの使命よ」

「私、死にましたよね？」

　使命と言われましても困ります。

「いい質問だけど、答えるのが面倒だわ」

　ふんっ、と鼻を鳴らす姿がやんちゃ殿下とそっくり。足を踏み鳴らすところも同じ。どうして？

「偉大なる大聖女、伝記に綴られている大聖女と性格が違います」

　無意識のうちに、私の口が勝手に動いていた。

　やばい。怒られる、と思ったのに、大聖女ウィレミナは楽しそうにけらけらと笑いながら言った。

「聖女の理想像を勝手に書きやがったのよ。弟だって皇帝に即位しても生意気なクソガキだったわ。褒められたのは顔だけ」

　聖女を神格化するな、が大聖女ウィレミナの遺言だ。大聖女や聖女という冠をつけたら『様』づけしないことを指示したという。

「偉大なる初代皇帝はやんちゃ……活発だったけれど、幼い頃から神童としての誉れが高かったと……」

「帝室が雇った大ウソつき野郎に騙されないで」

「大ウソつき野郎……帝室が帝室史を依頼した歴史家のことですね」

「もう、そんなことはどうでもいい。さっさとやるわよ」

　大聖女ウィレミナが虹色の指輪を一際強く輝かせると、ギリシャ神話で見たオリュンポス神殿のような空間に移動した。

　結界を張るためにはどうしたらいいのか？

　増え続ける魔獣をどうしたらいいのか？

　災害をどうしたらいいのか？

　大聖女ウィレミナにすべての知識を叩きこまれているうちに時は流れたみたい。楽園にいると時間の感覚がないの。

　ただ、大聖女がたまに楽園の泉で見せてくれる帝宮の様子で時の経過を知った。弱々しかった皇太子が成人して、同盟国の王女様とご成婚された。やんちゃな第二皇子は凛々しく成長され、列強でも有数のソードマスターだ。

　私が氷柱になってから、ユージン殿下と皇太子殿下は何度も花を持って氷の泉まで来てくれた。皇帝陛下や皇后陛下も忙しい中、来てくれた。

　なのに、家族もクライヴ様も一度も来なかった。

　私が氷柱になったから、ウォーベックは伯爵から侯爵になった。ロレッタがクライヴ様に嫁ぎ、子供をふたり産み、役目を果たしている。弟は首席で帝国アカデミーに入学し、首位独走で卒業し、婚約者と結婚した。

　私がいたことを忘れている？

　いつの間にか、ウォーベック貴族街邸に飾られていた家族の肖像画も外されていた。今では弟夫婦を中心にした新しい家族の肖像画だ。

　最初から私がいなかったみたいに幸せそう。

『婚約者に捨てられたのは私です。シェリルは私を捨てて、妹のために氷柱になってしまった。私はシェリルの気持ちを受け入れるしかありません』

　クライヴ様は哀愁を漂わせ、自己弁護に励んでいる。お父様やお母様、使用人たちも口を揃えるから、私が婚約者を捨てた悪女になっている？

　そんな、どこの悪女が人柱になるのよ。

　私が妹を可愛がっていたのは事実だから、誰も疑わない？

　ロレッタもクライヴ様や両親の言葉を鵜呑みにしている。

『クライヴ様、お姉様のこと、どうか許してください。私がお姉様のお詫びをします』

　クライヴ様、悲劇のヒーロー？

　心の傷が痛みだし、涙がとめどなく流れる。淑女じゃないから、どんなに泣いても怒られない。

「シェリル、辛いのね？」

　虹の楽園には初代氷柱のセラフィーナ様がいた。伝説通り、優しくて気高くて非の打ちどころのない姫君だ。

「セラフィーナ様も辛かったですね」

「私に婚約者はいなかったもの」

「好きな人がいたのでしょう？」

「専属騎士だったから、許されないことはわかっていたの」

　前世も含め、初めてのコイバナ相手はセラフィーナ様だ。妖精たちに囲まれながら、お互いの気持ちを明かし合った。

「生涯、独身でしたね」

　セラフィーナ様の専属騎士は生涯、秘めた想いを抱いて生き抜いた。

「毎月、私の命日に花を捧げに来てくれたの。嬉しかった。大聖女ウィレミナには怒られ続けたけれど……」

　そもそも、氷柱のきっかけはセラフィーナ様だ。怒髪天を衝いた大聖女ウィレミナは苛烈なんてものではなかったという。

「私以上に怒られたと聞きました」

「怒られたのは初めてでしたけど、シェリルとは怒り方が違ったわ。あなたのほうが愚か……今でも好きなのね」

「……はい。馬鹿みたい。恨んでいるのに好きみたいです」

　クライヴ様への想いも口にしたら、軽くなるような気がしないでもない。今まで誰にも明かせなかったから。

「無理に抑え込むことはないわ」

「……そうですね……悔しい……悲しい……」

　セラフィーナ様のおかげで、行き場のなかった気持ちがだいぶ昇華された。

　私の前の氷柱である皇太后様の妹君にも仲良くしていただいた。シーグローヴ公爵の姉妹にもいろいろあったみたい。けど、妹であるマデリン様はあっけらかんとしている。

「お姉様、未だに悔やんでいるわ。お婆ちゃんになったんだから、楽になればいいのに」

　虹の楽園は楽しかった。もっと言えば、一番楽しかった。正直、もう転生したくなかった。セラフィーナ様と同じようにずっとこのままでいたかったのに。

「シェリル、使命を果たしてもらうわ」

　鬼、降臨。

「大聖女ウィレミナ、どうされました？」

「シェリルが氷柱になってから十五年」

　大聖女ウィレミナは虹の指輪を輝かせ、目の前の泉の背後に帝都の様子を映しだした。ユージン殿下の凱旋パレードが行われている。同盟国が異教徒に襲撃され、援助要請に応じたのだ。やんちゃな殿下は拍手喝采を浴びていた。

　いつの間にか、チョコで顔をドロドロにした腕白皇子が超イケメン。

「はい。あっという間ですね」

　今ではクライヴ様を思い出さなくなった。無残に散った初恋が十五年という月日で消えたのかもしれない。

「見栄の凱旋パレードなんて情けない。今のラスミアにそんな余裕はないのに」

「……え？」

「十五年で氷の泉が溶けだしたの。魔獣も増え、結界も危ない。大神官長たちは極秘に氷柱の選別を始めたわ」

　ぱっ、と虹色の指輪が放つ色合いが微妙に変わると、泉に映しだされた景色も変わった。私が身を投げた氷の泉だ。……いや、凍らせたのに真ん中から溶けている？　……溶けたところから三つ目の魔物が顔を出した？

「たった十五年で？」

　いくらなんでも早すぎる。

　なんのために私が犠牲になったの？

「シェリルが無理やり身代わりにならされた、という噂が今になって流れだしたの。十五年間、何があったのか知りなさい」

　またまた虹色の指輪の色が変わり、泉の景色も帝宮に変わった。

　本宮の大広間では宮廷貴族がお母様の陰口を言い合っている。私が知る限り、お母様が社交界で罵られることなんて一度もなかった。飛び交う言葉は『シェリル嬢』に『身代わり』に『無理強い』に『謀反』に『反逆』に『領地没収』に『公開処刑』だ。

　私が氷柱になった後、お父様は侯爵になったのに書記長を引退した？　……いや、皇帝陛下に疎まれて書記長の座を追われたの？　お父様は書記としては優秀だったよね？　どうして？

『ウォーベック侯爵、氷柱となった娘を弔う余生を送るがよい。余はシェリル嬢が哀れでならぬ。許されるならば、余がシェリル嬢を弔う余生を送りたいが、許されぬのでな』

　皇帝陛下直々に言われ、お父様は渋々承知した。どんなに優秀でも、君主を頂点にした身分社会は厳格だ。

　お母様は皇后陛下主催の夜会や茶会に招待されなくなった。ロレッタはダンヴァーズ公爵夫人なのに、一度も招待されたことがない。

　これ、皇帝夫妻の明確な意思表示だ。

　クライヴ様のお父様は私が氷柱になった直後、馬車の事故で亡くなっている。宰相の急死により、跡取り息子のクライヴ様が何かの要職に就くのはセオリーなのに、議会のメンバーにすら入っていない。

　皇太子殿下とユージン殿下には毛虫のように嫌われている。中でも、ユージン殿下には顔を合わせるたび、吹っ飛ばされていた。

『ダンヴァーズ公爵、よくもリルを犠牲にしたな』

『ユージン殿下、誤解です。シェリルは自分から申し出たのです』

『卑怯者っ』

　皇位継承者ふたりに嫌われる理由はただひとつ。

　それでも、クライヴ様は愛していたロレッタと結婚して幸せそう。ロレッタも氷柱にならずにすんで幸せ……でもないの？

『……で、ですから、私にお姉様の代わりは無理です。私はお姉様のようにはできませんっ』

　ロレッタが姑、つまりダンヴァーズ公爵未亡人の前でブチ切れている。

『ロレッタ、あなたは姉の代わりにダンヴァーズ公爵家に嫁ぎました。嫁いだ以上、公爵夫人として相応しい態度をお取りなさい』

『私には無理です。許してぇ』

　ロレッタは公爵夫人としての振る舞いができないのだろう。両親に甘やかされ、家庭教師から逃げ回ったツケが回ってきたんだ。泣けばすむと思っているから泣いている。けど、姑には通じない。

『クライヴ様、助けてぇ。私には無理なのに、お義母様がいじめる～ぅ』

　ロレッタがクライヴ様に泣きついて。クライヴ様が実母に文句を言って。……うわ、クライヴ様と実母の間もぎくしゃくしている。

　それでも、クライヴ様は臣下序列第一位の大貴族だ。自身の力を着々とつけている。……や、お父様と共闘して勢力を伸ばしている。

『シェリルの件、誤解するのもいい加減にしてほしい。シェリルは自分から身代わりになった。そうであろう？』

　お父様はいけしゃあしゃあと真実を捻じ曲げ、同罪者に賛同を求めた。

『義父上、その通りです』

『国のために粉骨砕身、尽くした我らを蔑ろにするなど、いくら皇帝陛下でも目に余る。君主の器に非ず』

『思いあがった皇帝一家に教育してさしあげましょう』

　……は、反逆？

　お父様もクライヴ様も心から皇帝夫妻に忠誠を誓っていたのに。

　貴族派を形勢っていうか、ダンヴァーズ派を作って皇帝陛下に圧力をかけているの？

　……あ、クライヴ様も皇位継承権を持っていたから強い。下位の貴族や豪商を軒並み、味方につけた。ロレッタのファンも取りこんでいる。

　けど、クライヴ様の勢いが魔獣の大量発生で鈍くなった。

『ダンヴァーズ領でも魔獣被害が拡大しています。どうか、お慈悲を賜りたく』

　クライヴ様は帝国騎士団長に直々に懇願した。ダンヴァーズ騎士団では討伐できない魔獣が出現したんだ。

『ダンヴァーズ公爵、貴公はユージン殿下に嫌われているから無理だ』

　現在、魔獣征伐の総責任者は巨大な魔力持ちであるユージン殿下だ。騎士団長はサポートに回っている。

『ユージン殿下は誤解されているのです』

『魔獣の異常発生は泉の氷が溶けかかっているからだ。これはロレッタ嬢の身代わりを強いられたシェリル嬢の恨みではないか？』

　氷の泉の早すぎる異変により、帝宮では『哀れなシェリル』の噂が再燃しているという。不思議ね。私が氷柱になった時は、クライヴ様に同情が集まったのに。

『……まさか』

『シェリル嬢の最期、痛々しくて見ていられなかった。貴公もよく婚約者を氷柱に出したな』

　騎士団長は侮蔑の眼でクライヴ様を貫いた。身分的にはアウトだけど、騎士団長というポストでセーフ。

『シェリル嬢は自分から申し出たのです。止めることができませんでした』

『シェリル嬢は貴公に嫁ぐ日を楽しみにしていたそうだ。皇后陛下の侍女たちならば誰でも知っている。言い訳はよせ』

　騎士団長夫人は皇后陛下の専属侍女のひとりだから、クライヴ様たちが流した噂に惑わされなかったんだ。

『騎士団長、どうかおとりなしを』

『これ以上、貴公の名を落とすな』

　騎士団長に宥めるように肩を叩かれ、クライヴ様は悲痛な面持ちで唇を震わせた。ダンヴァーズ騎士団では魔獣を征伐できず、大金を積んで傭兵軍団に依頼したようだ。……否、討伐できずに傭兵団は全滅した。

　結果、クライヴ様は大金を積み、裏から手を回して、ユージン殿下の協力を請う。それ以外、救う道がない。

『ユージン殿下、どうか民の命をお救いください。ダンヴァーズの民もラスミアの民です。民にはなんの罪もありません』

　ユージン殿下、クライヴ様は憎くても領民は助けたい。クライヴ様を半殺しにしてから、ダンヴァーズ領の魔獣を討伐した。

　なのに、また魔獣発生。

　クライヴ様は頭を抱えているけれど、ロレッタはなんの手助けもせず、綺麗に着飾って遊びまわっている。子供たちの養育は姑のダンヴァーズ公爵未亡人が一手に引き受けていた。

　もっとも、筆頭公爵家の夫人が遊んでいられない。

　ロレッタの度重なるマナー違反にとうとうダンヴァーズ公爵未亡人が業を煮やし、お仕置き部屋に家庭教師と一緒に監禁した。さすがにクライヴ様も助けられないみたい。ロレッタは実家に助けを求めたけれど、お父様は甘い顔を見せなかった。……うわ、お母様とロレッタは抱き合って悲嘆に暮れるだけ。

「あららら、クライヴ様も大変ね」

　どんなに苦労しても同情できない。

　ざまぁ、とも思えない。

　不思議な感じ。

　こんなこともあるのね。

　私が思いにふけっていると、大聖女ウィレミナに顔を覗かれた。

「シェリル、今まで私が教えたことを忘れたとは言わせません」

　そんなこと、一言でも漏らせば地獄の特訓が始まる。シェリル、学んだ。

「はい」

「大聖女ウィレミナの名代として生き返り、民を救いなさない」

　一言でも言い返せば、地獄の特訓スタートだけど無理。

「無理です」

「無理じゃないわ。……で、心から愛し合える人と結婚して子供を産みなさい」

　大聖女命令、と背後に七色どころか十五色の虹を浮かべる。妖精たちが冷やかすように私の頭上を舞い、初代氷柱のセラフィーナ様や先代氷柱のマデリン様たちもわらわらと集まってきた。

「絶対に無理です」

　私を愛してくれる人なんていない。

　もう二度と誰も愛したくない。

　恋をしても辛いだけ。

「シェリルの子供なら転生してもいいわ。私を娘として産んでちょうだい。ダン……彼も転生するように祈るわ。次こそ、ダンと幸せになりたい」

　セラフィーナ様が清楚な美貌を輝かせ、私の手を取った。ダン、とは心から愛し合っていたのに気持ちを明かすこともできなかった専属騎士の名だ。セラフィーナ様同様、転生を拒んでいるという。

「セラフィーナ様？」

　何を言われたのか、耳には届いたけれど、心が理解することを拒否している。

「私もシェリルの子供なら転生してもいい。次は男がいいかな……ううん、やっぱり次も女にするわ。娘として産んで。アーネスト様とやり直したい」

　先代氷柱のマデリン様や先々代の氷柱……氷柱全員に頼まれ、私は頬を引き攣らせた。無理無理無理無理無理～っ、と首を振っても優雅にスルーされる。

　そのスルースキル、宮廷で磨いたヤツでしょう？

　楽園で使うのはＮＧ。

「時間がないわ。シェリル、覚悟はいい？」

　大聖女ウィレミナは自分の虹色の指輪を私の中指にはめた。

　その途端、私の中指で虹色の指輪が十八色に輝く。私の背後に十八色の虹が現れ、妖精たちが歌いだした。

「……へっ？」

「聖女に必要なのはハッタリ」

　偉大なる大聖女の教訓、其の一、ハッタリ。

「……は、はい」

「聖力は充分、学力も充分、体力も根性も充分、ないのは自信よ」

「……あ、自信？」

「そうよ。あと、自分を大切にすること」

　大聖女ウィレミナに呆れたように言われたけれど、私は意味がよくわからなかった。自分を大切にする、ってどういうこと？

「……自分を大切にする？」

「あれだけ言ったのにまだわからないの？」

「……あ」

「前世でもあなたは自分を大切にしなかった。自分を大切にしないと、他人も大切にしてくれないわ」

　前世、いつも我慢した。言われるがまま、言いなりになった。自分が耐えればいいと思った。泣きたくても怒りたくてもひたすら耐えた。結果、周囲から馬鹿にされた。

「……あ、周りにナメられた？」

　両親もクライヴ様も私をナメていた？　私なら氷柱になっても怒らないとナメていた？　そういうこと？

「そうね。前世も含め、あなたには何を言っても何をしてもいい、ってナメられたのよ……あ、タイミングよくユージンが来た。皇太子や大神官長もいる。帝国騎士団も近衛騎士団も引き連れているからちょうどいいわ」

　大聖女ウィレミナが指した先、泉には勇猛果敢な騎士たちを従えたユージン殿下がいた。皇太子殿下は薔薇の花束を手にしている。

　皇位継承権第一位と第二位の皇子がふたり、私の名を口にしつつ、泉に向かって宮廷式の礼儀を尽くした。騎士団長以下、騎士たちも騎士の礼を取る。

「……え？」

「聖なる私の名において命じる。ウィレミナのすべてを受け継ぐ風を大地に吹かせる。蒼き聖天の加護である。虹の雫とともに受け取るがよい」

　大聖女ウィレミナが言い終えるや否や、私の視界は変わった。
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　私、虹色のオーラを纏って登場したみたい。左の中指には大聖女ウィレミナからもらった虹色の指輪が輝いている。

　溶けた泉の上、私はふわふわ浮いていた。

　嘘でしょう？

　魔力は強かったけど、こんな力はなかった……や、違う。魔力じゃなくて聖力だ。

　ユージン殿下も皇太子殿下も帝国騎士団長も後世に残せないお顔。

　下りる、と私が心の中で念じたら、泉の上からユージン殿下の前に飛んでいた。凄まじい瘴気を虹色の指輪で払う。

「……リル？」

　精悍に成長したやんちゃ殿下が夢でも見ているような顔でポツリと言った。過ぎし日の呼び名で。

　皇太子殿下や大神官長、騎士団長たちはメデューサを見たように石化したまま。

「大聖女ウィレミナの名代としてシェリル、蘇りました」

　そう、私はウォーベックのシェリルじゃない。大聖女ウィレミナの代理人として役目を与えられた。

「リルなのか？」

　ユージン殿下に昔の面影はまったくない。浦島太郎になった気分。

「ユージン殿下、大きくなられましたね」

　何度も氷の泉に来てくれた。折れた心がさらに折れなかったのも、大聖女ウィレミナの厳しい修業に耐えられたのも、ユージン殿下の存在があったから。

「リルだな？」

　ボーイソプラノが低く朗々と響く声になったね。

「やんちゃ殿下、立派になられましたね」

「リル」

　ガバッ、とユージン殿下に抱き締められて心臓が止まった。……止まったかと思った。イケメン男性に抱き締められた経験がないもの。

　けど、あどけない第二皇子の顔が浮かび、冷静になった。遠い日のようにトントントントン、と背中を優しく叩く。……わ、なんて叩き甲斐のある背中。……って、この分厚い胸板は何？

「ユージン殿下、本当に大きくなられましたね。昔はだっこできたのに」

「あれから何年経ったと思っている？」

「十五年前ですね。皇太子殿下ともどもご立派になられて嬉しいです」

　思わず、ユージン殿下の頬を撫でてしまった。ぷっくりほっぺだったのよ。いきなりこんなシャープなラインに。

「お前は変わらないな」

　懐かしそうに目を細められ、なんとも面映ゆい気分。

「虹の楽園ではセラフィーナ様もお変わりありませんでした」

「……へ？」

　ユージン殿下が目を丸くした瞬間、皇太子殿下や騎士団長、頑強な騎士たちの石化がとけたらしい。

「シェリル嬢？」

　皇太子殿下はピーコックグリーンの目をゆらゆらさせて一言。

「シェリル嬢、氷柱になった時と同じ姿ではないか？」

　第二皇子の侍従長が懊悩に満ちた顔で言うと、大神官長は信じられないといった風情で首を振った。

「シェリル女史、どうして若いままなんだ？」

「ウォーベック伯爵令嬢、闇に落ちたか？」

　大神官長や神官たちは凶悪な魔物を見るような目で私を見つめた。聖騎士は私に向かって剣を抜く。

　……おい、ちょっと待て。

　僅かでも聖力を持っているから、神官になったんでしょう？

　どうして、大聖女ウィレミナの指輪をしている私が魔物なの？

　動転して、口が金魚みたいにパクパクするだけで言葉が出せない。……あぁ、前世から想定外に弱いのよね。大聖女ウィレミナの教訓、ハッタリがかませない。

「シェリル女史の噂、実かもしれぬぞ」

「あぁ、妹の身代わりとなって恨み骨髄で魔物になったのかもしれぬ」

「若いままであるはずがない。妹の身代わりにされたシェリル嬢が魔物と化したのであろう。成敗っ」

　若い騎士たちが私に向かって剣を構えた。シュンシュンシュンシュンッ、という不気味な音ともに魔力の矢も放たれる。

　刹那、すべての攻撃をユージン殿下が阻んだ。

「やめろっ」

　ユージン殿下の巨大な魔力が網となり、恐怖で暴れる騎士たちを拘束する。炎で焼く……焼こうとしている、駄目。止めたいのに止められない。

　ハッタリの演出、十八色の虹を背後に浮かばせた。

　その途端、静まり返る。

「控えなさい。私は大聖女ウィレミナの代理人。ラスミアを救うために還ってきました。聖なる力を感じなさい」

　私は虹色の指輪を見せながら高らかに言い放った。さすがに大神官長たちは大聖女ウィレミナの指輪だと気づいたみたい。

「恨みを晴らすためではなく？」

　白髪が生えた騎士団長が全員の気持ちを代弁するかのように尋ねた。私は恨んでいると思われている？　クライヴ様お父様たちの嘘に騙されなかったのはともかく、そんなに私は同情されていたのかな？

「単なるシェリルとしての忠誠は皇后陛下に捧げています。お疑いならば、これから私のすることをあなたが信じる神と一緒にご覧あそばせ」

　皇后陛下も多忙を極めているのに、自分の睡眠時間を削って氷の泉に来てくれた。私の好きな花束とお菓子持参で。

「シェリル嬢？　あんな性格だったか？」

　第二皇子の侍従長が不可解そうな顔で首を傾げると、騎士団長が悲痛な面持ちでボソボソと言った。

「シェリル嬢はもっと控えめでおとなしかったはず……我が儘な令嬢や高慢な夫人にいじめられても耐えるだけだった。やはり、魔物に食われたんじゃないか？」

　そんなに以前の私と違うかな？

　うん、ここで怯んじゃ駄目。

「氷の泉が溶けだしても人柱は無用です。新しい魔力を与えればいいのです。ユージン殿下、昔から魔力がありあまっていましたよね？」

　私が溶けかけている泉を指で差すと、ユージン殿下は忌々しそうに言った。

「氷の泉はぶっ飛ばそうとしても無理だった」

　それ、その姿、虹の楽園では大聖女ウィレミナ以下、代々の氷柱が笑って見ていました。ユージン殿下の魔力が跳ね返って危ないからハラハラしたものです。周りにいた侍従長や専属騎士たちも危険でしたね。

　命をかけて救おうとしてくれて感謝します。

「ユージン殿下の魔力がこめられた武器か魔導具、泉に与えてください」

　溶けた泉に新しい魔力を与えればいい。ユージン殿下はあっさりと紋章入りの短剣を差しだした。

「短剣でいいか？」

　大陸随一のソードマスターの短剣は半端ない。瞳と同じ色のオーラが発散され、私の虹色の指輪と呼応するように響く。

「強力な魔力が込められていることを確認しました。泉に与えてください」

　ふんっ、とユージン殿下は凄まじい勢いで投げた。

　その途端、溶けていた泉が凍りついた。わぁっ、という歓声が上がる。無骨な騎士たちが競うように凍った泉を確認した。

「シェリル女史の言った通り、凍った」

「シェリル女史は魔物じゃないのか？」

「シェリル嬢、魔物じゃなくてよかった。本当によかった」

　侍従長や騎士団長、大神官長たちは安堵の息を漏らすけど、ちょっと早い。各地に魔獣が飛んで行った後よね？　付近の領民は避難させた後なんでしょう？

「ユージン殿下、これから各地の魔獣を討伐し、浄化して結界を張らなければなりません。殿下のありあまる魔力が頼りです。よろしいですか？」

　私が鼓舞するように言うと、ユージン殿下は不敵に口元を緩めた。

「……あぁ」

　私は好戦的な騎士殿下から聡明な皇太子殿下に視線を流した。カーテシーをしかけて、思い留まる。

「皇太子殿下、ご存じかと思いますが、弟殿下は猪突猛進の騎士です。帝宮には皇太子殿下の御名ですべてご報告してください。各地の魔獣討伐に向かいますから、後方支援もお願いします」

「大聖女ウィレミナの名代、聖女シェリルよ。リチャード・ジョザイア・ディミトリアス・テ・ラスミアの名にかけ、承る」

　皇太子殿下が私に対して最大級の敬意を払ってくれた。騎士団長以下、周囲の面々も騎士の礼を尽くす。大神官長や神官たちは平伏している。……うん、そうだよ。魔物呼ばわりしたことは根に持つからね。けど、皮肉を飛ばしている暇はない。再会を喜んでいる余裕もない。時間との戦いだ。

　私はユージン殿下たちとともに魔獣討伐に乗りだした。

　やんちゃ殿下、頼りにしていますよ。












　北の最果て、氷の泉がある土地は付近も含めて帝室直轄地だ。税金も安く、手厚い保護があるから、過酷な地でも民は暮らしている。しかし、度重なる魔獣発生に民は逃げだしているという。流浪の民に明るい未来はないのに。

　案の定、禍々しい魔獣の群れが蜂蜜色の民家を襲っていた。民をゲートで非難させて正解だ。けど、ゲートを破壊されたら終わりじゃん。

　それにしても、魔獣が怖い。

　魔獣と目が合って背筋を凍らせた時、ユージン殿下に腹立たしそうに言われた。

「リル、どういうことだ？」

　今、この状態で言っちゃう？

　そういうところ、十五年前と一緒？

「ユージン殿下、言った通りです。大聖女ウィレミナにこっぴどく叱られてきました。お役目を果たします」

「そっちじゃない。どうして妹の身代わりになった？」

　ユージン殿下、そっち？

「今、それどころじゃないでしょう。さっさとあの魔獣の大群を始末してください。私の修業に戦闘科目はありませんでした」

　五つの目を持つ魔獣は五本の尻尾から赤紫色の毒を巻いている。そんな凶悪な奴が群れでいるから気が遠くなる。

「リル、危ないから下がっていろ。あれは殺しても生き返るヤツだ」

　大陸随一のソードマスターでも、注意しなければならない魔獣みたい。けど、私は目を閉じ、神経を集中させた。五つの目を持つ魔獣が瞼に浮かび、弱点が白く見える。これは大聖女ウィレミナによる教育の賜物。

「五つの目を一気に潰してください。弱点は五つの目です。ひとつずつ潰しても無駄。一気に潰さなければ再生するでしょぅ」

　私が神託っぽく厳かに言うと、ユージン殿下や騎士団長たちは闘う男の目で頷いた。

「わかった」

　ユージン殿下は私の言葉を信じ、魔獣の赤い目を一気にすべて潰した。ソードマスターだからできる技かな。

　周りから歓声が上がった。

　厄介な魔獣は一頭じゃない。次から次へと現れ、私は何度も悲鳴を上げそうになる。恐怖で震える下半身を全力で止めて虹の指輪を光らせた。この光は浄化だ。騎士たちが魔獣の毒に汚染されても、浄化されて助かるはず。

　……よし、助かった。浄化されたと気づいたらしく、騎士たちにお礼を言われる。けど、それは後でいいから次よ、次。

「ユージン殿下、ゾウの顔をした鳥人間みたいな魔獣は鼻の付け根を切り落としてください。弱点です」

　ユージン殿下は私の言葉を決して疑わない。

「よしっ」

「シェリル嬢、女の顔をした鳥は？」

　騎士団長に切羽詰まった声で聞かれ、私は神経を集中させた。見える。はっきりと弱点を確認した。

「騎士団長、尻尾を切り落としてください」

「尻尾なんてない……あ、あれか」

　騎士団長も私の言葉のまま、魔力をこめた剣で魔獣の尻尾を切り落とした。最期の咆哮とともに血飛沫。

「浄化」

　私は虹色の指輪を輝かせ、魔獣の毒に汚染された騎士団長を浄化した。隣にいた若い騎士も浄化し、感謝を向けられる。

　恐怖と緊張と寒さで倒れそうだったけれど、終わってみれば半時間もかからなかった。ユージン殿下や騎士団長も驚くほどの短時間で魔獣の大群を征伐したみたい。

「聖女シェリル、ありがとうございます」

　騎士団長が剣を掲げると、ほかの騎士たちも剣を掲げた。

「聖女シェリル、万歳」

「大聖女ウィレミナが遣わした聖女だ……否、大聖女だ」

「蒼天、我が頭上に落ちぬ限り、我が身は大聖女シェリルの騎士です」

　あっという間に、大聖女コールが始まっていたたまれない。私、基本は陰キャラよ。こんなに絶賛されたら穴を掘って潜りたい。

「リル、腹が減ったのか？」

　ユージン殿下に気遣われ、私の頬は自然に緩む。

「ユージン殿下、この調子で魔獣討伐を終わらせましょう。よろしいですか？」

「あぁ」

　それから『大聖女ウィレミナの再来』だの『大聖女、現る』だの、私の名が帝国中に広まるのに時間はかからなかった。私とユージン殿下が率いる騎士団に死角はない。精鋭部隊を恐怖に陥れた魔獣の大群も敵じゃなかった。

　皇太子殿下の後方支援も恐縮するぐらい手厚い。帝室からは私に対する賛辞と大量の贈り物が届いた。皇后陛下からは直筆の手紙も添えられている。

　思わず、堪えきれなくなって涙を零してしまった。

「リル、どうした？　腹が痛いのか？」

　ユージン殿下に心配そうに顔を覗かれ、私は慌てて涙を拭った。

「ユージン殿下、違います。皇后陛下が相変わらずお優しいから……」

「母上はずっと悔やんでいた」

「皇后陛下が悔やむことではありません」

「俺も後悔した」

「私は氷柱になって、虹の楽園で大聖女ウィレミナに会ってよかったです」

「俺、二度とあんな思いはしたくない」

　天の恩恵を受けすぎた皇子から、肺腑を抉られたような苦しみが伝わってくる。幼心にも私の死はショックだったんだろう。

「ユージン殿下が何度も来てくださったこと、知っています。お礼を言わせてください」

「何もできない自分が悔しかった」

「……まぁ、ユージン殿下がそんなことを言えるようになったのですね」

　シェリル、感激。

　思わず、やんちゃな殿下の頭をなでなでしてしまう。

　ぷはっ、と噴きだしたのは背後で控えていた専属騎士たちだ。侍従長は必死になって笑いを噛み殺している。

「……あれは？」

　ユージン殿下は空気を変えるかのように、顰めっ面で家族やダンヴァーズ公爵家から送られてきた贈り物を差した。同封されている手紙の封を開ける気にもなれない。伝達の魔導具に触れることもしなかった。両家の使者に会うのもいやで、侍従長や騎士団長に頼んだもの。

「ウォーベックとダンヴァーズ公爵家からです」

　私が内心を隠して答えると、いきなり、やんちゃ殿下の話が飛んだ。

「五日以内に魔獣討伐は終わるだろう」

　このまま順調に進めば、五日もかからないと思う。不測の事態に備えて、見繕っているのかな。

「そうですね」

「……で、どうする？」

「皇帝陛下や皇后陛下にご挨拶申し上げたい。皇太后陛下には妹君からの伝言を承っております」

　今後のことを質問されたらと思ったら違ったらしく、ユージン殿下は忌々しそうに手を振った。

「……そっちじゃない。ウォーベックとダンヴァーズから騎士が回された。使うか？」

『大聖女の再来』っていう噂が電光石火の速さで流れたから、各領主から下心見え見えの私設騎士団を派遣された。けど、かえって足手纏いのケースが多い。ユージン殿下直属の騎士団が半端ないのよ。ウォーベック騎士団もダンヴァーズ騎士団もたいしたことがないはず。

　第一、お父様とクライヴ様の下心が透けて見えるからいやだ。

「無用です。私は大聖女ウィレミナの名代であり、ウォーベックとダンヴァーズとは関わり合いのない者。そのように言ってください」

「そう説明したのに帰らない。魔獣討伐を終えたら、ウォーベックはお前を引き取るつもりだ」

　ただのシェリルだったならば実家に戻るしかないけど、私には大聖女ウィレミナの名代という立場がある。

「無用です。ユージン殿下、私を帝宮まで送ってください。とりあえず、皇后陛下にご挨拶をしてから」

「俺もそのつもりだ」

「ありがとうございます」

「ダンヴァーズ公爵からも同じ申し出があった。どうする？」

「ダンヴァーズ公爵？　クライヴ様が？　どうして？」

「勝手に氷柱になった元婚約者を許す、そうだ」

　一瞬、何を言われたのか、理解することに苦しんだ。クライヴ様は脳内で過去を都合よく塗り替えた？

「クライヴ様はいったい何を仰せになっているの？」

「リルが復活して焦っているんじゃないか？　あの身代わりは脅されたんだろう？」

　ユージン殿下、その質問はアウト。

　正直に答えたら、ウォーベックもダンヴァーズ公爵家も終わりだもの。

「もう昔のことですからね。私も歳なので忘れっぽくなりました」

　周囲には聞き耳を立てている侍従長や専属騎士たちがいる。第二皇子の側近だけあって、有力家門出身だから危険。

「やっぱり脅されたんだな」

　子供の時と同じように唇を尖らせ、私を人差し指で差した。

　こら、それはマナー違反。

「……脅されてはいません」

「強要されたな？」

　否定しようとした瞬間、大聖女の言葉を思いだした。自分を大事にしなさい、と。自分が本心を偽ってまで誰かを庇う必要はない、とも。

　嘘をついてまで家族やクライヴ様を守らなければならない？

　……うん、嘘はつきたくない。けど、答えるわけにはいかない。けど、実家にもダンヴァーズにも帰りたくない。

「いい子だからその話はまたいずれ……」

　宥めるように頭を撫でると、凄まじい仏頂面で睨まれた。

「おい」

　おばちゃん、空気は読まないよ。

　私は強引に話題を変えた。

「とりあえず、私は修道院に行くつもりです」

　いくら聖女と称えられても、身寄りのない中年女だ。帝国に限らず、大陸で女性の仕事は限られている。帝宮に侍女として勤めることも憚られた。大神官長には熱烈に口説かれたが、神の道に進むしかないだろう。

「修道院？」

　馬鹿野郎、とユージン殿下は背後に火柱を立てる。

　侍従長や専属騎士たちは咎めるような目つきでいっせいに首を振った。全員、反対？　これ、本心を明かすしかないかな？

「大聖女ウィレミナから与えられたお役目を果たしたいのです」

　ウォーベックにもダンヴァーズも頼りたくないのです、と私は言外で語った。わかってちょうだい。

「うちに住め」

　私の気持ち、通じたのかな？

　ちょっと、ボク、僕のおうちはおうちじゃないよね。

「殿下のおうちは帝宮でしょう？」

「母上も父上も待っている。どこにも行くな」

　どこにも行かせない、とユージン殿下の切れ長の目が雄弁に語っている。侍従長や専属騎士たちの縋るような目がすごい。

　おばちゃん、今は空気を読むべき。

「皇后陛下のご好意に甘えてもよろしいのですか？」

　皇后陛下の手紙によれば、今でも皇后宮に私の部屋があるという。氷柱になった後も毎日綺麗に掃除して、生花を飾ってくれているらしい。専属侍女としてではなく、大聖女として迎えたいそうだ。

「当たり前だ」

　ウォーベックとダンヴァーズに対抗するには帝室に頼るしかない。さしあたって、当面の行き先ができた。

　それ故、三日後、安心して魔獣討伐の幕を下ろすことができた。最後の領地は侍従長ことセバーグ公爵の領地であるセバーグだった。

「侍従長、相変わらず真面目ですね」

　侍従長ならばいくらでも、魔獣討伐の順番を操作できた。私も知っていたならばもっと早く侍従長の領地を助けていた。なのに、侍従長は自分の領地を後回しにして、ほかの領地の救済に当たったのだ。ユージン殿下に振り回されて咽び泣いていた頃から、そういうところはちっとも変わらない。

「パーティーを我が館で開きたかっただけです」

　侍従長は貴族的な微笑みで流したけれど、私は改めて尊敬した。帝室から回された使者も感服している。

「すべては大聖女シェリルのおかげです」

　盛大なパーティーが開かれ、絶品の料理に生き返ったことを噛み締めた。虹の楽園では食事を摂る必要がなかったから。












　気を抜きすぎた？

　セバーグ城で与えられた部屋で寛いでいたら、弟のエリオットがウォーベックの騎士たちを連れて現れた。パーティーにも招待されていなかったのよ。侍従長、セバーグ公爵は知っているの？

「姉上、よくご無事で……」

　帝国アカデミーの長期休暇で帰宅した時かな？　最後に見た時、理知的な学生だった。十五年ぶりに会う弟はお父様によく似ている。父子ともにラスミアで一番多い暗めの金髪に渋めの青い瞳。

「エリオット？」

「こんな辛い魔獣討伐に同行する必要はありません。ウォーベックがお守りします。帰りましょう」

　エリオットは帝国アカデミーで妹が氷柱に選ばれたと知ったらしい。慌てて実家に戻った時、すでに姉は氷の泉に沈んだ後だったらしい。

　あの時、あなたもそばにいたら私に身代わりを押し付けたのかな？

　姉と妹、どちらがお好き？

　……聞くまでもないか。

「帰らないわ」

「姉上、これ以上、国に尽くす必要はありません。どうか幸せになってください」

「エリオットは真実を知らないの？」

　どうして、アカデミーに首席で入学して卒業した秀才が帝宮で書記官として採用されないのか？　皇帝夫妻や皇太子殿下の許可が下りないからよね？　その意味、わかっているわよね？　……知らないのかしら？

「……姉上を尊敬します。姉上の幸せを願っています。この次こそ、ウォーベックが姉上を幸せにします。義兄上も同じ気持ちです」

　クライヴ様を義兄上、と呼んだ時、私の中で何かが弾けた。猫脚のテーブルにあった呼び鈴を鳴らす。

「曲者、出合え」

　ポンッ、と楕円形の防犯の魔導具も叩いた。

　その瞬間、三つの扉がいっせいに開き、ユージン殿下が飛びこんできた。帝国騎士団長やセバーグの騎士たちも続く。

「リル？　……おい？」

　ユージン殿下はエリオットやウォーベック騎士を見た途端、苛烈な魔力を漲らせた。ガンッ、という不気味な音とともに魔力の檻に閉じ込める。……うわ、このまま魔力で焼き殺されそうな勢い。

　エリオットたちが苦しそうに手を伸ばしてくる。

「ウォーベック小侯爵、セバーグへの攻撃と受け取ってよろしいですか？」

　侍従長も血相を変えて現れ、檻の中のエリオットを非難した。

「セバーグ公爵、私は敬愛する姉に会いたかっただけです。理解していただけたのではなかったのですか？　これ以上、姉上を苦しめないでください」

　どうやら、エリオットは私の弟として堂々と訪問したらしい。けど、侍従長は止めてくれていたんだ。結果、エリオットは強行突破？　……あぁ、セバーグ公爵家の家令夫人や息子がエリオットに同情して手引きしたのか。家令夫妻の息子はアカデミー時代のエリオットの親友だ。

　なんにせよ、ここで揉め事はアウト。

「ユージン殿下、弟です。私を心配しすぎたみたい。大事にしたくありません。このまま帰らせてください」

　すべて不問に処す。

「聖女シェリルの部屋に無断で入った罪は？」

　聖女シェリル、というイントネーションに嫌みたっぷり。

「その罪を弟に問えば、ユージン殿下も問わなければなりません」

　子供の時の思い出が強くて、ついつい甘くなってしまう。魔獣討伐中も含め、今までユージン殿下の振る舞いには目を瞑っていた。

「ふんっ」

「警護の見直しをお願いします」

「悪かった。俺の手落ちだ」

　やんちゃ殿下に謝罪され、私は心の底から感動した。

「ごめんなさい、ができるようになったのですね。ユージン殿下、えらい」

　頭をなでなでしようとしたら、長身の皇子に避けられてしまう。

「もうガキじゃねぇ」

「はいはい。さようでございますね。子供でなければ小波を大波にしてはいけません」

　とりあえず、何事もなかったかのように丸く収める。エリオットにもきつく注意した。投獄されても仕方がない暴挙だ。氷柱の件、何も知らないわけじゃないはず。私が実家に戻りたくない理由に心当たりがあるわよね？

　大嵐の後、侍従長に切々とした調子で言われた。

「シェリル女史、どうか大聖女認定を受けてください」

「滅相もない」

「お役目を果たすためには、大聖女に認定されたほうが賢明です」

　ウォーベックやダンヴァーズに連れ戻されたくなければ大聖女になったほうがいい、と侍従長は暗に語っている。騎士団長や皇太子殿下の使者も同意するように相槌を打った。

　確かに一理ある。

　エリオットがこんな強硬手段に出たんだから、お父様たちが何をするかわからない。

　お父様とお母様、私をどんな顔してウォーベックに迎える気？　お母様、今でも私があなたを母として敬うと思っているのですか？

　聖女になってもナメられたまま？

　心の古傷が痛みだし、いてもたってもいられなくなる。堪えようとしても、涙が溢れ、枕を濡らした。

　大聖女ウィレミナに飛ばされた注意が脳裏を駆け巡った夜だった。
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　陰キャにはマジ苦行。

　華々しいパレードで帝都に凱旋することになった。それも生花が飾られた黄金の馬車に乗るのは私だけで、皇太子殿下とユージン殿下が騎士として馬で左右につく。これは大聖女ウィレミナに対する初代皇帝と次期皇帝の在り方だ。つまり、私に皇位継承権第一位と第二位が仕える、っていう意味。

　皇太子殿下の発案で皇帝陛下が承諾したらしいけど、誰か、異議を唱えなさい。聖女スマイルもどこまでもつかな？

　お父様やお母様と会っても平気？　クライヴ様とはもう会いたくない。ロレッタと会うのも辛い。

　不安な心情が顔に出ていたらしく、騎乗のユージン殿下に尋ねられた。

「シェリル、腹が痛いのか？」

「違います」

「腹が減ったのか？　チョコ食うか？」

　ユージン殿下、正装でイケメンレベルがアップしているのにチョコレートを隠し持っているの？

「違います」

　何かあるとお腹。

　けど、ユージン殿下のおかげで不安の塊がどこかに消えた。……あ、気遣って、緊張をほぐしてくれたのかな？　……あのやんちゃ殿下に限って違うか。

　花吹雪を飛ばして歓迎してくれる人々がいる。涙ながらに感謝してくれる人たちがいる。救った領地の旗が何本も靡いている。よかった。困っていた人々を救えたことだけは確かだ。

　大聖女ウィレミナ、お役目、ひとつ果たしましたよ。

　これからふたつめ、果たしますね。

　大広間の玉座では十五年という年輪を重ねた皇帝夫妻がいた。私の知る宰相はいない。皇帝陛下の側近だったシーグローヴ公爵が今の宰相だ。

　私が挨拶をする前、皇帝陛下が歓迎の意を表した。

「大聖女シェリル、よくぞ戻った」

　大聖女として崇めてくれるなら、大聖女ウィレミナ直伝のハッタリで返すしかない。私は胸を張り、高らかに言い放った。

「ラスミアの太陽、虹の楽園より、大聖女ウィレミナの名代として参りました。『犠牲の上に繁栄は築けず』大聖女ウィレミナのお言葉です」

「石碑に刻み、残そう」

　さすが、皇帝陛下、わかっている。

　石碑として各地に残したら、後世まで戒めになる。各地で勝手に人柱を立てることもなくなるだろう。

　大聖女ウィレミナ、お役目、ふたつ果たしましたよ。

「大聖女シェリルよ、帝宮に留まってくれるな？」

　皇帝陛下に優しく言われ、私の聖女仮面が外れる。皇后陛下と視線を合わせたら、絶対に泣きだす自信がある。

「大聖女シェリルとしてではなく、ただのシェリルと申し上げます。私の忠誠は今も昔も皇后陛下に捧げます」

　私は幼いユージン殿下がクリームスープに顔から豪快にダイビングした時を思いだしながら言った。……よし、皇后陛下と目を合わせても涙は出ない。

「大聖女シェリル、よく戻ってくれました」

　皇后陛下、懸命に涙を堪えていることがわかる。

「皇后陛下、お会いしたかったです」

　皇帝陛下と皇后陛下が玉座から下り、私の手を取って宣言した。

「大聖女シェリルよ、大聖女ウィレミナ以来の光なり。大聖女に仇なす者は天に弓引くことなり。余は心魂を捧げ、虹色に輝く魂に仕えよう」

　大神官長も大聖女認定の宣言をして、大聖女のための曲が帝宮楽団に奏でられる。幼い神官見習いの歌には癒された。

　以後、大聖女のための舞踏会になる。

　帝宮では、ファーストダンスは皇帝陛下と皇后陛下だ。次は皇太子殿下と皇太子妃だけど、皇帝陛下の命で私もダンスを踊ることになる。相手は指名されない。並ぶ宮廷人の間にクライヴ様の顔を見つけ、聖女スマイルが崩れた。隣のロレッタを見て、下肢まで震える。

　やばい。

　さっさとパートナーを選び、踊ってしまったほうがいい。……って、誰に頼めばいい？　顔見知りの宮廷人はみんな既婚者よ。騎士団長やユージン殿下の侍従長も妻子持ち。いくらなんでも若い騎士には……あ、ユージン殿下？　私を睨んでいる？　あれ、スルーしたらあかんやつ。絶対にどこか吹き飛ばす。

　私はユージン殿下に手を差しだし、大聖女ウィレミナっぽく言った。

「ユージン殿下、私にダンスを申しこむ権利を与えます」

「大聖女シェリル、私にファーストダンスを踊る名誉を与えてください」

　ユージン殿下に貴公子とした態度で申し込まれ、思い切り面食らってしまう。イケメンオーラも三割アップ。

　手を取られ、大広間の中央に進んだ。皇太子夫妻もスタンバイ、ＯＫ。
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　帝宮楽団による演奏スタート。

「ユージン殿下、ダンスができるようになったのですか？」

　指名したのは私だけど、今さらながらに驚いた。破壊ダンスの名手だと思っていたのに、リードが上手い。

「……おい」

「……あ、私がステップを忘れたかもしれません」

　……あれ？　右左？　右右右……あ、どっちだったっけ？　身体で覚えていると思ったけれど、そうでもない感じ？　やばい。

「……え？」

　ユージン殿下の目が点になったけど、構わずに切羽詰まった内情を明かした。

「十五年間、楽園でステップを踏むことなんてなかったので」

「任せろ」

　ユージン殿下に身を寄せるようにした。巧みにリードしてくれるし、ステップを間違えてもさりげなくフォローしてくれる。足を踏んでも怒られない。ごめんなさい。

「ユージン殿下、本当に大きくなったのですね」

　おばちゃん、ユージン殿下の成長でいやでも年を感じるよ。……うん、私はおばちゃん。前世の記憶もあるから正真正銘のおばちゃん。……もう、クライヴ様のことでくよくよするな。

「うるせぇ」

「宰相の頭部が黄昏を迎えていたから驚きました」

「父上の侍従長も財務官長もハゲた」

「ユージン殿下の侍従長の頭部が健在なのは奇跡ですね」

　帝宮で最も重い十字架を背負っている第二皇子の侍従長は、艶のある亜麻色の髪をキープしている。

「あいつ、入れ歯」

　……歯？　侍従長の心労は髪ではなく歯に影響が出た？　心労じゃなくて、天使顔の暴君の鉄拳？

「ユージン殿下、侍従長の歯に何なさいました？」

「俺は何もしていない」

「嘘をついてはいけません」

「氷の泉を魔力で溶かして、リルを助けようとしたら止められた。その時、あいつの歯が飛んだ」

　それ、私は知らない。

「なんてことを……」

「お前が悪い」

「ご心配おかけしました」

　何度目かわからない謝罪をすると、ユージン殿下は地を這うような声で言った。

「クライヴと踊るな」

　突然、元婚約者の名前が飛びだし、私の胸が痛みだした。くよくよするな、って言い聞かせても痛い。

「……はい？」

「あいつ、ずっとお前を見ている」

　ターンした時、ほかの宮廷貴族とともに並んで見ているダンヴァーズ公爵が見えた。……あ、凝視している？

「ダンヴァーズ公爵と踊るつもりはありません」

「拒否できるか？」

「実は疲れました」

「抜けるか」

「それは許されません」

「お前が疲れているのは誰もがわかっている。構わないさ」

「皇帝夫妻のメンツがあります」

「二曲目も俺」

　婚約者や夫婦でない限り、二曲続けて踊ることはマナー違反だ。以前、ロレッタが婚約者持ちの令息に望まれてやらかした。あの時、私とお母様も揃って謝罪して収めたのよね。

「マナー違反です」

「じゃ、二曲目は兄上」

　ユージン殿下は軽快にステップを踏みながら、皇太子殿下に目で合図を送る。皇太子殿下も承諾したとばかりに優しく微笑んだ。

「皇太子殿下は皇太子妃殿下と二曲必要です」

　私の背中越しに踊っている皇太子妃殿下に聞こえるように言った。

「ガタガタ言うな」

　やんちゃ殿下を怒らせたら危険。

　一曲目が終わり、皇太子夫妻と第二皇子のカップルは流れるようにパートナーチェンジ。

「大聖女シェリル、夢がかない、光栄です」

　皇太子殿下も寝台で寝込んでいる姿が瞼に焼き付いているから胸アツ。

「皇太子殿下、ご立派になられて」

　なんでもよく食べる弟皇子とは違って、皇太子殿下は食も細かった。特製ポーションでもっていたようなもの。苦手なお肉やお魚も食べて、血の滲むような努力をしたんだろう。

「リルのおかげです」

「リルは何もしていません」

「リル姉様の……リル姉様と呼んだらユージンに怒られてしまう。シェリル女史の言葉があったから、僕は皇太子として立っています」

　覚えていらっしゃいませんか、と皇太子殿下はどこか遠い目で語りだした。第二皇子の底知れぬ魔力に皇太子派が危惧し、皇后を使った策を張り巡らせていた頃のことだ。私が気づき、兄弟間を取り持った時。

　幼いながらも皇太子は聡明なだけに自分と弟を比較し、自ら玉座を手放そうとしていた。皇太子宮のお茶会で内心を耳打ちされ、私は膝でチョコレートパイを頬張っている腕白坊主と目の前に皇太子殿下をまじまじと見比べ、大きな溜め息をついたものよ。

『皇太子殿下はラスミアを潰す気ですか？』

『ラスミアのため、僕よりユージンが後を継いだほうがいい』

『ユージン殿下は玉座でじっとしていられません。皇帝としての基礎がないのです。皇太子殿下は基礎をお持ちです』

『……あ』

　皇太子殿下の視線は私の膝でバタバタしながらあむあむする弟だ。私が強力な魔力の結界を張っていなければ、あむあむ逃走していたかもしれない。

『弟君も兄上を差し置いて玉座に座ることは考えていない。兄君を支えるため、命をかけて戦うでしょう。弟君は兄上の最高の臣下です』

　私の一風変わった励ましが皇太子の支えだったという。何より、弟に対する兄のコンプレックスも私の存在で消えたらしい。兄派と弟派の対立も薄れたそうだ。

　そこまで一気に語ると、皇太子殿下は楽しそうに目を細めた。

「大聖女シェリル、あなたがいなければ今、ここに僕はいない」

　皇太子殿下、泣かせないで。

　やんちゃ殿下が生まれた時のままで帝宮中を駆けずり回ったことを思い出し、涙の決壊を止めた。

　二曲目が終わり、私は皇太子殿下とともに中央から端に進んだ。ユージン殿下に手を差しだされ、パートナーチェンジ。

「リル、抜けるぞ」

「方々にご挨拶は？」

　大聖女と第二皇子に一言なりとも言葉を賜りたい宮廷貴族がわらわらと集まってくる。懐かしい顔も多い。

「いらん」

「挨拶だけでも受けられたらどうですか？」

　正直、皇帝夫妻主催の舞踏会において、招待客に声をかけるのは皇子の義務だ。

「兄上に任せる」

　ユージン殿下は宮廷貴族に早くも囲まれた皇太子殿下とアイコンタクト。

　兄派と弟派の側近たちも共闘して、上手く立ち回っている。どちらの侍従長も同志愛を結んでいるみたいな感じ？

　……あぁ、本当に兄弟皇子の関係は良好なんだ。

　よかった。

　クライヴ様とロレッタは踊り続けるみたい。ロレッタの美貌は十五年前と変わらず、今でも数多の男性を夢中にしている。

　コナー子爵令息……じゃなくてコナー子爵もシム男爵もスターキー伯爵も未だにロレッタに夢中なの？　エリオットの夫人の兄であるタリス伯爵も？　それぞれ、夫人も子供もいるのにロレッタ？　……まぁ、ロレッタも子供がふたりいるとは思えないくらい可愛いね。……うん、お仕置き部屋に家庭教師と監禁されて昔より淑女らしくなった。諦めて、淑女教育を受け入れたのかな？

「リル、気になるのか？」

　ユージン殿下に腹から絞りだされた声で尋ねられ、私は肩を震わせた。

「……え？」

「……来やがった。吹っ飛ばすか？」

　クライヴ様とロレッタに気を取られていたせいか、お父様とお母様に気づかなかった。いつの間にか、前にいる。

　ユージン殿下、いくらなんでも、この場で魔力爆発はアウト。

　……まぁ、一度ぐらい話し合わなきゃ駄目だね。

　ウォーベック侯爵夫妻はユージン殿下に揃って宮廷式のお辞儀をする。なのに、ユージン殿下は言葉をかけない。無言で頷くこともしない。

　これこれ、やんちゃ殿下、それはアウト。

　法律ではないけれど、暗黙のマナーとして目下から目上に話しかけられない。けれど、お父様は勝手に姿勢を正すと、第二皇子から私に視線を向けた。

　……え？

　お父様がマナー違反？

「シェリル、よく戻ってきてくれた。そなたを思わない日は一日たりともなかった」

　お父様が感情たっぷりに言った後、お母様も目を潤ませて続けた。

「シェリル、毎日、あなたを思って祈っていました。祈りが天に通じたのでしょう。これ以上の幸せはありません」

　両親の言葉を聞いても、私の心は凍りついたままだ。ブチ切れない私に感謝してほしい。……って、私が怒っていると思っていないのかしら？　そこまでナメられているの？　ユージン殿下が隣にいてよかった。これ、隣にいなかったらこのまま連れていかれていた？

「シェリル、我が家に戻るな？」

　お父様が私の手を取ろうとした瞬間、ユージン殿下が一歩引いた。つまり、私もお父様の手を避けられた。

　グッジョブ、やんちゃ殿下。

「聖女となってもシェリルは我が娘、部屋は以前のままの状態で残しているわ。戻ってきてくれるわね」

　両親揃って私が戻ると思って疑わない？　これ、このまま強引に馬車に連れていかれそうなムード？　いったいどこまで私をナメているの？

「ウォーベック侯爵夫妻、私は大聖女ウィレミナの名代として遣わされました。まだまだすべき役目が残っています」

　本心を吐露しない私に感謝して。

　けど、まったく通じなかった。

「シェリル、よくやった。もうよい。女の身で国に尽くさずともよい。家に戻り、ゆっくり休むがいい。すべて父に任せよ」

「無用です」

　私はお父様とお母様から、ユージン殿下に視線を流した。

「ユージン殿下、私の部屋は用意されていますね？」

「大聖女シェリル、専属侍女時代の部屋もそのままだが、本宮に聖女用の部屋も用意した。時間があれば、聖女宮を建てていた」

　空気を読めないと思った皇子が両親の前でわざと大聖女呼び。

「聖女宮はご遠慮します。皇后宮に賜った部屋をそのまま使わせていただきたい。たくさん、思い出が詰まっていますから」

「いいだろう。俺の宮と近い」

「大神官長や大魔法師、騎士団長に書記長に財務官長、お話ししたいことが多々ございます。皇太后陛下にも内々にお会いしたい」

「あぁ、ほかには？」

「皇后宮でいただいたプディングを希望します。木の実入りから木苺系まで全種類」

　いつしか、近くに立っていた皇后陛下の首席侍女に視線を流した。おそらく、皇后陛下が遣わしてくれた救援者だ。

「大聖女シェリル、よくぞお戻りになられました」

　首席侍女に宮廷式のお辞儀をされ、私は苦笑を漏らした。

「尊敬していた首席侍女にそう言われるとくすぐったいです」

「シェリル嬢が氷柱になった後、皇后陛下は紅涙を絞られ、帝宮が闇に覆われましたの。恨み言はたっぷり聞いていただくわ」

「菫と蜜で香りづけした紅茶やプディングと一緒にお願いします」

「ほかにリクエストがあったら仰ってくださいませ」

　家族やダンヴァーズ公爵一家と顔を合わせたくないけど、口にするのは憚られる。けど、あの調子なら押しかけてきそうだからヤバい。

「私は大聖女ウィレミナから与えられたお役目に集中したいのです。誰であっても先触れなしにお会いすることはございません」

　家族であっても約束をしていない人とは会わない。

　真意は通じたらしく、首席侍女は無言で頷いてくれた。そうして、ユージン殿下のエスコートで下がることができた。さすがにお父様やお母様も食い下がろうとはしなかった。

　興味津々の宮廷人とやり合うのは休息を取ってからだ。












　香りのいい紅茶も木の実入りのプディングも美味しい。チョコレートのプディングもキャラメルがけプディングも飛ぶ。

　私は懐かしい部屋で生き返った醍醐味を堪能した。

　専属侍女仲間とは手を取り合って再会を喜び合った。結婚や出産、病気など、様々な理由で皇后宮から下がった元専属侍女たちからも手紙と贈り物が届いた。

　皇后陛下を始め誰も、私が氷柱になった理由を尋ねない。たぶん、みんな、私が無理強いされたと気づいているのだろう。あえて、問わないのだ。

　もっとも、帝宮では不穏な噂が流れている。言わずもがな、大聖女シェリルの両親の言動だ。ウォーベック侯爵夫妻は皇帝夫妻に訴えたという。

「我が娘、シェリルが哀れでございます。氷柱として国に尽くし、大聖女として国に尽くすなど……どうか、ウォーベックに愛娘をお返しください。今度こそ、幸せにしてやりたいと存じます」

　お父様は臆面もなく父親面してほざいたらしい。

「シェリルが哀れでなりませぬ。伏して、伏して、お願い申し上げます。シェリルにウェディングドレスを着せてやりたいのです。シェリルに女としての幸せを味わわせてくださいまし」

　お母様も母親面してほざいたらしい。

「大聖女シェリルは大聖女ウィレミナの名代ぞ」

　皇帝陛下の至極当然のお言葉も、お父様は父親面で躱したみたい。

「ラスミアを照らす太陽よ。我らはどうなっても構いません。どうか、我が娘を解放してください。これ以上、娘の幸せを奪わないでください」

　お父様とお母様のお涙ちょうだい劇のせいで、皇帝夫妻は大聖女シェリルを酷使する暴君夫妻になってしまった。この噂を流したのが、クライヴ様が率いるダンヴァーズ派だとわかっている。

　悔しいというより呆れた。

「近いうちに、ユージン殿下が爆発するでしょう」

　侍従長に陰鬱な目で耳打ちされ、私の背筋に冷たいものが走った。充分、ありえる。

「ユージン殿下を押さえるのは侍従長の役目」

「大聖女シェリル、手を打ってもよろしいですか？」

　侍従長、貴族的な態度は崩さないけれど、内心では激昂している感じ。噂には噂で対抗する気だ。

「任せます」

　家族やクライヴ様たちに呆れている時間がもったいない。

　皇太子殿下と第二皇子は宣誓した通り、私の盾と剣となってくれている。やるべきことをしよう。宰相とともに大神官長や書記長や財務官長、大魔法師たちを呼び、国のため、民のためにすべてことを伝えた。なんといっても、女性の地位が低い。大聖女が立てた国なのに、どうしてこんなに女性に力がないの？　そりゃあ、騎士道精神は流れているけど、女性に自立の手段がない。

「大聖女ウィレミナのご意思です。夫を亡くした女性がひとりでも生きていける体制を整えたい」

　前世を知っている私から見れば、身分にかかわらず、女性を取り巻く環境は厳しい。

「修道院や救世院を増やしましょう」

　宰相が真顔で言うと、大神官長や書記長たちは同意するように相槌を打った。帝都に貧民街はないけれど、魔獣被害の爪痕は大きい。

「施しでは抜本的な解決を見ない。女性に職を与えましょう」

「女性は家庭で守られるもの」

　結婚するまでは父親に、結婚してからは夫に。

「大聖女ウィレミナがお聞きになったら激怒されます。二度と口になさらないでください」

「……なんと」

「メイドや針子などのほかにも女性にできる仕事はあります。お料理上手な女性に食堂を開かせたり、器用な女性たちに魔導具を作らせたりしたら如何ですか？」

「……なんと」

　誰もが驚いた。けれど、一番固いと思われた宰相が真っ先に賛同し、手はずを整えてくれた。皇太子殿下の根回しも半端ない。

　ユージン殿下は実家やウォーベックからの使者を蹴散らしてくれた。……うん、正しい暴力の使い方を覚えましたね。

　グッジョブ、やんちゃ殿下。

















７　クライヴ視点












　シェリルは生まれる前から決まっていた結婚相手だ。愛していなかったわけではない。素直で淑やかで美しい。生まれながらの婚約者に文句はなかった。いずれ、私は父の跡を継ぎ、ダンヴァーズ公爵になり、宰相として国の舵取りを任される。

　彼女は公爵夫人に相応しい淑女だ。魔力も強いから子供も楽しみだった。シェリル以外に私の妻はいない。

「クライヴ、皇帝陛下は皇后陛下の母国が恐ろしく、側妃をお迎えにならない。皇太子殿下は虚弱体質で気弱ですし、第二皇子は魔力で拘束しなければならない暴君……わかりますね？　次の皇位に一番近いのはあなたですわよ」

　普段、決して態度には出さないが、北の大国出身の母上にはラスミア帝室に対する忠誠心がない。実家にいろいろと吹き込まれているのだろう。

「母上、そこまで申されずとも」

「皆、口に出さずともあなたを求めています。私の誇りですわ」

「母上の誇りであることが私の望みです」

　母上も父上も従順なシェリルを気に入っていた。

　求めてはいけない。頭ではわかっていたが、自分の心を偽ることができなかった。気づけば、常に目でロレッタを追っていた。姉と違って天真爛漫で愛くるしい。

「クライヴ様？　そんなところにいらしたのね？」

　ロレッタも気づいているらしく、無邪気な笑顔で甘えてくる。

　未来の妻の妹だ。愛してはいけない。たとえ、心では愛しても口にしてはいけない。わかっている。

　十中八九、ロレッタは誰のものにもならない。

　ウォーベック伯爵は溺愛しているから、ロレッタを手放すつもりはないだろう。私も水面下でロレッタの縁談を潰している。

「クライヴ、未来のダンヴァーズ公爵夫人はシェリルだ。彼女以外、未来の宰相夫人は務まらぬ。わかっておるな？」

「クライヴ、あなたが皇位を継ぐ時、シェリルは妃として相応しいと思います。礼儀知らずの妹では側妃も務まりませぬ」

　父上や母上には気づかれ、注意されたがシェリルには気づかれていない。

　シェリルは私を信じ切っている。

　私もシェリルを裏切ったりはしない。

　生涯、この気持ちに蓋をするつもりだった。












　これが運命か。

　ロレッタが氷柱に決まり、深淵に沈めていた想いを隠せなくなった。泣きじゃくるロレッタが哀れでならなかった。シェリルの気丈さが疎ましく思えた。姉と妹、反対だったならば……ありえない話だが……そう、ロレッタではなくてもいいのではないか？

　先の氷柱、シーグローヴ公爵家では妹が姉の身代わりになった。

　どうして、シェリルは妹の身代わりを言い出さない？

　君はそんなに冷たい女性だったのか？

　ウォーベック伯爵夫妻も同じ考えに至ったようだ。

　可愛いロレッタ、純真なロレッタ、帝国随一の花、ロレッタに氷柱は耐えられないだろう。

　シェリルなら耐えてくれるはず。シェリルならわかってくれるはず。シェリルはそういう女性だ。

　……が、シェリルの涙を初めて見た。

　私はひどい男だ。

　胸が痛んだ。

　シェリルの部屋に残されたウェディングドレスを掴み、泣き崩れるウォーベック侯爵夫妻も同じ気持ちだろう。

　しかし、もはや引き返すことはできない。

　父の事故死が罪の清算のような気がした。

　シェリル、君の分もロレッタを幸せにする。

　それが君への贖罪だ。












　十五年という月日は長かった。

　ロレッタを妻に迎えて幸せだったのも束の間、母上や家令たちが危惧していた通り、ダンヴァーズ公爵夫人に相応しくない。だが、私はシェリルの分もロレッタを幸せにしなければならない。

　ロレッタ、少しは淑女として当然のマナーを身に着けてほしい。評判のいい家庭教師を手配しても逃げてしまう。

「クライヴ。ロレッタはダンヴァーズの恥になります。跡取りも誕生しました。離婚しなさい」

「母上、離婚はお許しください。ロレッタも頑張っています」

「ロレッタは泣き続けるだけです。努力する気はいっさいありません。違いますか？」

「もう少しお待ちください」

「氷柱の交替は愚策でしたわね」

　母上の痛烈な嫌味に、なんの言葉も返せなかった。シェリルに身代わりを頼まなければ、こんなに苦しみ続けることはなかったのだろうか？

　帝宮でロレッタのマナー違反が目立ち、公式の場でも派手に失態を犯した。ロレッタ本人は「いじめられた」と泣きじゃくる。

　もちろん、許されることではない。ダンヴァーズ派の勢力拡大のため、ロレッタは最大の弱点だ。母上の堪忍袋の緒が切れ、鞭を取りだした。

「ロレッタ。覚悟して公爵夫人のマナーを学びなさい」

「私には無理です。わかっているでしょう」

「いくつですか？」

「もう若くはないわ」

「家門の恥」

「ひどいですぅ」

「覚えるまで部屋から出さないでちょうだい」

　ダンヴァーズ貴族街邸の仕置き部屋に、ロレッタは家庭教師とともに閉じ込められた。与えられるものは、水と薄切り肉が浮かんだスープのみ。

「ひどいわ」

　依然として、ロレッタは泣き続けるだけ。

　極秘にウォーベック侯爵に助けを求めたらしい。いつになく蒼白のウォーベック侯爵夫妻が現れた。意外にも苦言は呈されない。娘の躾を怠ったツケをダンヴァーズが払っている。そう理解しているのだろう。

　……頼む、ロレッタ。

　シェリルのように、とは言わない。少しでいいから努力してほしい。

「ロレッタ。そなたは姉を身代わりにして生き延びた。姉の代わりにならなければならない。覚悟していなかったのか」

　ウォーベック侯爵が万感の思いをこめて言っても、ロレッタは泣きながらしがみつくだけ。

「お父様、助けて」

「もはや、助けられない。学べないのならば鞭で打たれるだけ。仕置き部屋から出ることは許されぬ」

　ウォーベック侯爵が突き放すように言うと、ロレッタは狂ったように泣き叫んだ。

「……いやぁ、助けて。死んじゃう～ぅ」

「跡継ぎを生み、役目は果たした。大恥を晒す前に死ぬがよい」

「ひどい。ひどいわ。それでも親なの？」

「それでもウォーベックの娘か？　ダンヴァーズ公爵夫人か？」

「私は好きでダンヴァーズ公爵夫人になったのではないわ。立派なお姉様の代わりは無理よーっ」

　ロレッタにしがみつかれたまま、ウォーベック侯爵は私に言った。

「ダンヴァーズ公爵。夫人の亡き後、公爵家に相応しい後妻をもらってください。どのような女性でもロレッタよりマシでしょう」

　ウォーベック侯爵はロレッタを見限ってはいない。突き放すように見せかけ、ロレッタを奮い立たせようとしている。

「ロレッタ。私もそなたを逝かせたくはない。公爵夫人として最低限の教養は身に着けてください」

　私とウォーベック侯爵夫妻の気持ちは通じないのか？

「……い、いやあ。助けて。無理よーっ」

　性懲りもなく、ロレッタは泣き続けた。辛抱強く泣き続ければ、助けてもらえると思っているのだろう。

　ロレッタ、私が心から愛した純真な花よ。

　頼むからこれ以上失望させないでほしい。












　初代ダンヴァーズ公爵は大聖女ウィレミナと初代皇帝の次弟だ。夫婦揃って参列しなければならない式典は多い。時に、中心になって執り行わなければならない式典もある。

　いつまでも、ロレッタを仕置き部屋に閉じこめ続けるわけにはいかない。それでも、辛抱強く淑女教育を続けていた頃、荒唐無稽な噂が耳に入った。

　聖女シェリル？

　私の元婚約者が聖女として蘇ったというのか？

　あの時、氷柱になった姿のままで？

　シェリル、できるだけのことをしよう。

　二度と悲しませたりはしない。

「クライヴ様、お姉様をダンヴァーズに迎えましょう。私がお願いしたら、お姉様はダンヴァーズにいらしてくださるはずです」

　ロレッタは姉の復活に光明を見出したようだ。姉にサポートさせる下心が透けて見えるが、ロレッタが公爵夫人として使い物にならないから仕方がない。シェリルも公爵夫人としての教育が無駄にならずにすむからいいだろう。

「あぁ、シェリルを我が家にお迎えしよう」

　シェリルならわかってくれるね。

　次こそ、大事にすると誓う。
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　侍従長が暗躍したみたいだけど、氷柱身代わり強制の噂が吹き荒れた。ダンヴァーズ派の噂を吹き飛ばす勢い。

　なんと言っても、私が実家に帰るどころか立ち寄らないのも面会を断っているのも事実だ。手紙でも幾度となく意思を綴って送った。果ては大神官長まで使者に立てて拒絶した。

　ようやくわかってくれた？

　面会要請が入らなくなっていたから油断していた。

　女性支援の製糸工場や食堂の計画予定地を視察した後、大聖女ウィレミナが祀られている大聖堂に立ち寄った時、ロレッタとクライヴ様に突撃されてしまった。

「お姉様、お会いしたかった」

　ガバッ、とロレッタに抱きつかれてしまう。

　不覚、咄嗟のことで逃げられなかった。何より、大聖堂の馬車寄せでやることじゃない。神官たちも仰天している。

「ダンヴァーズ公爵夫人、お放しください」

　私が冷静に接すると、ロレッタは目をうるうるさせた。

「いやだぁ。昔みたいに呼んで」

「十五年前とは違います」

　私が聖力で強引にロレッタを引き離し、大聖堂の中に進むと、周りの空気が変わった。クライヴ様は紳士然とした態度だけど、だいぶ動揺しているみたい？

「お姉様、いつ戻るの？」

　ロレッタは出迎えの神官たちの視線も気にせず、涙目で私を追いかけてくる。淑女として完全にアウト。

　どうして、ダンヴァーズ公爵は注意しないの？

「戻る必要はありません」

　ロレッタ、わからないの？　わからないふり？　私が実家に近づかない噂は知っているでしょう？　大聖女ウィレミナの名を出すのもいやになった。戻りたくない。もう正直にぶちまけたい。心の古傷がさらに抉られる。

「家族が待っているわ」

「家族ではありません」

　私が撥ね付けるように言うと、ロレッタは長い睫毛に縁どられた瞳を揺らした。

「お姉様は自分から私の代わりになったのよね？　お姉様のお友達はみんな、違う、って言うの。お姉様はずっと結婚準備をしていた、って」

　よりによって、大聖堂でそれを聞く？　神官だけじゃなくて参拝者の視線も私たちに集中しているのに。

　……あぁ、私が家族やクライヴ様を庇うと思いこんでいるんだ。

「お父様とお母様、クライヴ様に聞きなさい」

　私はロレッタの隣に立つクライヴ様に視線を流した。心の古傷から血が流れだして止まらない感じ。

「だから、さんざん聞いたわ」

　この子、駄目だ。

　私は礼拝堂ではなく代々の氷柱の彫刻を飾った中庭に出た。神官や聖騎士に合図を送り、人払いしてもらう。

　初代氷柱の彫刻の前、私は駄々っ子と向き合った。

「ロレッタ、真実を知ってどうするの？」

「強引に氷柱にならされたの？」

　違うでしょう、とばかりにロレッタに言われ、私の中で何かが弾け飛んだ。これ以上、我慢しなくてもいいよね。

「そうよ」

　私があっさり認めると、ロレッタは泣きそうな顔で首を振った。

「……そ、そんな」

「クライヴ様は私を捨ててあなたを選んだ」

　口に出すと辛い。

　けど、口にせずにはいられない。

「知らなかったわ」

「実家にもダンヴァーズ公爵家にも行きたくない。わかってくれたわね」

　私が背を向けようとすると、ロレッタに腕を掴まれた。

「これから償う。お姉様をみんなで大事にするわ」

　馬鹿にするな。

　私は聖力を使って、ロレッタの手を引かせた。

「もう手遅れ」

「お姉様、私の身にもなって。実家にもうちにも来てくれないから、悪い噂を流されているの」

　ロレッタの本心が漏れ、私は心の底から呆れ果てた。

「結局、自分のこと？　話にならないわ」

「助けて」

　ロレッタは目に涙をいっぱい溜め、私に縋りつく。子供の頃から何度もこれで折れた。未だに通用すると思っているの？

「ダンヴァーズ公爵夫人、私はかつてあなたを助けました。まだ私に助けを求めるの？」

「だからぁ、これからは大切にする。クライヴ様もお姉様を大切にするわ」

　ロレッタが泣きながら言うと、クライヴ様が初めて口を挟んだ。

「そうだ。シェリル、うちに来てください。大切にします」

「ダンヴァーズ公爵、裏切者」

　言った瞬間、後悔した。

　けれど、ふっ、と軽くなった。

　ずっと口にしたかったこと、ようやく言えたんだ。『言うべき時には言いなさい』や『本心は言葉にして伝えないと伝わらない』という大聖女ウィレミナの教えも脳裏に蘇る。

　今がその時？

「シェリル、誤解だ」

　クライヴ様……や、ダンヴァーズ公爵は真っ青な顔で首を振った。

「浮気者」

　私の本心、いい機会だからここで明かしましょう。

「本当にシェリルか？　私の知るシェリルではない」

　ダンヴァーズ公爵には信じられないといった風情が漂っている。従順な元婚約者が脳裏に染みついているのだろう。

「心から愛していた婚約者に裏切られ、生まれ変わりました。二度とお会いしたくありません」

「すまなかった。どうか、償わせてくれ」

　元婚約者の謝罪にはまったく誠意が感じられない。

「私は子供の頃から元婚約者の妻になるため、必死に努力してきました。私の夢でした」

「知っている。シェリルは素晴らしい淑女だった」

　元婚約者には愛されていた驕りがあった？

「私の愛した元婚約者は不誠実な男で、妹を選びました。妹の夫になったダンヴァーズ公爵の顔を見るのもいやです」

「シェリルならわかってくれると思った。そんなに傷ついていたのか」

「当たり前です。死にたくなるぐらい傷つきました。恨んでいます」

　恨み骨髄の目で睨みつけると、ダンヴァーズ公爵から貴族的な笑みが消えた。

「……う、恨んでいる？　私を？」

「恨まれないと思っていたのですか？　何故？」

　正直、不可解でならない。私が首を傾げて尋ねると、元婚約者はどこか遠い目でボソボソと答えた。

「そなたは私を愛しているから、恨むなど……」

「ダンヴァーズ公爵、いったいどこまで私を馬鹿にするんですか」

「馬鹿にはしていない。誤解だ」

「あなたは恨み骨髄の相手です。わかりましたね。二度と関わりたくない」

「わかってくれ。あの時はああするしかなかった」

　ダンヴァーズ公爵が辛そうに言うと、ロレッタが頬に伝う涙を拭いもせずに続いた。

「そうよ。お姉様だから蘇ったのよ。私だったら無理だったわ。結果よければすべてよし」

　よかったじゃない、とロレッタは私の手を取って飛び跳ねた。

「呆れた」

　バシッ、と私はロレッタの手を聖力ではねのける。

「……痛い。ひどいわ。大聖女が暴力を振るうなんて」

　ロレッタはよろめき、悲劇のヒロインのように啼泣した。クライヴ様が慌てて駆け寄り、優しく抱き寄せる。

「シェリル、どうか冷静に」

　ダンヴァーズ公爵、私に注意するのは間違っている。

「お姉様は昔から考えすぎなの。クライヴ様と一緒に楽しいことを考えましょう。……ほら、お姉様の歓迎パーティーを開くわ」

　ここまで私の本心を明かしているのに、何をほざいてやがる？　私を説得できると思っているの？

　可憐な妹が魔物に見えた。

「私はクライヴ様の妻になりたかったの。クライヴ様の妻であるロレッタを見るのは辛いわ」

「それは我慢して。……あぁ、クライヴ様の従弟と結婚するのはどう？　クライヴ様の補佐をしている働き者なの」

　よりによって、格下との結婚を勧める？　夫婦揃ってダンヴァーズ公夫妻をサポートしろ、ってこと？

「ロレッタ、あなたはどこまでも私を侮っているのね」

「お姉様、誤解よ。お姉様に幸せになってほしいだけなの」

「繰り返すわ。ちゃんと聞いて。私はクライヴ様の妻になりたかったの。ロレッタを妻にしたクライヴ様の妻が憎いの。ロレッタも憎いの。わかったわね」

　私は憎しみをこめた目でロレッタを見つめた。よくよく考えれば、前世、妹にここまで呆れたこともないし、憎んだこともない。

「……そ、そんなの嘘よ。お姉様が私とクライヴ様を憎むなんて」

　愛され美女はいつでもいつまででも愛されて当然だと思いこんでいる。脳内に花畑が広がって、蝶が舞っているのかな。

「話にならない」

　私はロレッタからダンヴァーズ公爵に視線を流した。脳内花畑の妹よりまだマシよね？

「クライヴ様、心から愛していました」

「知っている」

「今は顔を見るのもいやです。憎んでいます。恨んでいます。できるならば、刺し殺したい。私の気持ちを理解してくれましたね」

　私は聖力で剣を作った。

　切っ先はダンヴァーズ公爵の喉元だ。

　これ以上ないというくらいの意思表示。

「どうか、償わせてくれ。そなたに憎まれたままでは辛い」

　こいつ、まだ言うか？

　こんな性格だった？

「償うのは無理です」

「無理ではない。今度こそ、大切にする」

　それ、どういう意味は？

「大切にする？　私はクライヴ様の妻になりたかったのですよ？　ロレッタと離婚して、私を妻にしてくださいますか？」

　私が聖力で作った剣を動かしながら尋ねると、元婚約者は真摯な目で聞き返した。

「それが望みか？」

「望みだったら？」

　できないくせに、と口にしようとした瞬間、ロレッタが逆上した。

「……い、いやぁ、お姉様、だからぁ、クライヴ様によく似た従弟がいるの。従弟と結婚すればいいわ。……ね？　……ね？　……ね？」

　だから、その手は通じない。

「話にならない。私がダンヴァーズに身を寄せることはありません。これ以上、皇帝陛下と皇后陛下の手を煩わせないで」

　私はきつい声で言ってから、ロレッタから距離を取ろうとした。なのに、元婚約者が食い下がった。

「待て。皇帝夫妻に利用されている君を助けたいんだ」

　いったいどこまで私を馬鹿にする気？

「私を利用しようとしているのは、皇帝夫妻の覚えが悪いダンヴァーズ公爵でしょう。恥を知りなさい」

　私が荒い声で言うや否や、魔力の爆弾が飛んできた。ドカーン、という凄まじい音とともに真っ青な魔力が充満する。ロレッタは気絶し、ダンヴァーズ公爵も膝から崩れ落ちた。

「恥を知れ」

　怒髪天を衝いた魔王の君臨。

「……あ、ユージン殿下？」

　ユージン殿下の背後には七本の真っ青な火柱が立つ。不気味な地鳴りとともに、ダンヴァーズ公爵の足元が割れた。

　大地の裂け目にダンヴァーズ公爵が落下する。

　……否、間一髪、ダンヴァーズ公爵も巨大な魔力持ちだから落ちずに持ちこたえた。すぐに魔力の盾を作って防御する。

「やっぱり、そういうことか」

　もしかして、ユージン殿下、全部聞いていた？

「ユージン殿下、殺してはいけませんっ」

「許せん」

「やんちゃ殿下、駄目ーっ」

　ブチ切れた第二皇子を宥めるのに命を削った。禍々しい魔獣が可愛く思えたのは私だけじゃないよね？












　大聖堂の南塔が崩壊しただけでよかった。

　皇太子殿下や騎士団長たちの協力も得て、ようやく怒れる魔王が鎮まった。ダンヴァーズ公爵も命には別条ない。

　やっとのことで帝宮にある皇太子宮の一室に落ち着いた。三段プレートに盛られたサンドイッチや宮廷菓子を摘まむ気力もない。

「リル、あんな奴に未練があるのか？」

　ユージン殿下に魔王面で聞かれ、私は手を大きく振った。

「まさか」

　元婚約者に未練はない。妻になりたいとも思わない。ただ、燻ぶっていた感情をすべて吐きだした。言葉にならない無念とともに。

　ただ、それだけ。

　淑女をかなぐり捨ててぶちまけてすっきりした。

「あいつに求婚されたらどうする？」

　ユージン殿下が腹立たしそうに言うと、侍従長たちも同意するように相槌を打った。心なしか、周りの温度が下がる。

「まさか」

　どんなに大聖女の力が欲しくても、ダンヴァーズ公爵がロレッタと離婚することはないだろう。

「お前は甘い」

「甘いかもしれませんね。私の本心を伝えればわかってくれると思いました」

「永遠にわからないだろう」

　ユージン殿下の容赦ない言葉が心に突き刺さった。私をナメていた人たちは、今でもナメている。自分勝手に曲解して、私の気持ちを理解しようともしないのだろう。

「正直に申し上げます。私は実家に戻りたくありません。ウォーベックにもダンヴァーズにも関わりたくありません。修道院に行かせてください」

　ここまできたら、修道院一択。

　なのに、魔王は凄まじい怒気を漂わせて言い放った。

「俺の嫁になれ」

　一瞬、何を言われたのかわからず、私は惚けた顔で聞き返した。

「……は？」

　おばちゃん、耳が遠くなったのかな？

　ボクに求婚されたように聞こえたけど違うよね？

「それがいい。すぐに求婚状を送ろう」

　皇太子殿下は晴れやかな笑顔で賛成し、背後に控えていた側近たちに指示した。私の返事も聞かず、側近たちは部屋から退出する。……あ、あれ、ややこしい求婚の手続きを取る気？

「待ちなさい」

　おばちゃん、ようやく我に返る。

「俺、いつまでもガキじゃない」

　ユージン殿下に憎々しげに言われ、私は大きく頷いた。

「それはわかっています。食事の最中、駆けださなくなりましたもの」

　やんちゃ殿下の成長に一番びっくりした。改めて十五年という月日の長さを実感したものよ。それとは裏腹に、相変わらずのロレッタにも驚いたけどね。あの子、この十五年間、いったい何をしていたんだろう？

「……っ」

　魔王が一瞬にして雨に濡れた子犬になった。

「塔によじ登らなくなりましたし、鳥と一緒に飛ぼうとしなくなりましたし、床に落ちたスープをペロペロしようとしなくなりましたし、他国の特使の髭を引っ張らなくなりましたし……大きくなりましたね」

　いい子、とユージン殿下の頭を撫でようとしたら逃げられた。十五年前なら気持ちよさそうに撫でられていたのに。

「俺の妃になれ。決定」

　ユージン殿下が威嚇するように壁を殴った途端、大聖女ウィレミナや初代皇帝の魔力が込められた宮殿が揺れる。

「ユージン殿下、待ちなさい」

　子供の頃の『嫁』とは違うのよ。

「逆らったら謀反」

　確かに、皇族からの求婚を拒絶したら謀反とされてもおかしくない。傍らでは侍従長がほかの側近たちと予定を立てだした。

　そこ、いったい何しているの？

「侍従長、お止めして」

　侍従長ことセバーグ公爵は第二皇子の後見でもある。そもそも、列強から良縁が殺倒しているはず。成人しているのに、今まで成婚させなかったほうが異常だ。

「ユージン殿下は大聖女シェリルに、まだ求婚していなかったんですか？」

　侍従長に不可解そうに聞かれ、私は顎を外しかけた。

「……はい？」

「ユージン殿下は魔獣討伐中に求婚したのだとばかり思っていました」

　侍従長が派手に肩を竦めると、皇太子殿下や騎士団長、専属騎士たちまで賛同するように深く頷いた。

「子供の頃から『俺の嫁』って言っていたのに」

「成人前も成人後もシェリル女史を理由に縁談をブチ壊していた。……よく戦争にならなかったな」

「第二皇子は初恋に取り憑かれて生涯独身だと思っていた」

「俺はもう初恋相手に手を出したと思っていた。やんちゃのくせに今までいったい何をやっていたんだ？」

　第二皇子に振り回され続けた面々がなんとも言い難い顔つきで語り合っている。……なんか、楽しそう？

「……えぇ？」

　目を白黒させているのは私だけ？

「ユージン殿下も奥手ですね」

　侍従長が冷やかすように言うと、ユージン殿下の魔王面がバージョンアップした。皇太子殿下が宥めるように肩を抱く。

「侍従長、どういうことですか？」

　いったい何がどうなっている？

　ダンヴァーズ公爵夫妻のあれこれより、わけがわからなくて思考回路はショート寸前。

「ユージン殿下の初恋に振り回されて、何度も命を落としかけました。初恋は実らないものだと言ったら、土に還りそうになりました」

　ユージン殿下の妃はシェリル様以外に務まりません、と侍従長は凄まじい哀愁を漂わせて続けた。

「侍従長には休養が必要です」

　長年の疲労と鬱憤が蓄積されていることは間違いない。

「ユージン殿下はああ見えて一途で純情です。容姿も身分も申し分ない花婿です。唯一の難点は性格ですが、不満ですか？」

　侍従長に探るように言われ、私は苦笑を漏らした。

「私、行き遅れどころか中年です」

　正直、イケメン皇子が眩しすぎる。とてもじゃないけれど、ユージン殿下の隣に妻として立てない。

「お美しいままです」

「中身はおばちゃんです」

「ユージン殿下はシェリル様一筋です。諦めてください」

　侍従長は真顔で力むと、伝達の魔導具を操作した。第二皇子の結婚に向けて、帝室御用達の大商人に連絡を入れる。

「お待ちなさい」

「皇帝陛下や皇后陛下も、シェリル女史が蘇った時点でユージン殿下との結婚を考えていました。諦めてください。一緒にユージン殿下の暴走を止めましょう」

　侍従長以下、側近たちに宮廷式のお辞儀をされ、二の句が継げない。ユージン殿下は皇帝陛下に呼ばれ、足早に出ていく。早速、求婚の件で呼び出されたようだ。

　微妙な沈黙が流れる。

　もっとも、すぐに皇太子殿下が悠然とした様子で沈黙を破った。

「シェリル嬢は私にとって心の姉だった。ユージンに明かしたら怒られた」

　皇太子殿下はどこか遠い目で、兄弟の思い出を語ってくれた。クライヴ様とロレッタが結婚した後、建国記念パーティーのことだったという。長い間、荒れまくる第二皇子は公式の場への参加を控えていた。久しぶりの参加だ。皇太子は弟を暴れさせないように、恋い慕っていた相手の名前を出したという。

『ユージン。リルは僕の姉だった。僕も悲しい』

　皇太子殿下はいつもと同じように、弟に寄り添おうとしたらしい。

『兄上。リルは兄上の姉じゃない。妹だ』

『どういうことだ』

『リルは俺の嫁だ』

　顰めっ面の弟が何を言いたいのか、兄はちゃんと理解した。だいぶ年上の女性でも弟の妃ならば妹だ。

『リルがユージンの妃なら僕の妹だね』

『ふんっ』

『リルに怒られないように、皇子として立派に務めよう』

『ふんっ』

　幼い暴君殿下は魔力拘束も取り沙汰されていたが、堂々と公務をこなしたという。以来、初恋相手の話題は秘策中の秘策。

　皇太子殿下が懐かしそうに語り終えた時、皇太后陛下から使者が現れた。面会の予約を取っていたのだ。

　私は皇太子殿下たちに挨拶をすると、皇太后宮に向かう。帝宮といってもひとつの街のように広いので、皇太子宮のゲートから皇太后宮のゲートで瞬間移動した。その後、長い廊下を歩き、五つの扉を越える。季節ではないのに、あちこちに何種類ものポピーが飾られていた。帝国において、ポピーは弔いの花だ。

　皇太后は身代わりになった妹君のためにポピーを欠かさないという。帝国一大きな皇后宮の温室でもポピーを育てている。

　マデリン様はポピーが好きじゃない。事実を告げるべき？　思案に暮れていると、紫水晶のポピーが飾られた部屋に通された。

　すでに皇太后陛下がいらっしゃるから驚く。大聖女として敬ってくださるみたい。手短な挨拶の後、本題を切りだした。

「皇太后陛下、大聖女ウィレミナの名にかけ、嘘は申しません。私は楽園で妹君のマデリン様にお会いしました」

　私は思いの丈をこめて言ってから、虹の指輪を光らせた。宣誓の証明だ。

「……マデリン……どうして、あの子は身代わりになったのですか？」

　皇太后陛下に暗鬱な顔で尋ねられ、私は眼底に屈託のない妹君を再現した。ロレッタと同じタイプに見えるけれど、根は全然違う。

「国と最愛の姉君を救うためです。決して誰にも強要されていません。マデリン様は自分の意志で氷柱になりました」

　マデリン様が氷柱とされるより一昔前、シーグローヴ公爵家の姉妹は『帝国一美しい姉妹』として有名だった。先の氷柱から三百年近くなっていたから、ふたりとも三歳で婚約者は決まっていた。なのに、運命の皮肉とばかりに、ふたりとも同時に婚約者を魔獣被害で失ってしまったのだ。氷の泉も急速に溶けだし、氷柱が内々に選ばれた。シーグローヴ公爵家の長女だ。

「マデリン様は姉君が先代皇帝……当時の第三皇子様に愛されていることを知っていました。姉君に幸せになってほしかったのです」

　マデリン様は自分から氷柱に立候補し、姉君の代わりに北の最果てに向かったという。シーグローヴ公爵家の氷柱の交替になんの疑念も抱かれていない。ただ、生き残った姉君はずっと気に病んでいる。

「氷柱に指名されたのは私でした。覚悟していました。知らない間に終わっていたの」

　当時から皇太后陛下ことシーグローヴ公女の矜持は高い。

「マデリン様は婚約者を心から愛していたんです。亡くなった婚約者以外に嫁ぎたくない。けれど、公爵令嬢に許されませんよね」

　マデリン様は政略結婚の相手と深く愛し合っていた。楽園では耳にタコができるくらい聞かされたものよ。

「私の幸福も栄誉も妹の犠牲の上にあります」

　マデリン様が氷柱になった後、第三皇子の求婚を承諾した。その後、兄皇子の相次ぐ死で思いがけなく第三皇子が玉座についたのだ。シーグローヴ家の長女は帝国で最も権力を持つ女性になった。

「マデリン様は納得しています」

　私は一呼吸置いてから、マデリン様を真似て言い放った。

「お姉様、お婆ちゃんになってまでクヨクヨしている暇があったら、倉庫の整理でもしたらどう？　いくら家宝って言われていても九百年前の火の魔導具は危険よ」

　皇太后陛下の表情が変わった。もう一押し。

「私はシェリルの娘に転生して、次こそアーネスト様と結ばれたいの。お姉様は長生きして応援してちょうだい」

　自分の首を絞めるようで言いたくなかったけれど、私はマデリン様の要望を告げた。

「……マデリン……マデリンを思いだしました。身振り手振り……表情も……」

　淑やかな姉と活発な妹だ。性格は水と油のように違ったけれど、仲は良かったという。

「皇太后陛下、マデリン様はいったいなんのために氷柱になられたと思いますか？　これ以上、悔やまないでください」

　私は大聖女として皇太后陛下を真正面から見据えた。マデリン様の気持ちを無駄にしてほしくない。

　空気が一変した瞬間、皇太后陛下を縛っていた目に見えない鎖が切れたように見えた。周りのオーラも軽くなったような気がする。

「大聖女シェリルよ。私が後見に立ちます。シーグローヴの養女におなりなさい」

　突然、予想だにしていなかったことを切りだされ、私の大聖女仮面が外れた。

「……はい？」

「ウォーベック侯爵夫妻やダンヴァーズ公爵夫妻が、私のところにも参りました。話の内容はわかりますね」

　皇帝夫妻を抑えるため、皇太后陛下を取りこもうとしたのだろう。説明されなくても容易に想像できる。

「私はどちらにも関わりたくありません」

「花園の風向きはご存じね？」

　貴族辞書で要約・帝宮の勢力図を知らないとは言わせない。

　皇帝夫妻もダンヴァーズ派に圧されているが、皇太后陛下は中立を保っていた。甥は皇帝夫妻派の宰相だが、すべてから一線を引いていたのだ。第三皇子妃時代も皇太子妃時代も皇后時代も控えめだった。しかし、密かに恐れられていた。卓越した魔力と財力を武器に帝国内最高の情報網を持っていたのだ。皇太后陛下が気弱だと侮り、仕掛けて破滅させられた高位貴族は少なくない。最高の国母だ。

「風は気まぐれ。変わるもの」

「風向きを変えるため、シーグローヴの養女になりなさい」

　皇太后陛下が扇を振ると、合図だったらしく、繊細な細工が施された扉が開いた。宰相であるシーグローヴ公爵と第二皇子の侍従長がいる。

「つい先ほど、皇帝陛下に、ウォーベック侯爵夫妻と大聖女シェリルの婚約者がご挨拶されました」

　宰相に抑揚のない言葉で言われ、私は自分の耳を疑った。

「……は？　婚約者？」

　私の知らない私がいる？

「ヴァーズ子爵です」

　ロレッタが泣き喚いていた姿が脳裏を過った。面識はあるが、だいぶ年下だ。ダンヴァーズ公爵の補佐官のような立場だったはず。

「ダンヴァーズ公爵の従弟？」

「はい。婚約されたのですか？」

「私の知らないうちに婚約者ができたのでしょうか？」

　私が皮肉混じりに聞き返すと、宰相は淡々とした調子で言った。

「皇帝陛下は許可されていません。ウォーベックが貴族である限り、婚約は整っていない」

　ユージン殿下の求婚が間に合ってよかった、と宰相は独り言のようにボソリと零す。よほど、肝を冷やしたらしい。

「まさか、その場でユージン殿下と私の？」

　シーグローヴ公爵は映像の魔導具を使って、皇帝夫妻に詰め寄る両親を見せてくれた。クライヴ様によく似た従弟もいる。

『皇帝陛下、我が娘シェリルはヴァーズ子爵と愛し合っています。どうして許可をいただけないのでしょう？』

　……あれ？　お父様は前々から私とヴァーズ子爵の結婚を画策していた？　皇帝陛下に婚約許可を申請していたの？

『大聖女シェリルからそのような話、聞いておらぬ』

　グッジョブ、皇帝陛下。

『シェリルは大聖女という役目に縛られ、自分の気持ちを明かせないのです。どうか、娘を幸せにしたい親心を理解してください』

『大聖女シェリルは我が息子が幸せにする。安心せよ』

　だいぶ手順は違うけれど、皇帝陛下の指示により、求婚状がお父様に差しだされた。居並ぶ宰相や側近たちの圧力により、お父様も求婚状に目を通す。

『ユージン殿下とのご縁談は辞退させていだたきます。シェリルはヴァーズ子爵を愛しています。責めは我ら夫婦がいくらでも』

　不敬罪、謀反、と側近たちが威嚇するように言い放ったけれど、お父様もお母様もヴァーズ子爵も怯まない。

『我が息子は幼き頃よりシェリルに一途ぞ。今まで縁談を断ってきた理由はそなたも知っておろう』

　皇帝陛下とお父様は実りのない言い合いを続けた。皇后陛下とお母様は微笑んでいるけれど、どちらも目は笑っていない。

　結局、保留になった。……否、皇帝陛下が権力でねじ伏せた感じ？　さすがのお父様も引くしかない。けれど、諦めた気配もない。これから水面下で工作するのかな？

　映像が切れた瞬間、宰相は冷淡に言い放った。

「ウォーベックは帝室からの求婚を断りました。不敬罪に問うてよろしいですか？」

「宰相、お待ちください」

　マジ頭が痛くなってきた。ここまで自分の両親がひどいと思わなかった。……いや、娘のためだって思いこんでいるのかな？　いつもの自分勝手な思いこみ？

「大聖女シェリル、私の娘になってください。うちは男ばかりで娘の扱い方はわかりませんが、娘の意思を無視するようなことはしません。ユージン殿下との縁談も娘の意思を尊重します」

　宰相はいきなりムードを変え、切なそうな表情を浮かべた。どこからどう考えても、私にとって悪い申し出ではない。

「ウォーベックが承諾するとは思えません」

　ウォーベック夫妻になんの過失もない限り、子供の意思だけで養子縁組はできない。帝国だけでなく大陸でも養子縁組はややこしいの。

「帝室と大聖堂、皇后陛下の母国にも協力を仰ぎます。皇太后陛下のお力添えもあれば可能でしょう」

　……あぁ、そうか。

　たぶん、皇太后陛下はウォーベックに承諾させる弱みを握っている。ダンヴァーズの弱みも握っているよね？

　差しだされた手を拒む理由は見つからない。

「シーグローヴ公爵、お養父様と呼んでもよろしいの？」

　私が娘気分で尋ねると、宰相の口元がだらしなく緩んだ。

「……感動しました……娘っていいものですね……」

　あれ？　シーグローヴ公爵ってこんな人だった？

　話が決まれば後は早い。

　私の後見人が皇太后陛下になり、シーグローヴ公爵夫妻の養女になることが決まった。

　……否、お父様は異議を唱えたし、ダンヴァーズ派がこぞって非難した。けれど、大聖女保護として、帝室や大聖堂関係者が押し切ろうとした。皇后陛下の母国も協力してくれたらしい。それでも、ダンヴァーズ派の息がかかった貴族や商人たちの圧力が凄まじい。

　結果、帝国を二分する大騒動。

　ユージン殿下は今にもウォーベック邸とダンヴァーズ邸を魔力で吹き飛ばしそうな勢い。……いや、貴族街ごと危ない。

　ウォーベックとダンヴァーズ派は大陸から傭兵を掻き集めている。水面下で海賊にも接触しているみたい？

　下手をしたら内戦勃発？

　どうしたら、いいの？

　ガツン、と大聖女ウィレミナに大目玉を食らったような気がした。
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　大聖女の予定を知っているのはほんの一握り。

　常に私は身元のしっかりした女官や騎士に囲まれている。なのに、ダンヴァーズ派は巧妙な手で絡み取ろうとする。買収されそうになった女官や騎士は気づいた時点で解雇したという。厨房の見習いまで、ダンヴァーズは利用しようとしたから呆れ果てた。

「大聖女シェリルはプディングをお好みです。プディングメニューで不在を読み取ろうとしたのでしょう」

　報告してくれた料理長も困惑していたけれど、私の大好物まで利用される？

　ユージン殿下の魔王化が進んで、私の周囲とダンヴァーズ派が少しでも接触したら排除するようになった。

　皇后陛下も事態を重く見て、自身の首席侍女を私の専属侍女として使うように手配してくれた。

「シェリル、私が心から信用している者をあなたのそばに置きます」

　実家やロレッタからは相変わらずの手紙と贈り物が届く。ダンヴァーズ派の勢いは増すばかり、私を守ろうとするユージン殿下どころか皇帝夫妻の立場が悪くなる。

　いつまでこんな薄氷を踏むような日々が続く？

「……私が戻ればいいの？　私さえ我慢すればすべて丸く収まる？」

　つい、実家から送り付けられた伝達の魔導具の前でポロリと零してしまう。

　確かに、カギを握るのは私だ。何事もなかったように、私がウォーベックに戻れば問題は一気に解決する。ユージン殿下も相応しい女性と縁談を結ぶだろう。ユージン殿下の未来のためにもそれがいい。けど、けれど……。

　思いあぐねていると、皇后陛下の首席侍女が現れた。

「大聖女シェリル、お時間でございます」

　前世のように狭い部屋にひきこもっていても仕方がない。大聖女ウィレミナから与えられたお役目を果たそう。なんといっても、女性の自立は必須不可欠。

「託児所の完備はできるのね？」

　労働を希望する女性は多いけど、幼い子供がいるから諦めるという。令和の日本女性と同じ悩みを抱えている。私が仕事場に託児所を備えることを提案したら驚愕された。画期的なアイディアだと、賛成してくれたのは宰相だ。

「担当者にお聞きください」

「託児所のこと、どう思う？」

「女性を救うため、有効な一手だと存じます」

　首席侍女の言葉に、私は勢い込んだ。

　……けど、あれ？

　首席侍女が私を裏切った？　……いや、つまり、あの首席侍女が皇后陛下を裏切った？　そんなわけはないよね？

　けれど、私は首席侍女の指示に従って、ゲートで瞬間移動して、女性支援の食堂責任者に会う予定が、お父様やお母様、ロレッタたちに囲まれている。ここはどこ？　帝都の外れにあったウォーベックの別邸？

　赤ん坊のロレッタを抱いたお母様を中心とした家族の肖像画が飾られている。部屋を見渡せば、子供時代の私の肖像画が多い。

　……え？

　大きな姿見の前に置かれている純白のウェディングドレスは私が着るはずだった……十五年前の……ティアラや首飾りも？

　十五年前の絶望が蘇り、膝から崩れ落ちそうになる。

　……否、お母様に涙目で手を握られた。

「シェリル、安心してね。もう大丈夫よ。私たちが守るわ」

　お母様の言葉で自分を取り戻し、冷たい目で振り払った。

「大聖女の誘拐は極刑です。覚悟はよろしくて」

「シェリル、もういいの。国のために命をかけることはないのよ。幸せになりなさい」

　お母様が手で指した先は、十五年前に袖を通すはずだったウェディングドレスだ。婚約者候補のヴァーズ子爵が私に跪き、求婚しようとしたから遮った。

「幸せになりたいから、あなたたちと関わりたくない。恨んでいます」

　以前なら口にできなかった言葉がすらすら出る。

　しかし、依然としてなんの効果もなかった。

「……シェリルならわかってくれると思ったの。ロレッタがあまりにも哀れで」

　お母様が被害者のような顔で泣き崩れるからムカつく。お父様やクライヴ様、ロレッタも同じ顔。

「私は哀れではなかったのですね」

「あなたは優しくて強いから、わかってくれると思っていたの」

　お母様の涙混じりの言葉に同意するように、お父様やクライヴ様は相槌を打った。ロレッタの目もうるり。

「生涯、許しません。恨んでいます。二度とお会いしたくない。私はシーグローヴ公爵の養女になります。私の幸せを邪魔しないでください」

　犠牲の上に繁栄はない。今さらながらに大聖女ウィレミナの格言を噛み締める。私を犠牲にして、ウォーベックに繁栄はない。

「シーグローヴ公爵に利用されます」

「私、実の両親や婚約者に殺されましたの。よく言えますね。母親面する資格はありません」

　母親面するな、と私はありったけの憎しみをこめて睨み据えた。昔のウェディングドレスを引き裂きたい。

「それでも、私はあなたの母です。血の繋がりは消えないわ」

「捨てた娘に縋るのはみっともないです。おやめなさい」

「捨てていない……捨てたわけじゃないの」

　シェリルならわかってくれると思ったの、とお母様は号泣した。その一点張りだ。泣いて押せば私が引くと思っているのかな。

「お母様、私が泣いたら鞭で打たれました。感情を爆発させないように教育した娘の前で泣くのですか？　ウォーベックの恥」

　私が過去に触れると、お母様の肩が震えた。

「あなたはダンヴァーズ公爵家に嫁ぐことが決まっていたから、厳しく教育しました……わかってくれるわよね……」

　お母様にはお母様なりの葛藤があったことを知っている。だから、耐えた。耐えて耐えてこの結果？

　よくよく見れば、純白のウェディングドレスに薄い染みがついているわよ。今までどこに保管していたのかな？

「私の代わりにロレッタがダンヴァーズに嫁ぐことになったのに、どうして、厳しく教育しなかったのですか？　ウォーベックの恥ですわよ」

　やんちゃ殿下でもそれ相応のマナーを身につけたのに、ダンヴァーズ公爵夫人は少女時代のまま。

「……も、もう……許して……わかってちょうだい」

　シェリルならわかってくれると思っていた、とお母様は呪文のように繰り返した。お父様も同じくしつこい。

　これ、地獄のループ？

　暴れない私を全力で褒めたい。

「お姉様、ウォーベックがいやならうちに来ればいいわ」

　ロレッタには私の辛うじて保っていた神経がブチ切れそうになる。

「ロレッタ、呆れた。馬鹿だと知っているけれど、まだそんなことを言っているの？」

「そうよ。私は馬鹿だもん。お母様がお姉様を贔屓して産んだから私は馬鹿なの」

　子供のように唇を尖らせ、手を腰に当ててくねらせた。少女時代なら可愛くても、今ではきもい。ロレッタは時が止まったままなのかな？

「ロレッタはダンヴァーズ公爵夫人の務めができなくて、サポートがほしいだけでしょう」

　大聖女ウィレミナに十五年間ダイジェストを見せてもらってよかった。私も馬鹿だから騙されていたかもしれない。

「そうじゃない。お姉様のためよ」

「ロレッタ、いい加減に現実を見なさい。あなたは氷柱を泣いていやがった。私があなたの犠牲になりました」

　こんなこと、何度も言いたくないのに。

「私は何も知らなかったの。許して」

　ロレッタ、拝むように手を合わせても無駄よ。

「ロレッタも許しません」

「……お、お姉様？　本当にお姉様なの？」

　ロレッタは少女時代のように首をふるふる、と儚げに振る。

「私ならどんなひどいことをしても、許してもらえると思ったの？」

「私は知らなかったのよ」

「私はクライヴ様の妻になりたくて必死に頑張ったの。あなたの身代わりになって奪われたの」

　前も言ったよね？

　こっちもリピートしたくないのに。

「……だ、だからぁ、ダンヴァーズ家で暮らせばいいわ。クライヴ様が一緒だから幸せでしょう」

　この子、本気でそう思っている？

「馬鹿にするのもいい加減にして。私はクライヴ様の妻になりたかったの。召使いになりたくて厳しい教育を受けていたわけではないわ」

「だ、だからぁ～っ、その教育を生かすためにもうちに来て。その教育を無駄にしないでぇ」

　ロレッタ、脳内の花畑が広すぎる。

　けど、クライヴ様やヴァーズ子爵もなんとも思っていない？　ただただ私を取りこみたい？　そんなムード？

「これ以上、話は無用」

　聖力を爆発させようとした瞬間、ロレッタが大声を張り上げた。

「待って。助けて」

「氷柱の身代わりの事実が発覚すれば、ウォーベックもダンヴァーズも家門断絶、お父様にお母様、ダンヴァーズ公爵は公開処刑……おわかりですね。これ以上、騒がないで」

「お姉様、いやぁ、そんな冷たいの、お姉様じゃないわ」

「ダンヴァーズ公爵夫人、見苦しい」

「助けて」

「ロレッタ、あの時、泣き続けたら私が氷柱になると思って泣き続けたのでしょう？　その手はもう使えません。無邪気な顔をした悪女」

　過ぎし日、私はロレッタの本心に気づかなかった。天真爛漫な妹にそんな意図があるとは予想だにしなかったのだ。けれど、楽園でほかの氷柱たちに教えられた。無邪気な妹ではない、と。

「ひどいわ」

　宝石のような瞳から滂沱の涙が滴り落ちる。けれど、お父様やお母様、ダンヴァーズ公爵もハンカチを差しださない。優しく肩を抱いて慰めることもしない。さすがに少しはわかったのかな？

「助けて、とロレッタは泣き続けた。お父様もお母様もクライヴ様も、あなたを助けるために私を犠牲にした。あなたは私が犠牲になることを見越して、逃げることもせずに泣き続けたの。バレているわよ」

　私は積年の鬱憤をこめ、一気に捲し立てた。

　妹は昔から泣き続けたら周囲が折れることを知っていた。氷柱も私に押し付けるため、泣き続けたのだ。

　お父様やお母様、クライヴ様が今さらながらに気づいたらしく。はっ、とした目でそれぞれロレッタを見つめた。

「お姉様じゃない。魔物なの？」

　私にはあなたが魔物に見える。

「私は大聖女よ。魔物はあなたでしょう」

　魔物じゃなきゃ、そこまで姉を平気で利用できないよね。

「誤解しないで。助けて。一緒に住んだらまた仲良しに戻るわ」

「ダンヴァーズ公爵夫人、二度とお会いすることはありません。あなたたちは罪を償わなければならない」

　これ以上、時間の無駄。

　耐えられない、と私がいきり立った時、凄まじい爆音とともに窓が吹き飛んだ。サファイアブルーの炎とともに天井の端も崩れ落ちる。古いウェディングドレスも吹き飛んだ。

「きゃーっ」

「こ、これは……」

　サファイアブルーの魔力は第二皇子の狼煙。

「リル、無事か？」

　案の定、魔王が火柱とともに現れた。背後ではサファイアブルーの竜巻に巻き込まれたダンヴァーズやウォーベックの騎士たちが白目を剥いて飛んでいる。大陸最強と目されている傭兵騎士たちも失神していた。

「ユージン殿下、遅い」

　大聖女ウィレミナ直伝、がんつけ。

　私が睨み据えると、やんちゃ殿下から意外にも怒りが削がれた。

「すまない」

　ユージン殿下の背後から、顔面蒼白の侍従長や騎士団長たちが現れた。皇太子殿下の側近まで揃っている。

「大聖女の拉致、誘拐の罪は重い」

　侍従長がユージン殿下を押さえ込むように前に出ると、ロレッタは目を潤ませて言った。

「いやですわ。誤解なさらないでくださいませ。お姉様が逃げてきたのです。私たちはお姉様に助けを求められたのです……お姉様、そうよね？　お姉様は家族のところに戻りたかったものね」

　そうよね、……ね、……ね、とロレッタは同意を求める。お父様やお母様、クライヴ様も私が賛同すると信じているみたい。

　馬鹿にするな。

「大聖女ウィレミナの名にかけて誓います。私、嘘は申さない。誘拐されました」

　私が毅然とした態度で言うと、ロレッタは悲しそうに首を振った。

「お姉様、嘘を言わないでぇ」

　ロレッタに続き、お母様も涙に濡れた顔で言った。

「恐れながら申し上げます。私どもは家族を迎えたいだけです。シェリルは私がお腹を痛めて産んだ娘でございます」

「そんな言い訳が通用すると思うか？」

　ユージン殿下が忌々しそうに言うと、お父様が父親の顔で口を挟んだ。

「シェリルを今度こそ、幸せにしたい」

「幸せにしたいのならば、どうしてシェリルの気持ちを尊重しない」

　ユージン殿下の苛立ちが大地を派手に揺らす。不気味な地鳴りが響き、ガラスや鏡の破片が舞い上がり、お父様は苦悶に満ちた顔でこめかみを揉んだ。端正な紳士だから絵になるね。

「愛しい娘は誤解しているのです」

　父親面を見るのもいやだ。

「お父様は嘘ばかり。私の幸せとは何ですか？」

　私が恨みをこめた顔つきで尋ねると、お父様は猫なで声で答えた。

「幸せな結婚だ」

「私、ヴァーズ子爵との結婚はいやです。拒否します」

「ヴァーズ子爵はお前を大事にしてくれる。私の命をかけよう」

　駄目だ。

　何をどう言っても駄目とわかっているのに、どうして私は言葉を尽くす？

　これはもう、あの手しかない。

　やんちゃ殿下、力を借りるね。

「私はユージン殿下を愛しています」

　私が恋する乙女を意識して告げた瞬間、静まり返った。ユージン殿下の感情による地鳴りも止まる。

　ユージン殿下や侍従長の目は宙に浮いたままだ。

　妙な沈黙を破ったのはお父様だった。

「………まさか」

　ありえない、とばかりにお父様は手を振る。

「私が氷柱になった後、ユージン殿下は何度も来てくださいました。立派に成長された今も真っ直ぐに愛を捧げてくれています……私の元婚約者のように心変わりはないでしょう。その信頼があります」

　……あぁ、そうだ。

　私が卑屈にならず、前を向けたのはユージン殿下がいたからだ。

　改めて口に出したら、ユージン殿下の存在にどれだけ助けられていたのか、今さらながらにわかる。

　ユージン殿下の一途な想いに支えられていたんだ。

「シェリル、君への愛を失ったわけではない。君ならわかってくれると思ったんだ」

　元婚約者が慌てて口を挟んだけれど、私は馬鹿馬鹿しくてたまらない。

「不実な元婚約者のせいで男性不信になりました。結婚する気はありませんでしたが、ユージン殿下のおかげでもう一度、男性を信じることができそうです」

　結婚する気なんてない。

　二度と誰かに恋するつもりもない。

　正直、恋はできない。恋が怖い。男も怖い。けれど、ユージン殿下は信じられる。これだけは確かだ。

「シェリル、俺は子供の頃からお前だけだ。未来永劫、お前ひとり」

　ユージン殿下に真摯な目で言い切られ、私は大きく頷いた。疑いたいのに、疑うことができない。

「ユージン殿下の言葉は信じられます……そういうことですから、私は信じられる男性に嫁ぎたい。お父様、私の幸せのため、わかってくれますね？」

　私はユージン殿下からお父様に視線を流した。これで引いてくれなければ、聖力の檻で捕縛します。

　さすがに通じたらしく、お父様は私に向かって頭を下げた。

「シェリル、すまなかった」

　お父様、わかってくれたね？

「お父様もお母様もロレッタも元婚約者も恨んでいます。恨み骨髄の心を癒してくれたのは、一途なユージン殿下でした」

　……うん、それだ。本当にそれなの。こんな時にもうまい言葉が見つからないけれど、やんちゃ殿下の存在が大きかった。

「シェリル、優しく聡明な娘を愛していた。それは本当だ。信じてほしい」

　お父様、まだ言うか。

「身勝手な愛し方ですね。これ以上、恨みたくありません。私の幸せのため、引いてください」

　お父様は陰鬱な顔で頷いたけれど、ロレッタはヒステリックに泣き叫んだ。

「お姉様がユージン殿下を愛しているなんて嘘よーっ」

「シェリル、すまなかった。君を愛していた。あの時はどうかしていたんだ。目を覚ました今、君に永遠の愛を誓う」

　元婚約者、この期に及んでまだ言うか？

　ユージン殿下がブチ切れそうになり、別邸に激震が走る。開放的になった部屋から真っ二つに裂けた大木や馬車が見えた。

　私が慌てて飛びつくと、ピタリ、と止まる。

　やんちゃ殿下、ちょっといい子にしていて。

「時間の無駄です。話し合いにならない」

　私が諦めの境地で言うと、侍従長が一歩前に出た。

「大聖女の誘拐及び監禁の罪にくわえ、十五年前の反逆の罪も問われます。お覚悟召され」

「十五年前の反逆罪とはなんのことだか」

　ダンヴァーズ公爵は素知らぬ顔で流そうとしたけれど、侍従長はふっ、と嘲笑するように鼻で笑った。

「誤魔化しても無駄です。大聖女シェリルには保存の魔導具を忍ばせています。会話はすべて確かめました」

　侍従長の言葉に呼応するように、私はドレスの裾を上げ、黄金の花の飾りがついた靴を見せた。一見、単なる靴だけど、魔導具を兼ねた靴よ。ユージン殿下が私のために大魔法師や魔導具師を締め上げて作らせた特注品。

「シェリル、そなたは氷柱をいやがらなかった。すんなり受け入れてくれた」

　お父様は悲哀を漲らせて過去を振り返ったから、私もありのまま気持ちを吐露した。

「拒んでも無駄だと思ったのです」

「あの時、どうしてもっと強く拒まなかった？」

　お父様だけでなくお母様やクライヴ様たちの素朴な疑問らしい。私が反抗しなかったから、賛同したと思ったのかな。

「拒めないようにしたのはどなた？　ロレッタのように泣き叫べばよかったのですか？　淑女にあるまじき振舞い、と鞭打ちではなくて？」

　鞭の痛みは心身ともに抉られる。

「シェリル、そなたは優しくて強い子だ」

　私は大切に教育されているように見えて、言いなりになるように教育された。楽園でようやく呪縛が解かれた。

「もうやめましょう。これ以上、庇えません。引いてくれたら、十五年前の罪まで問われることはなかった。自業自得です」

　私は一呼吸置いてから、言葉を重ねた。

「……が、私が泣いていやがらなかったことは事実です。十五年前の罪は私の顔に免じ、不問に付してください」

　私がユージン殿下や侍従長たちに向かって一礼する。十五年前、私も泣いていやがればよかったのかもしれない。そんな思いも浮かんだ。

「この際、すべて公にしましょう。お互いのため、ラスミアのため、秘することがあってはなりません」

　侍従長に国を憂う目で進言されたら、私はいやでも真意に気づく。

「二度と人柱が立たないように？」

「そうです。田舎では人柱信仰が根強い。例の間違ったご神託の件、当時の大神官長が氷柱のきっかけを作った件で、大神官長や大聖堂の権威も落ちましたが、今になって神官が人柱無用論を唱えても……あぁ、どのように言えばいいのか……不測の事態です」

　侍従長自身、どのように説明すればいいのかわからずに混乱しているようだ。なんにせよ、人柱は無用だと、帝国だけでなく大陸の隅から隅まで叩きこみたい。

「すべてお任せします」

「大聖女ウィレミナの末弟の末裔として誓います。大聖女シェリルの信用を裏切ることはしません」

　侍従長の指示により、ウォーベック侯爵夫妻たちが帝国騎士団や近衛騎士団に連行される。ロレッタの泣き声に誰も耳を貸さない。

　首席侍女はユージン殿下に向かって完璧なカーテシーを披露していた。

「おい、リルを囮にするとは聞いていない」

　ユージン殿下に凄まじい殺気を向けられたけれど、首席侍女は右から左に流しながら言った。

「時間がございませんでしたから」

　首席侍女は貫録を見せつけた後、一呼吸おいて私に一礼した。

「私を買収しようなど、笑止千万……ですが、ほかの侍女や女官に手を出される危険を考慮し、私がお相手を務めさせていただきました」

　私は納得した。皇后陛下に忠誠を誓った首席侍女がダンヴァーズ派と手を組むなんて、絶対にありえないと思った。あえてダブルスパイの役割を果たしたのだった。

「やっぱり」

「私に直に接触したのはウォーベック侯爵夫人です。証拠を提出いたします」

　首席侍女は隠し持っていた保存の魔導具を侍従長に渡した。これでどんなにお母様が言い訳を捲し立てても無駄だろう。

「お母様も馬鹿だったのね」

「ウォーベック侯爵夫人だけでなくご一同様、焦っていたようです。シェリル様が戻ればすべて丸く収まる、と考えていたようですね」

　おそらく、大聖女を取り戻せば一気に挽回できると踏んでいたのだろう。浅はかすぎる。

「私が戻るわけないのに」

「大聖女シェリル。かつてシェリル嬢に指導した侍女筆頭としてお聞きください」

　首席侍女に神妙な面持ちで距離を詰められ、私は怪訝な顔で見つめ返した。

「はい？」

「シェリル嬢は甘すぎる。人から自分がどう見られているか、どう見えるか、少しはお考えになってください。人はシェリル嬢のように優しくありません。欲深き生き物です」

　基本、人は自分のためにしか動かない。自分のために他人を利用しても当然のこと。家族であっても同じ。

「それ、楽園で大聖女ウィレミナにも注意されました」

　優しくしたら気が弱いと侮られる。優しくしたら感謝してくれる人と付き合いなさい、とも。

「善人でもシェリル嬢を知れば悪人になります」

「それ、楽園で指摘されました」

「善人を悪人にしてしまう自分を改めてくださいませ」

　首席侍女の指導が心に突き刺さった。自分を殺してまで人に合わせるな。ナメられたらおしまい、と。

「リル、大丈夫だ。俺が守る」

　やんちゃ殿下がドヤ顔で肩を抱こうとするから逃げる。

　さっき、私はなんて言ったんだっけ？

　思いだした途端、顔から火が出た。

　けど、やんちゃ殿下が庭園の水たまりをペロペロしようとしていた時を思いだせばすぐに鎮静化。

　さしあたって、この後始末で下手を打ったら詰む。

　首席侍女の一言により、私はユージン殿下とともにウォーベック別邸から帝宮に戻った。












　すでに一連の騒動は知れ渡っているらしく、帝宮全体が揺れている。ダンヴァーズ派が躍起になって家族愛をアピールしていた。ダンヴァーズ公爵のお母様の母国までしゃしゃり出てきたから万事休す。

　これ、どうなる？

　公正な裁判を開きたくても開けない？

　少しでも落ち着くように、バニラで香り付けした紅茶を淹れてもらったけれど、目の前にユージン殿下がいるからそれどころじゃない。

　侍従長が書記長や財務官長、皇太子殿下の側近を連れて顔を出した。

「大聖女シェリル。ウォーベック侯爵がいない今、改めてお聞きします。大聖女の拉致誘拐ですが、家族愛を盾にするでしょう。今回、どのような幕引きをお望みですか？」

　お母様が言った通り、私の立場がどうであれ、血の繋がりは消えない。ここぞとばかり、親の顔で訴えるだろう。

「極刑は望みませんが、罪として裁いてほしい」

　罪として裁かなければ、今後、私は本当に危ない。お父様はともかく、ロレッタに反省の色は微塵も見えなかった。

「ユージン殿下への愛の言葉、しかとお聞きしました。早急に婚約を調えます」

　言質取った、とばかり侍従長の目は輝いている。

「それはお待ちください」

「シェリル様とユージン殿下が愛し合っていると証明されれば、今回の件、罪に問えるでしょう」

「……あ」

「ダンヴァーズ派を切り崩すため、大聖女の意向を明確にしてほしい。よろしいですね」

　侍従長に有無を言わせぬ迫力で押し切られてしまった。……って、反論する前に消えてしまったの。

　気づけば、魔王みたいな表情の第二皇子とふたりきり。

「……おい」

　子供の頃みたいにどんなにご機嫌が悪くても、魔力爆弾が飛んでこない。本当に大人になりましたね。

「ユージン殿下、ご迷惑をおかけしました」

「おい」

「困りましたね。どうしましょう」

　婚約以外に手がないか、必死に考えようとしたけど、ユージン殿下に思い切り肩を揺さぶられた。

「俺の嫁になれ」

　痛いぐらい真っ直ぐ見つめられ、心魂の傷が痛んだ。リアル白馬に乗った王子様の求婚が辛い。

「どうして？」

「好きだから」

　プイっ、と顔を背けてぶっきらぼうに言われた。照れているみたい。自分でもわけがわからないけれど、私は苦しくてたまらない。

「驚きました」

「驚くな」

　ユージン殿下、シェリルの姿だから気に入ってくれたのかな？　前世の姿だったらバイ菌扱いしてそばにも寄せなかった？　ブス菌が感染する、って騒ぎ立てるタイプ……に見えるようで見えないけれど、違うのかもしれないけど、どうなのかな？

　もういいや。

　悩んでも仕方がない。

　私は虹色の指輪の力を借り、前世の姿になった。身に着けているものは同じだけど、見目は残念な子そのまま。

　ユージン殿下は突然の変身に戸惑っている。

「ユージン殿下、これが本当の私です」

「本当のシェリル？」

　爽やかに整った顔立ちは驚愕してもイケメン。

「この姿でも愛してくれますか？」

　無理でしょう？

　結局、私は前世のままだと思う。そんな私が光り輝く皇子の妻になることはできない。きっとクライヴ様も気づいていたんだ。

「シェリルならなんでもいい」

　一瞬、何を言われたのかわからず、私は怪訝な顔で聞き返した。

「デブスだのドブスだの、揶揄された女と添い遂げられますか？」

「だから、シェリルならなんでもいい。そんな姿に化けてまで俺を拒むのか？」

「愛されたことがないから怖いのです」

　感情が昂り、取り繕うことができなかった。年上のメンツやら何やら、いっさいかなぐり捨て、ストレートに感情をぶつけてしまう。

「はぁ？」

「私の前世の姿です。友人はひとりもおらず、家族には馬鹿にされ、寂しい一生を終えました。転生しても魂はこの時のまま」

　正月、肺炎になっても家族に救いを求められず、狭い部屋で苦しみながら死んだ。妊娠中の妹が帰省していたのよ。『胎児にブスの影響があったら困るから出てこないで』って妹に言われてね。

「前世？」

　ユージン殿下の凛々しい眉の歪みっぷりがすごい。

「転生して綺麗に生まれ変わったと思ったら、婚約者にも家族にも妹の身代わりになれと言われました。私は誰にも愛してもらえない」

「馬鹿か」

「ユージン殿下もロレッタがそばにいれば、ロレッタを愛したと思います」

「いい加減にしろ。俺は子供の頃からお前しか見ていない」

「怖いのです」

　私を一途に想ってくれたのはやんちゃ殿下だけ。身に染みて知っている。よくわかっているけれど。

「俺はお前が消えそうで怖い」

「馬鹿な子」

「大人になった」

「大人になったらこんな女を選んではいけません」

　ユージン殿下ならばどんな美姫でも思うがまま。

「大人になったから俺のものにできる。文句言わずに俺の妃になれ。その姿がいいならその姿でいろ」

　ユージン殿下に凄まじい力で抱き締められ、私は身体を竦ませた。前世も含め、男性とこんな風に接近したことがない。心臓の鼓動が速くなり、呼吸もおかしくなる。けど、全力を傾けて舌を動かした。

「こんなブスでいいのですか？」

「シェリルならなんでもいい」

　甘えるように肩口に顔を埋められ、私は自虐的に言った。

「ブス妃でもいいのですか？」

「お前を馬鹿にする奴は全員、ぶっ飛ばしてやる」

　ユージン殿下が言った途端、背後に灼熱の炎が燃え上がった。嘘ではなく本気だ。疑いようがない。

「どうして……」

　何故、私なんかを？

「俺はガキの頃からお前だけだ」

「……どうして……」

　私の目から大粒の涙が滴り落ち、ユージン殿下は動揺した。

「なんで、泣く？」

「お腹が痛くて泣いているわけじゃありません」

　私が先手を打つと、ユージン殿下は不遜な顔つきで言い放った。

「泣いても俺の嫁だ。いいな」

「私のどこがいいんですか？」

「わからないけど、全部」

　ユージン殿下に胸を張って言い切られ、私は胡乱な目で聞き返した。

「……それはいったいなんですか？」

「俺もわからない。わからないが、子供の頃から俺はお前だけだ。どんなに皇子の義務を説明されてもな」

　やんちゃ殿下も皇子としての自覚がないわけではない。それでも、ラスミアにとって必要な政略結婚を拒んできた。その代わり、危険な魔獣討伐を一手に引き受けたという。侍従長や帝国騎士団長、専属騎士たちから聞いた。

「……もう」

　私が溜め息をつくやいなや、ユージン殿下の唇が近づいてきた。

　チュ、と軽く重なり合ってから離れる。

　……え？

　今、何をした？

　ブスの顔にキス？

　前世も含めたファーストキス？

「キスした。責任を取る」

　もう駄目、ぐちゃぐちゃで上手く言えないけれどすべて駄目だ。

　ユージン殿下を拒めば、私の心魂に新しい傷が増えるだろう。

　信じられる人を受け入れるしかない。

　私はやんちゃ殿下の広い胸の中で泣き続けた。そうして、ユージン殿下に責任を取ってもらうことにした。

　私も前を向いて一歩進もう。












　私とユージン殿下が揃って皇帝夫妻に結婚を願い出た瞬間、帝宮の風向きが変わった。……否、帝都どころか大陸中の風向きに変化有。

　二度と人柱という悲劇を生まないためにも、私は十五年前の氷柱交替の真実も明かした。

　例によって、両親やロレッタ、元婚約者は自己弁護に励んだけれど、火に油を注いだようなもの。

　追い打ちをかけるように、皇太后陛下はウォーベックやダンヴァーズが海賊と極秘契約を結んでいた証拠を提出した。蜂起した際、海賊は海から帝都湾を侵略する手筈が整っていた模様。

　いっせいにダンヴァーズ公爵夫妻とウォーベック侯爵夫妻は見限られた。華麗なる手の平返しだ。昨日までダンヴァーズ公爵を擁護していた宮廷貴族が今日は火刑を主張する。

　公開処刑が妥当、という声が大きい。

　私としては生きて反省してほしい。

　当然、見逃すわけにはいかない。

　しかし、ダンヴァーズ公爵未亡人の母国から嘆願の特使が送りこまれた。北の大国は最大の脅威だ。これを拒絶したら開戦のきっかけになりかねない。

　結果、ダンヴァーズ公爵家とウォーベック侯爵家は家門断絶。

　全員平民に落ちた後、ダンヴァーズ一族は北の大国に送られた。その際、ロレッタは離婚されて戻る。子供たちはダンヴァーズが引き取った。

　お父様はすべての責任を取る形で北の監獄に収監された。

　お母様やロレッタたちは、これから苗字を持たない平民として生きていく。温情だけど、贅沢に慣れた身にとって死ぬより辛いだろう。何より、屈辱だ。お母様は実家を頼ろうとしたけれど拒絶され、エリオットの夫人の実家であるタリス伯爵に縋ることになった。使用人部屋に押しこまれるらしい。

「ロレッタ。これで公爵夫人のマナーを学ばなくてもいいですよ。平民として生きるならば淑女のマナーは無用です。お母様も教育する必要がありませんね」

　私の妹とお母様に対する最後の言葉が皮肉になった。












　さっさと結婚したい。ユージン殿下側の希望通り、皇族にあるまじきスピードで結婚式の準備が整えられた。

　正解だったと思う。

　まさか、私を狙う一団が次から次へと送りこまれるとは夢にも思っていなかったから。

「大聖女シェリル、努々ご油断召さるな。どの国も喉から手が出るほど、大聖女が欲しいのです」

　皇太子殿下に真摯な目で注意され、私は改めて自分の立場を思い知った。

　聖力は諸刃の剣？

　大聖女を奪うため、列強が裏で契約を結んだという情報も入ってきた。帝都は間諜と殺し屋で溢れかえっているらしい。

「シェリル、必ず守る。全員、ぶっ飛ばしてやる」

　ユージン殿下の殺意がえぐすぎて、帝宮に激震が走る。

　想定外の出来事が多かったけれど、時は目まぐるしく過ぎていった。皇帝夫妻の奮闘も目覚ましく、ややこしい手続きを簡素化し、時間も短縮して、結婚式を迎えた。諦めていたウェディングドレスに身を包めば、胸がいっぱいになる。首席侍女が満足そうに微笑み、養母の宰相夫人の目が潤む。

　エスコートは養父である宰相だ。

「シェリル、美しい。ユージン殿下は世界で一番幸せな花婿だ」

「お養父様、ありがとうございます」

　私の涙腺が緩む前、宰相の目が涙に濡れた。

　大聖女ウィレミナを祀る大聖堂では帝国一の美男子という名が高まった花婿が待っている。私は養父に守られながら進んだ。

　当然、私の血縁者はひとりも参列していない。けれども、後見人の皇太后陛下や養父母の関係者が勢揃い。

　不思議なくらい、ロレッタや元婚約者をなんとも思わない。エスコート役の宰相とお父様を比べることもない。

　私のエスコートが宰相から花婿に変わった。

　ユージン殿下が怖いぐらい真摯な目で永遠の愛を誓う。ソードマスターとしての力も披露し、参列した列強に圧力をかけた。

　やんちゃ殿下にこんなことができるなんて、リルはびっくりしました。これ以上、びっくりさせないでくださいね。

　私も永遠の愛を誓った。

　誓いのキスは熱くて火傷するかと思った。

　こら、やりすぎ。

　リルの顔、真っ赤にしてはいけません。
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10　ロレッタ視点












　お姉様、ひどいわ。

　どれだけ、クライヴ様を愛していたのか、ダンヴァーズ公爵夫人に執着していたのか、私は知っている。

　お父様やお母様、クライヴ様を恨むのはわかるわ。

　でも、どうして、私を恨むの？

　……私は、ロレッタよ、お姉様の妹のロレッタ。話を聞いて。昔みたいに仲良くして。お姉様は私がそばにいるだけで幸せだったでしょう。

　お姉様は優しくて、優秀で立派で、私の自慢だったの。

　昔からお姉様みたいにできなくて、家庭教師たちに怒られたけど、私には無理よ。どんなに努力しても、お姉様のようにはできない。よ～くわかっている。お姉様が楽に覚えた代々の皇帝名なんて、十年かかっても覚えられない。

　お姉様と違って馬鹿だもん。

「お母様、私とお姉様を贔屓して産んだわね。お母様がお姉様を贔屓したから私が馬鹿なのよ」

　お母様に泣きついたら笑われたけど、絶対に贔屓されたと思うわ。

　私は私らしく、自分の魅力をアピールして生きてきた。私に対する賛辞があちこちから飛んできたもの。

「帝国一の花」

「ラスミアで最も可憐な美女」

「純粋な天使だ。高慢で格式ばった貴族令嬢じゃない」

　私は正しかった。お父様やお母様、お兄様も私を溺愛したもの。お兄様の婚約者の兄弟も私に夢中よ。お姉様の生まれながら婚約者も、私に夢中になったわ。いつも視線を感じていたもの。隠そうとしても無理よ。

　正直に言うと、クライヴ様なら結婚してもいいと思った。子供の頃からお姉様の婚約者として見ていたから、男性の基準がクライヴ様になっているのよ。クライヴ様よりかっこいい独身貴族はいないし、身分が高い貴族は……って、皇族ぐらい。皇帝陛下には皇后陛下がいるし、側妃はいやだし、皇太子殿下は幼すぎる。

　求婚者は絶えなかったけれど、結婚せず、このままお父様とお母様の娘として生きていくのもいいと思った。お兄様も私の面倒を見たがったし。

　なのに、なのに、ひどわ。

　まさか、氷柱に指名されるなんて夢にも思わなかった。

　氷柱なんかになりたくなかった。

　どうして、私なの？

　お姉様でもいいじゃない。

　そう思ったけれど、口には出さなかった。お姉様は自分から私の身代わりになってくれると思ったもの。

　……だから、感謝したのよ。

　お姉様の命日には家族で大聖堂にお祈りに行ったの。お父様やお母様たちはお姉様が沈んだ氷の泉を見るのが辛くて行けなかったのよ。行かなかったんじゃない。辛すぎて行けなかったの。私もクライヴ様も同じ。

「ロレッタ、シェリルの分も君を幸せにする」

「クライヴ様、私はお姉様の分も幸せになりますわ」

　お姉様の代わりにクライヴ様に嫁いで、怖い姑にも耐えたわ。何かにつけて優秀なお姉様と比べるからひどい。

　私は息子を二人産んで、公爵夫人としての義務を果たしたのに。

　お仕置き部屋に家庭教師と一緒に監禁されたり、鞭打ちの罰を受けたり、ひどい目に遭ったわ。私はお姉様のように子供の頃から公爵夫人になる教育は受けていないの。最初から無理な話よ。クライヴ様も変わってしまった。

　どんなに泣いても許してくれない。

　でも、お姉様が大聖女として復活した。

　私を救うために復活したんでしょう？

　そうに決まっている。

　お姉様、どうして戻ってきてくれないの？

　お姉様が私を恨むなんて嘘よ。

　お姉様は優しいから皇帝陛下や皇后陛下たちに利用されているんだわ。私たちは助けようとしたの。ヴァーズ子爵と結婚して、幸せな家庭を築けばいいじゃない。












　どうして？

　何故、私が平民？

　誇り高いお父様もお母様もお兄様もクライヴ様も意地悪な姑も息子たちも……みんな、平民に落とすなんてひどいわ。

　私は大聖女シェリルの妹よ。

　お姉様、目を覚まして。

　お父様は生きては出られないっていう監獄に収監されて、魔力を吸い上げられる日々。

　私は修道院なんていやよ。

　とりあえず、私はお義姉様の実家に身を寄せるわ。与えられた部屋は使用人仕様だけど、爵位を継いだばかりのタリス伯爵は昔から私に恋をしているから改善させる。夫人と離婚して私と再婚したいみたい。面倒だから、気づかないふり。

　お姉様、早く迎えに来て。

　待っているわよ。

















エピローグ












　あれから何年、経った？

　大聖女シェリルの誘拐計画は何度もあったけど、毎回、ユージン殿下がぶっ潰した。そのほかにも、あまりにもいろいろとありすぎて、何をどうやり過ごしたのか、まったく覚えていない。ただ、私は皇女を三人、産みました。現在、四人目を妊娠中です。

　皇太子夫妻に子供ができず、ユージン殿下が特別な地位にいるの。皇太子殿下は正妃を深く愛しているから、どんな圧力をかけられても側妃を娶ろうとしないしね。私もユージン殿下も、優しい皇太子妃殿下が好きだから側妃を勧めない。

「ユージンと大聖女がいるからいい」

　これ、皇太子殿下の口癖。

　皇帝夫妻は孫娘にデレ甘の祖父母になって、何かがすっぽり抜け落ちた。元々、皇太子夫妻の私生活には関与しない。

　ユージン殿下には今さらながらに帝王教育が始まったけど無理な話よね。ただ、私との結婚から公の場での振る舞いは変わった。一気に貴公子レベルアップ。

「シェリル、無理をしてはいけないわ。少しでも辛くなったら下がるのよ」

　皇后陛下が気遣ってくれたけれど、建国記念日の式典は妊娠中でも欠席できない。無事に終えてほっとした。

　後はバルコニーに出て、お手ふり。

　私は大きなお腹を庇いながらバルコニーに出る。ユージン殿下は長女を右、三女を左に抱き、次女を肩車。

　これ、やんちゃパパと三人娘のベストポジション。礼儀にうるさい高位貴族も苦言は漏らさない。

「頼む、泣かないでくれ」

　ユージン殿下が三人の皇女をあやしながら登場すると、宮廷人たちは相好を崩した。

「なんて愛らしい」

「天使だ」

「どの皇女様もよそにやりたくない」

　バルコニーの下、ぎっしり集まった帝国民たちも大歓声を上げる。果てしなく続く道まで帝国民で埋まっている。ラスミアの旗に混じって、私とユージン殿下が救った領地の旗も振られた。

　胸アツ。

　せっかく集まってくれたんだから、大聖女直伝のハッタリじゃない浄化をサービス。

「聖なる私の名にかけて宣言する。犠牲のうえに成り立つ繁栄は続かず。笑顔で大地を踏みしめよ」

　私は手に聖力を溜め、大きな薔薇の形にして帝国民のほうへ投げた。

「レセラフィーナ、ラマデリ、アリエル」

　私はユージン殿下に抱かれている三人の皇女の名を呼ぶ。

　長女や次女、三女まで私を真似た。それぞれ小さな手に聖力を溜め、長女は真剣な顔で「えいっ」と。次女は女帝のような顔で「ふんっ」と。三女は顔を真っ赤にして「ばぶっ」と。

　青い空には私の大きな薔薇に長女の小さな薔薇に次女の小さなプリンに三女の小さなおしゃぶり。

　帝国民の頭上でそれぞれ勢いよく弾け、浄化の雨が降り注いだ。

「大聖女シェリルに聖女が三人」

「ちっこい聖女様、バンザイ」

「ラスミアは大聖女に守られた国だ。大聖女と聖女様が誕生した帝都は永遠の聖都だーっ」

　眼下の帝国民たちだけでなく、背後に控えている高位貴族まで興奮する。皇帝夫妻や皇太子夫妻の威厳に満ちたデレデレ顔もやばい。

　長女、ユージン殿下にそっくりの第一皇女は絶対に初代氷柱のセラフィーナ様の生まれ変わり。

　次女、皇太后陛下と同じ髪と瞳の色、つまり先代氷柱と同じ色の第二皇女は絶対にマデリン様の生まれ変わり。

　三女、皇帝陛下や皇太子殿下と同じ色の第三皇女は二代目氷柱の生まれ変わり。

　三人とも聖力があり、いずれ、聖女認定されると思う。各国からの求婚合戦が凄まじく、断ったら戦争をちらつかせる始末。

　正直、やんちゃ殿下が父親じゃなかったら危なかったと思う。

　今日も幼い聖女誘拐団を極秘で捕縛したそうだ。帝宮のどこかにうちの子を狙う輩が潜んでいる。

　バルコニーから下がった後、大広間で早速、同盟国の大使につかまってしまう。

「偉大なる大聖女よ。シェリル妃殿下、第一皇女様を我が国の王太子に守らせてください」

　同盟国の王太子からの求婚は簡単には断ることができない。けれど、元婚約者に裏切られた私にはできる。

「私の過去をご存じでしょう。生まれながらの婚約者に裏切られましたの」

　すべてオープンにして、開き直ったら楽になった。これもそれもユージン殿下が隣にいてくれたからかな。

「この世には愚かな男がいます。男がみな、そうだと思わないでください」

「私は娘に同じ思いをさせたくないの。娘が自分で縁談相手を見極められるようになるまで婚約はさせません」

　ユージン殿下と結婚するにあたり、帝室側に出した私の条件だ。皇族にとって必須義務の政略結婚を阻んでいる。

　もっとも、うちの三人の聖女はどこにも出したくない至宝。

　帝室は強力なタッグを組み、列強から舞いこむ縁談を拒んでいた。どの娘も意中の相手と結ばれてほしい。

　クライヴ様、初めて感謝するわ。

　あれからクライヴ様はお母様の実家に利用されて、ラスミアと一悶着あったけれど、最期はパンひとつのために命を落としたらしい。

　お父様、今の私の姿を見たらどう思った？

　三人目を出産した後、ほどなくしてお父様の訃報が届いた。お母様は戒律の厳しい修道院に入ったという。

　さっさと逃げたいのに、各国の大使たちに囲まれて逃げられない。けれど、侍従長が近衛騎士団とともにやってきた。

「シェリル妃殿下、報告させていただきます」

　侍従長のおかげで、私は各国の大使たちから逃げられる。大広間の片隅、猫脚の椅子に腰を下ろした。

「侍従長、どうされました？」

「例の件ですが……」

　侍従長が小声で報告してくれたことは妹のこと。

　ロレッタはエリオットの夫人の実家で使用人として働くことになったのに働かず、タリス伯爵の愛人になったという。けれど、タリス伯爵夫人の逆鱗に触れて追い出され、コナー子爵に引き取られたらしい。コナー子爵邸で愛人生活を送っていたものの、嫉妬に駆られた正妻に鞭打ちされ、逃げだしたという。シム男爵やスターキー伯爵など、昔の崇拝者の愛人をしながら、性懲りもなく私への接触を図っていた。「お姉様、助けて」と。

　三日前、何人目かわからない男の愛人になった時、怒り狂った正妻に鞭打ちされ、素っ裸で木から吊るされたらしい。……それ、正妻の座を奪おうとしたからでしょう？　式典の前、私の耳に飛び込んできた。

「シェリル妃殿下、妹君を助けますか？」

　怒髪天を衝いた正妻が凄まじく、誰も素っ裸で木から吊るされるロレッタを救えないという。極秘で私に連絡を入れてきた次第だ。『ロレッタは大聖女シェリルの妹だから』と。

　私に妹の生存権が握られている？

　ロレッタ、まだ反省していないわよね？

　まだまだ生きて本当の反省をしてください。

「あれでも妹です。助けてください。母がいる修道院に入れてください」

　大聖女の命が届いたのか、届かなかったのか、定かではないけれど、結局、ロレッタは亡くなったという。最期まで繰り返した言葉は「お姉様、助けて」だ。

　帝国一の花と称えられた美女の悲惨な最後に同情する者はひとりもいなかった。

　チクリ、と胸が痛む。

　姉としての情だろうか？

　両親に溺愛された妹も被害者なのかもしれない。

　けど、感傷に浸っている余裕はない。

「俺の娘は嫁にやらーん」

　ユージン殿下がしつこく食い下がる同盟国の大使にブチ切れた。黄金のシャンデリアごと天井の一角が落ち、貴婦人の悲鳴が響き、華やかな大広間が阿鼻叫喚の巷。

「ユージン殿下、落ち着いて……シェリル妃殿下、頼みます」

「シェリル妃殿下、ユージン殿下を宥めてくださいーっ」

「シェリル妃殿下、助けてくださいーっ」

「おかあちゃまーっ、おかあちゃまーっ」

「おかあしゃまーっ。おかあしゃまーっ」

「ばぶっ、ばぶぶぶぶぶぶぶっ、ばぶぶぶぶぶぶぶ～っ」

　誰が何を叫んでいるのか、見当もつかないけれど、大広間にいる高貴な人々の願いは同じ。

　やんちゃパパ、アウト。

　心から信じられるけど、やんちゃが過ぎる。……仕方がないか。結局、そんなところも好きだから。
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